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　　　　符ノ一　その男、最強にして







　渦巻きながら広がった瘴しよう気きに冒おかされ、燃もえ盛っていた篝かがり火びが引ひき千ち切ぎられるような勢いで、次々に掻かき消えた。地面に突き立てた護ご符ふの木片が、ばきばきと音を立てて砕くだけ散る。

「鹿ろく鳴めい！」

「お任せください！」

　日本刀をすらりと抜き放つ呪じゆ禁ごん師し・幸か徳で井い白はく蛾がに応こたえ、結けつ界かい師し・如きさ月らぎ鹿鳴は新たなる護符を放ち、崩ほう壊かい寸前であった結界を補修し強化する。鹿鳴が印いんを結ぶと同時に、結界に守られた地面が、光り輝かがやいた。結界の内に侵入していた瘴気が、光の粒と化して浮き上がり、白蛾と鹿鳴の衣服の裾すそを柔らかく持ち上げた。

「南なう莫まく三さん曼まん多だ　没ぼ駄だ南なむ　訖き利り訶くか　莎そわ訶か！　月にかかる雲を払うが如ごとく、疾とく我が前に真実の姿を晒さらすべし！」

　呪禁に念をこめ、月光に清く輝く白はく刃じんを白蛾が振り下ろす。呪じゆ力りよくは巨大な光の刃となって敢かん然ぜんと大地を奔はしり、渦巻く瘴気の闇やみを断ち割った。




　オオ、ン……！




　闇に身を潜ひそませて出現したモノが、哭ないた。

　再び燃え上がった篝火に、禍まが々まがしき姿を晒さらしたのは、小山ほどもある黒い妖よう獣じゆう―――。




「なんて大きい……！」

　幻げん獣じゆうである獅し子しを思い出させる醜悪な妖獣に、思わず鹿鳴は息を呑のむ。結界で防いでも、瘴気に刺し激げきされて、ちりちりと産うぶ毛げが逆立つような感覚があった。憎悪と怨おん念ねんで見開かれた、燃え立つ琥こ珀はく色いろの目に見み据すえられ、ぎゅっと心しん臓ぞうが縮ちぢみ上がる。

「気を呑まれるな！」

　凜りんとした白蛾の声に、鹿鳴は眦まなじりを決する。気迫で負けてはいられない。




　オォ……！




　地を蹴けった妖獣が、術者に飛びかかる。迫り来る妖獣をひたと見据えた白蛾は、構かまえた刀の切っ先で、宙に九く字じの印いんを斬きった。

「臨りん！　兵びよう！　闘とう！　者しや！　皆かい！　陣じん！　裂れつ！　在ざい！　前ぜん！」

「結けつ！」

　放たれる瘴しよう気きが斬きり払われる。思念によって形成された透明な直方体の大きな結界が、襲おそいかからんとする妖よう獣じゆうをがっちりと捕らえた。




（ガァッ！　グガァオ！）




　刀を構かまえる白はく蛾がの目と鼻の先、宙に浮かぶ結界の中、氷詰めになった獣けもののように動きを止めた妖獣は、凄すさまじい怒りの形ぎよう相そうで身を捩よじろうとするが、結界はびくとも揺ゆるがない。

「結界を破られるな！」

「はい、白蛾様！」

　鹿ろく鳴めいは強い念をこめて印いんを結び、強固な結界を維持する。

　今にも結界を破って飛びかかってきそうな妖獣を、白蛾は射い貫ぬくような瞳ひとみで見つめる。

（あれか！）

　額ひたいの中心に赤く輝かがやくモノを見つけ、白蛾は刀を握る手に力をこめた。




「闇やみより生まるるモノを繋つなぐ因いん果がの鎖を断ち斬きらん！　妖よう魔ま調ちよう伏ぶく！　鑠ば吃き羅ら也や　莎そわ訶か！」




「ちょーっと待ったぁっ！」

　まさにそれは、白蛾の刀の刃が、妖獣に触れようとしたとき―――。







　ドガーン!!







　すべての結界が、轟ごう音おんとともに爆ばく発はつした！




　ガアッ……！




　恐ろしい勢いで破裂した結界に、捕らえられていた妖獣も撥はね飛ばされる。

「うわっ！」

「っく！」

　強引に結界を強制終了された鹿ろく鳴めいは、爆ばく風ふうに煽あおられてその場から弾はじき飛ばされた。突然の爆発に刃を止められた白はく蛾がは、爆風に吹き飛ばされかけながらも印いんを結び、なんとか体勢を立て直す。結界が消し飛んだ衝しよう撃げきで、すべての篝かがり火びは消え、台ごと跡形もなくなっていた。地面に突き立ててあった護ご符ふも、粉こな微み塵じんに砕くだけて全滅である。




　白蛾が刀を降り下ろしていたならば、結界に捕らえた妖よう獣じゆうは土地に執着する因いん果がの鎖を断ち切られ、白蛾の下げ僕ぼくとなっていたはず……。

（いったい、何が……!?）

　横よこ様ざまに地面に叩たたきつけられ、飛び交う礫つぶてに激しく打たれた鹿鳴は、ぎりりと歯を嚙かみしめる。身体からだじゅうがぎしぎしと軋きしんで悲鳴をあげ、ばらばらになりそうなほど痛むのは、強烈な打ち身だけでなく、無理やりに打ち消された術のせいだ。狩かり衣ぎぬはあちこち引き裂け、手や顔も傷だらけで血が滲にじんでいる。陰おん陽みよう寮りようでも特筆すべき実力者である白蛾の術が破られ、鹿鳴の作ったすべての結界が一いつ瞬しゆんにして砕かれたのだ。これはただごとではない。鹿鳴は戦せん慄りつを覚える事態に、もうもうと舞い立つ砂すな埃ぼこりの中、急いで身体を起こす。

　黒こく煙えんと砂さ塵じんに取り巻かれながら、鹿鳴は視線を巡めぐらせる。爆心地に何かが転がっていた。大きさから考えて、爆風で運ばれてきた飛来物ではない。あれが、結界で閉ざしていた空間に入りこみ結界を爆発させた異物なのか。次第に鮮せん明めいになる視界に、異物の様よう相そうが明らかになる。

（人間……!?）

　爆発の起こる寸前に、何者かの叫ぶ声が聞こえた。黒く焦こげてぶすぶすと煙が立っているが、あの形はまさしく……。




　最初の爆発の衝撃を完全に防ぎきれず、負傷して血を流しながら右手に刀を提さげた白蛾は、燻くすぶって倒れている人ひと影かげに近づくと、むんずと胸むな座ぐらを摑つかんで引き起こした。

「―――武む庫こ川がわ右う京きよう！　貴様ぁ……！」

　本気の目で、ちゃきっと刃を返した刀を頰ほおに突きつけられ、へらりと青年は笑う。

「あ、ははっ、やっぱり怒ってる？　怒ってるよねっ？」

「……どうしてこのわたしが、貴様ごときのやることに、いちいち動じねばならぬのだ……！」

　この場で斬きって捨てられたら、どれだけすっきりするだろう。怒りの形ぎよう相そうのまま無理やり笑みを作り、まったく気にしていないと言ってのけた白蛾は、右京の襟えり首くびを摑んだ手を揺ゆすった。がくがくと振り動かされ、突きつけられた刀の切っ先がちくちくと右京の頰に当たる。

「ああっ、痛い痛い痛い[image: ]」

　本当にぶっすりと顔面を刺さし貫つらぬかれそうな状況に、どきどきとしながら右京は嬉うれしそうに悲鳴を上げる。

「ごめんねー。連絡がとれなかったし、時間がなかったからさぁ、強引に結界破って入っちゃった[image: ]」

　爆ばく撃げきされたような凄すさまじい爆発は、強固に形成した結界群のことごとくを粉ふん砕さいして、右う京きようが侵入したせいだ。

「次からは、ぜひ、連絡をくれ……！　もっと歓迎してやる……！」

　白はく蛾がにがっくんがっくん振り動かされる右京の頭から、爆発で被かぶった煤すすが落ち、ひとつに束たばねて結ゆい上げていた長い髪が月の光と同じ色に輝かがやいた。

（銀の髪の、陰おん陽みよう師じ…………？）

　白蛾の知り合いであるらしい、自分たちと同じ狩かり衣ぎぬ姿の男は、陰おん陽みよう寮りようの陰陽師に間違いないだろう。銀の髪に青い瞳ひとみ。一度見たら忘れないだろう、恐ろしく目立つ特徴を持つ男だったが、鹿ろく鳴めいはその男のことを知らない。

「悪いんだけど、さっきのアレ、お持ち帰りしないでほしいんだよー」

　刀でちくちくされたまま、右京は締しまりのない笑顔えがおで白蛾に頼む。

「何だと……？」

「僕のところに依頼が来ちゃった[image: ]」












　へらりと答えて、右京は懐ふところから取り出した契約書を見せる。署しよ名めい捺なつ印いんされた契約者は、妖よう獣じゆうを調ちよう伏ぶくしようとしているこの土地の所有者、古こ賀が久ひさ道みちの末娘・古賀莢さや子こだ。右京の態度には緊きん迫ぱく感かんもなければ、真実味もないが、他者の術に強引に介入するのは、命いのち懸がけの危険な行為である。ぺらぺらの紙一枚とはいえ、今回は正式な契約書を交わしている右う京きようのほうが優先される。しかし、術を中断して退去する術者がいい顔をするはずはなく、中断させた術者には相応のペナルティが課せられるのは、この業界でのお約束だ。

「…………」

　金こん剛ごう院いんの幸か徳で井い白はく蛾がと如月きさらぎ鹿ろく鳴めいは、葛かつら城ぎコンツェルンの御おん曹ぞう司し・葛城蓮れん司じの依頼を受けて陰おん陽みよう寮りようから派遣されてきた術師だが、葛城蓮司が依頼をするのは妖よう獣じゆうをコレクションするという、酔すい狂きような趣味のためである。迷惑をしているだろう地主とコンタクトをとり、黙もく認にんという約束で、こっそりと葛城蓮司は欲しいモノを手に入れている。

　土地にある（憑ついている？）ものは、地主に所有権（？）がある。地主の身内である古こ賀が莢さや子こに意見があるのなら、それを聞き入れるのは葛城蓮司も、やぶさかではないだろう。正式契約があるというなら、結界破りのあの強引な侵入も納得できる。もう一いつ瞬しゆん遅ければ、白蛾の刀は妖獣の因いん果がを土地から切り離してしまっていた。




「白蛾様！」




　オォ……ン！




　悲鳴のような鹿鳴の呼びかけの声と同時に、地の底から妖獣が飛び出した。襲おそい来る凶悪な爪つめより僅わずかに早く、右京の胸むな座ぐらを摑つかんだまま白蛾が飛とび退のく。黒い閃せん光こうのように現れた人ひと影かげが、真横から妖獣を強きよう襲しゆうした。




　ガァッ！




　側頭部に重い一いち撃げきを受け、どうと妖獣が倒れる。忍装しよう束ぞくにも似た漆しつ黒こくの戦せん闘とう服に身を包んだ男は、脚による一撃を鮮あざやかに決め、化け鳥ちようのように地に降り立つ。白蛾に摑まれていたために一いつ緒しよに連れて逃げられ、妖獣の爪にかかることを免まぬがれた右京は、宙で放されて無ぶ様ざまに落っこちた。

「てめぇこの野郎！　ぼさっとしてんじゃねぇ！」

　語気荒い罵ば倒とうの言葉を発して駆け寄った黒装束の男は、地面に転がった右京を容よう赦しやなく蹴けりあげた。どすっと響ひびいた痛そうな鈍い音に、鹿鳴は思わず身を竦すくませる。扱いはひどく乱暴だが、存在に気づいても白蛾がまったく意に介さないところをみるに、黒装束の男は右京の関係者なのだろうと鹿鳴は推察する。

　もんどりうって地面を転がり、憎悪の色を濃こくしながら身を起こす妖獣を見み据すえ、刀を構かまえた白はく蛾がは、鹿ろく鳴めいを守りながら近づく。

「動けるか？　鹿鳴」

　さっきの爆ばく発はつの際、攻こう撃げきを妨さまたげられた白蛾よりも、防御を受け持ち、結界を破は壊かいされた鹿鳴のほうが、術者として受けた衝しよう撃げきは大きい。

「は、はい、大丈夫です……！」

　案じる白蛾に返事をし、ふらつきながらも鹿鳴は立ち上がる。切り裂けた生傷からは血が細く滴したたり、全身の骨と筋肉が悲鳴を上げて、頭痛もするが、しかし金こん剛ごう院いんに籍せきを置く術者の誇りにかけて、戦えないなどとは口が裂けても言えない。術者として受けた衝撃だけでなく、あちこち負傷し装しよう束ぞくも無む残ざんな様よう子すだが、自力で立って歩けるらしい鹿鳴に、白蛾は頷うなずく。

「退ひくぞ」

「え……？」

　血ち反へ吐どを吐いても白蛾を結界で援えん護ごしよう、という気き構がまえでいた鹿鳴は、あっさりと退却を促うながす白蛾を、呆ぼう然ぜんと見つめる。白蛾と右う京きようの簡かん単たんなやりとりを離れた場所から耳にしただけだったが、依頼が重複し、別の術者が駆けつけたことはわかった。

「ですが、白蛾様……！」




　オン……！




　体勢を立て直した妖よう獣じゆうが、牙きばを剝むいて右京たちを睨にらむ。その視線が意味するものを推察し、鹿鳴は蒼そう白はくになる。

（まさか、あの男……！）

　二人とも防御の様子を見せないが、同業者である右京はまだしも、黒装束の男からは術者の気配けはいをまったく感じない。




「てめぇを殺すのは、この俺おれなんだよ！　あんなつまらねぇ化ばけ物ものの糞くそ畜ちく生しように、やられそうになってんじゃねぇよ！」

「ああっ、わかってる、わかってるってば、壱いち葉ようさんっ[image: ]」

　場に似合わない呑気のんきなやりとりだが、起き上がろうとする右京を足あし蹴げにしている黒装束の男は、体術に長たけ、肝きもの据すわっているだけの一般人。呪文字を刻んだ防具を身につけ、妖獣と直接対決するための装備を、きちんとしているだけだ。つまり、黒装束の男は術による防御をしないのではなく、できないのだ。




　オオ……ン！




「うるせぇ！」

　背後から襲おそいかかった妖よう獣じゆうの顔面に、振り返った黒装しよう束ぞくの男が拳こぶしを叩たたきこんだ。象をも撲ぼく殺さつするだろう、恐ろしい破は壊かい力りよくを持つ一いち撃げきに、身体からだから立ちのぼる瘴しよう気きを渦巻かせながら妖獣が吹っ飛ぶ。

　たしかに、あの男は強い。尋じん常じようではない強さを持っている。しかし、闇やみに属する妖獣と生身の人間では、勝負は圧倒的に不利だ。術者による援えん護ごがなければ……！

「白はく蛾が様っ！」

「捨ておけ、鹿ろく鳴めい！」

　刀を鞘さやに納めた白蛾は、乱暴に鹿鳴の袖そでを引き、踵きびすを返した。

「―――案ずる必要はない」

　呟つぶやくような声で、白蛾は言う。

「武む庫こ川がわ右う京きよう……、あの者がいる」

「は……!?　あ、あの、武庫川様とは、いったい……!?」

「見てわからぬか……？」

　やや苛いら立だちを含ませた様よう子すの白蛾に、鹿鳴は口を噤つぐむ。『見て』と言うのだから、それは視覚によって確かく認にんできることだ。

（―――あの髪と目では、ない……）

　変わった色ではあるが、しかし色自体に何か力があるわけではない。では―――。

「―――！」

　思い出し、鹿鳴は愕がく然ぜんとする。

（傷が……、なかった……）

　強固な結界を粉ふん砕さいして強行突入した右京は、掠かすり傷きずひとつ負っていなかった。覚悟のうえでの行動であっても、身体を張って突っ込んできた右京のほうが、受けた衝しよう撃げきは絶対に大きかったはずなのに―――。




　右京と黒装束の男・壱いち葉ように遅れて到着した巫み女こ・蘆あし屋や美み琴ことは、スクーターから下りると、急いでヘルメットを外し、退去する白蛾と鹿鳴に恭うやうやしく会え釈しやくした。そして右京のほうに向き直り、右手に刀とう印いんを結び、目の前で五ご芒ぼう印いんを切って、袂たもとから小さな天てん秤びんを取り出した。天秤の皿の片方に色粘土で作った黒い猫のような人形を置き、もう一方に右京に似せて作った人形を置く。重さで負けて持ち上がってしまった右京の側に、手早く十円玉を載せると、それは五枚でぴたりと釣り合った。

「右京くん！　五十万円の呪符を一枚！」




「はーい[image: ]」

　美み琴ことに振り向き、右う京きようは返事をする。襲おそい来る妖よう獣じゆうを、壱いち葉ようが回まわし蹴げりでぶっ飛ばす。ぶっ飛ばされた妖獣の巻き添えを食って、右京も景気よく吹っ飛んだ。




　ちらりと振り返った瞬しゆん間かんに、地面を抉えぐるような勢いで砂じや利りを撥はね上げ砂煙を巻き起こす豪ごう快かいな顔面スライディングを目もく撃げきしてしまった鹿ろく鳴めいは、思わず顔を引きつらせる。

「は、白はく蛾が様……☆」

「捨ておけ。いつものことだ」

　物音で、振り返らなくても何が起こったのかを察した白蛾は、見るなとばかりに鹿鳴の袖そでを引く力を強めて、歩く速度を上げる。




「―――くぁー……、効いたなぁ……」

　右京は、ざりっと土を掻かき、手をついて身体からだをゆるりと持ち上げる。

「痛いなぁ、痛いよ、うん」

　くっくっくっと右京は笑う。

「ホント、生きてるって気がするよ」

　全身ばらばらにならないよう、防ぼう御ぎよ印いんを使ったのは、最初に結界を破って侵入したときのみ。その後に負った打ち身と生傷は、半端なものではない。




　俯うつむいて立ち上がった右京の額ひたいと頰ほおはざっくりと切れ、血で汚れていた。着物もあちこち裂けて、どこからか伝ってきた血が指先から滴したたり落ちている。

　防御の印を使わず、ずたずたになっていく右京の姿に、鹿鳴は血の気が退ひく。

「援えん護ごを……」

「邪じや魔まをするな」

「ですが……っ！」

「あの者は、あれでよい！」

　というか、あれでなければ、力が出ない―――！

「は？」

　きっぱり言い切られた言葉に耳慣れない事情を聞いた気がして、鹿鳴はきょとんと目を瞬しばたたく。

「それは……」

　ひょっとすると…………。




　とっても『いぢめられたい』人？




　汚らわしいものから目を背そむけるように振り返らず、白蛾は吐き捨てるように言う。

「絶ぜつ佳か庵あんの封ふう縛ばく師し・武む庫こ川がわ右う京きようという男は、陰おん陽みよう寮りようの陰おん陽みよう師じ、最強にして―――」




　身を起こす右京の様よう子すに、状態の変化を察知した壱いち葉ようは、右京に向かって走る。




　オ……！




　背を向けた壱葉を追って、妖よう獣じゆうが地を蹴けった。壱葉は一陣の黒い風と化して右京の真横を駆け抜ける。俯うつむいたまま血を滴したたり落とす右京と、前をまっすぐに見み据すえた壱葉は、擦すれ違い様ざま、にやりと笑った。

　壱葉は隠し持っていた対妖獣用の隠おん形ぎようの呪じゆ符ふを使い、一いつ瞬しゆんにして妖獣から姿を晦くらます。




　オォン……！




　走り去る壱葉が呪符の力によって認にん識しきできなくなっても、妖獣の向かう先には右京がいる。

　ずたぼろの血みどろで、全身がくがくという状態で、狩かり衣ぎぬの脇わきに手を入れて呪符の束たばを取り出した右京は、嬉き々きとして首にかけていた長い数珠じゆずのラリエット……、首飾りの両端を留め具等で繋つながず結んだりアレンジして使う型になったもの……を外し、呪符の束ごと大きく打ち振った。新体操の競技で使われるリボンのように、軽やかに動かされた数珠のラリエットが、一ひと珠たまずつ呪符を伴ともなってぐるりと右京の周りを囲み、回りながら宙に浮く。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　両手で印いんを結んだ右京の身体からだから、呪じゆ力りよくが金色に輝かがやく陽かげ炎ろうとなってふわりと立ちのぼり、着物の裾すそや髪を揺ゆらした。




「土地とともに生き、土地とともに滅ぶべし！」




　命じたそれは、妖獣を繋ぎ留める因いん果がの鎖を、より強固なものにする言葉。

　かっと目を見開いた右京は、数珠とともに回っていた呪符の中から、自分と妖獣との間にあった呪符を一枚指さす。




　右京に選ばれ、光り輝いた呪符を見て、はっと美み琴ことが息を呑のむ。

（あれは七十万円の呪符っ……！）




　今回の術に事足りる五十万円の呪符は、その七十万円の呪符のひとつ後にあった。電車の切符と同様に、一度使った呪符におつりや払い戻しは存在しない。差額、二十万円ドブに捨てたも同然の光景に、ふうっと美み琴ことの目の前が暗くなる―――。




　指さされた呪じゆ符ふは輝かがやきながら、右う京きようの指先の前でぴたりと宙に制止し、そのほかの呪符は速すみやかに狩かり衣ぎぬの内に戻る。

「封ふう縛ばく！」

　両手で印いんを結んだ右京に襲おそいかかる妖よう獣じゆうの眼前で、眩まばゆい金色の光を発して呪符が弾はじけた。光は妖獣を瘴しよう気きごと余さず包みこんで球体に変じ、右京の周りを回っていた数珠じゆずがその光の球体の表面を巡めぐり、梱こん包ぽうして縮ちぢめるが如ごとく、一気に内なるものを締しめ上げて収しゆう縮しゆくする。




　ぽん！




　軽快な音を響ひびかせて、数珠に締め上げられていた光球が弾けた。瘴気は消え失うせ、数珠とともに右京の手に落ちてきたのは、高さ三十センチに満たない白い『招き猫』である。

　月光を受け、つやりと輝いた招き猫は、人じん畜ちく無む害がいであるうえに、御ご利り益やくまでありそうだ。




　浪費のショックで軽い貧血を起こした美琴は、スクーターに縋すがって深呼吸し、ハンドルに引っかけていたヘルメットを摑つかむと、涙目で右京を睨にらんだ。

「馬ば鹿かーっ！」

　二十万円の無む駄だ遣づかい―――！




　美琴が豪ごう快かいに投げたヘルメットは、狙い違たがわず右京の頭にぶち当たる。

「―――はわ～～……[image: ]」




「最悪の男だ……！」

　吐き捨てるように言った白はく蛾がの背後で、恍こう惚こつとした表情の右京がくるりと回りながら倒れた。










　　　　符ノ二　憎みきれる碌でなし







　髪を燃もえるような赤に染めて美容院を出てきたら、帰り道が賑にぎやかだった。

「火事？」

　現場に急行する騒そう々ぞうしい消防車のサイレンと、夜空を明るく照らす光は、炎の色に違いない。そういえば、昨日きのうも一昨日おとといも、どこかで消防車の音が聞こえていた気がする。

（この辺あたりって、火事が多いんだなぁ）

　まだ夜は花はな冷びえのする、春四月。火事は必ずしも真冬の災害ではないらしい。

　大きな炎で桃もも枝えだ綱つな紀きが思い出すのは、正月のどんど焼きだ。闇やみ夜よを焦こがすお焚たき上げの荘そう厳ごんな炎は、幼い頃ころから見慣れていた神社をどこか見知らぬ異界に繋つなげているようで、不ふ思し議ぎな感じがしてどきどきした。

（どんなふうに燃えてるんだろ）

　何がどう燃えているのかではなく、炎そのものが気になった。近くにある大きな炎の存在に気分が高こう揚ようし、不ふ謹きん慎しんな野や次じ馬うまの一人と化して、綱紀はいそいそと現場に足を向ける。




　赤い髪を揺ゆらして走っていくと、綱つな紀きの家も赤くなっていた。

「―――うっそ……☆」












　火の粉を舞い上げ、今を盛りと炎をあげて轟ごう々ごうと燃もえ上がるアパートを、綱紀は呆ぼう然ぜんと見つめる。集まり来る野や次じ馬うまといっしょに、自分の帰り道を辿たどっていたので、嫌いやな感じがした。あまり近いと困るなと思ったのだが、まさか火災現場そのものだったとは……。




　築三十年木造二階建て、六畳一間風呂なしトイレ共同、全八戸の小さなアパートは、安物の映画のセットのように骨組みを晒さらし、思い切りよく炎上していた。この近辺だけ、火災の炎で冷気が払われ、暖かい。




　田舎いなかから出てきて三日目、塔とう京きようの都市部の物件には手が届かず、ビジネスホテルに泊まりながら都市部近郊の市町村の不動産屋を巡めぐって、やっとの思いで見つけ出し、昨日きのう入居したばかりの格安物件である。部屋に置いていた荷物は着替えの入ったスポーツバッグと寝袋ひとつ。家財道具と呼べるものはまだ何もなかったが、敷しき金きん礼金共きよう益えき費ひ家や賃ちんと一通り払い終えた今となっては、銀行には今月生活するためのかつかつのお金しか残っていない。外出していたので、怖い思いをせず怪け我がもないし、大切にしているギターを持っているだけ、ましと考えねばならないのだろう。

♪オイラは宿なし～　今日きようから宿なし～　親類知人も近所にナッシング～……。

　虚むなしい即そつ興きよう歌かが綱紀の脳のう裏りに鳴なり響ひびくが、現実逃とう避ひをしてもしなくても、現状は何ひとつ変わらない。高校の先生の紹介で、明日あした、訪ねる予定になっていた音楽事務所勤務の先せん輩ぱいは、仕事の都合で急にアメリカに行ってしまった。美容院にいたときに先生から電話があり、予定がなくなったところに宿までなくなってしまった。綱紀はぼーっとしながら炎を見つめる。




「あいつが犯人よ！　昨日と一昨日おとといの火事のときにも見たわ！」

　少し離れた場所から、年配の女性の叫び声が聞こえた。

（うわー、放火かよ……）

　綱紀が燃やされたのは借りたアパートだが、家や主ぬしはたまったものではないだろう。

「ほらあれ！　あの若い男！　早く捕まえて！」

　目もく撃げき女性の叫び声に、緊きん迫ぱくしだした空気を感じ、ざわめく野次馬といっしょに綱紀も振り返る。近所の主婦らしい、普ふ段だん着ぎの女性の横に、きょろきょろと周りを見回している若い制服警けい官かんが二人いる。炎の照てり返かえしで、周囲はかなり明るい。これなら、犯人の顔もよく見えることだろう。




「あの赤い髪の男よ！」




　目もく撃げき主婦の叫び声で、綱つな紀きの周りにいた野や次じ馬うまの人垣が、モーゼが海を割ったときのように、ざっと退しりぞいた。

「え……？」

　集まった野次馬の中には、金髪茶髪で奇き天て烈れつなヘアスタイルをしている若者も大勢いたが、赤い髪をしていたのは、綱紀一人である。

「い、いや、俺おれは……」

　いきなり注目され、どうしてそんなことを言われるのかわけがわからず、綱紀はうろたえる。

「昨日きのう見かけたときには、頭の色はあんなじゃなかったわ！　髪形も変えて……！　変装のつもりで染めたのよ！　そうに決まってるわ！　その子が放火の犯人よ！」

　世の中は、声の大きい者の意見が罷まかり通るようにできている。綱紀の弁明の声は、主婦の大声に、きれいさっぱり掻かき消された。

（ほんとに俺？）

　目撃者を自称する主婦に、今日きよう、髪形を変えて髪を赤く染めたことを指し摘てきされ、綱紀は驚おどろく。しかし、火災現場に到着したばかりの綱紀には、犯行は絶対に無理である。

「ちょっと君！」

　野次馬が開いた空間をずかずかと突き進み、近づいてきた警けい官かんが綱紀の腕を摑つかんだ。

「話を聞かせてもらいたいんだが」

「あ、あの……っ」

　反射的に思わず逃げるということもできず、綱紀は無抵抗のまま左右から腕を取られ、荷物のように警官に抱えて運ばれた。




　世間一般で『おばちゃん』と呼ばれている人種、近所でも一目置かれている、情報通でお喋しやべりな主婦は、鋭い観察眼を持ち、機き動どう力りよくも抜ばつ群ぐんで、まったく油断ならない恐るべき存在だった。綱紀を犯人呼ばわりした主婦は、昨日の何時何分にあそこで、一昨日おとといの何時何分にはあそこで確たしかに綱紀を見かけたと、自信たっぷりにきっぱりと証言した。髪のことから考えても、綱紀が目撃されたのは、間違いではないだろう。目撃者を自称する主婦の証言は、耳を傾かたむけずにはいられない声量と、その身体からだから発せられる圧倒的な迫力で、説得力に満みち溢あふれていたが、しかし放火の瞬しゆん間かんを見たとは一言も言っていなかった。綱紀の姿に見覚えはあっても、綱紀が火をつけているのを見たわけではない。三件の火災は、半径五キロ圏内で発生していたが、時間がそれぞれ二時間ずつ前後していて、火事を見物に集まる物好きな野次馬の顔ぶれは、三回ともまったく同じというわけではなかった。今日きようも昨日も一昨日も野次馬できる人間は、ある程度限られてくる。三度とも見かけたと言うのなら、それは確かに怪しいかもしれないが……。

　今日きようのことを例にとるなら、第一発見者から消防署に電話があった時間には、綱つな紀きはまだ美容院にいた。自称目もく撃げき者しやの主婦はすっかり興こう奮ふんしてしまって、綱紀を放火の犯人だと決めつけていたが、火災発生の時間に現場に居合わせなかった綱紀には、犯行は不可能である。一昨日おとといも、昨日きのうも、それは同じだ。しかも今日燃もえたのは、綱紀が入居したばかりのアパートだ。自分が路ろ頭とうに迷うようなことを、どうしてわざわざしなければならないのだろう。




　チョイ悪な感じにセットして、髪を真まっ赤かに染めていても、正しよう真しん正しよう銘めい田舎いなかから出てきたばかりのお上のぼりさんである綱紀のことは、素す性じようも行動もすべて簡かん単たんに確かく認にんできた。三日それぞれの犯行時間のあたりには、不動産屋といっしょにいたり、大家に入居の諸注意を受けていたり、美容院で髪を染めてもらっていたりで、綱紀がどの火災にも関係していないことが証明された。




　上京三日目の夜を留りゆう置ち場じようにお泊まりして過ごし、綱紀は無事、疑いを解かれた。

「ストーカーとか、そういうのに心当たりはないか？」

「君の追っかけをするような、ファンの子とかはいないか？」

　念のためにと、警けい官かん二人に確かく認にんされ、綱紀は驚おどろく。

「ボクにですか!?　そんなの、全然ないですよ！」

　ギターは綱紀の宝物だから、肌はだ身み離はなさず大事に持ち歩いているが、演奏は下へ手ただし、歌も上う手まくない。人前で披ひ露ろうするようなことなどなかったから、綱紀のファンになって追っかけやストーカーをするような人物なんて、いるはずもない。自慢できるものなどまだ何もないくせに、進学も就しゆう職しよくもせず、音楽関係の道に進むのだと一人上京した綱紀を、馬ば鹿かだ無む謀ぼうだと嘲あざける者はいるだろうが、妬ねたんで邪じや魔ましようとする者はいない。

「そうか……。何だか、君に近づくように、君の周りで火事が起こっているような気もしたんだが」

「はぁ……」

　そんなことを言われてもと、綱紀は困りながら、警察署を出た。




　確たしかに、三度も続けば偶然とも思えなくなってくる。火災現場には数多くの野や次じ馬うまが集まっていた。前の二回は、綱紀は火事になる前に現場の近くを通り過ぎ、屋内で消防車のサイレンを聞いている。綱紀が野次馬になって火事を見に行ったのは、昨日だけだ。それなのに、どうして綱紀があの主婦の目を惹ひき、放火の犯人だと思われるほど記き憶おくに残っていたのかも謎なぞである。

「似たような人と間違われたのかな」

　世のなかには自分と似た人が三人いるという。誰だれかと間違えられて、追いかけられて放火されたのだとしても、迷惑な話である。

「そのうち、刺されたりして」

　言って笑ってから、それが本当になりそうな気がして、綱つな紀きは笑顔えがおのまま固まった。今、綱紀が歩いている場所は、工場や駐車場に囲まれた一角で、見通しが悪く周囲に人ひと気けはない。

（やべ……☆）

　自分からこんな、いかにも襲おそってくださいというような道に入りこんでしまうなんて……！




　横から、ばさっと何かが顔に被かぶせられた！




「うわっ！」

　仰ぎよう天てんした綱紀は、顔を覆おおった物を振り捨てようと暴あばれ、尻しり餅もちをついて転ぶ。寄るな触さわるな近づくなと、ばたばたと手を振り回して抵抗したが、誰だれかが危害を加えてくることはなかった。

　風で飛んできたビラが、たまたま顔を覆っただけである。

「…………なんだ」

　顔を覆ったビラがずれて視界がクリアになり、何もなかったとわかって、綱紀は安あん堵どした。ほっとすると同時に、一人で派は手でに暴れたことがわかって、ちょっと赤くなる。

「たくもう、びっくりさせやがって！」

　絶妙のタイミングで顔を覆われたので、本気で怖かった。顔に引っかかっていたビラを摑つかんで捨てようとした綱紀は、ちらりと見えた『住みこみ』という文字に注目し、それを広げる。

（求人広告……）

　大量生産のコピーや印刷物ではなく、一枚一枚綺き麗れいな字で墨ぼく書しよされた、昔っぽいものだ。裏に電柱か何かに貼はってあったような、糊のりの跡があった。雨に濡ぬれた様よう子すはなく、まだ新しい。












　宗教法人ということは、寺とか、そういうところだろうか。ようするに、寺男募集の広告？

（一いつ休きゆうさんの、さよちゃんのおじいちゃんだよな。たぶん）

　ケーブルテレビで見た昔のアニメによる貧弱な知ち識しきしかないが、そのキャラクターはそういう職しよく業ぎように就ついていた。寺の生活がどんなものか、綱紀はよく知らないけれど。

（おじいちゃんにできるような仕事なら、俺おれにもできるよな。お坊さんみたいに、お経あげたり正座したり、座ざ禅ぜんしたり、修行するわけじゃないし）

　住みこみで食事が供きようされて、個室までもらえる。給料の額がくや実質就しゆう労ろう時間、拘こう束そく時間ははっきりわからないが、最悪でも最低賃金は支払われる労働基準法の範囲内と考えられる。募集の条件もすべてクリアしているし、焼け出されて宿なしになってしまった綱つな紀きには、まったく願ねがってもない。

「話だけでも、聞きにいってみようかな」

　歩いていける距離だ。これも何かの縁えんであるような気がした。




　広告の隅すみに書いてあった地図に従したがって歩き、三十分ほどで辿たどり着いた先は、純和風の門構えが続く静かな寺町の一角だった。絶ぜつ佳か庵あんは、すぐに見つかった。門が開いていたので、中に入らせてもらう。

「すみませーん」

　声をかけながら綱紀が境けい内だいに入ると、建物の裏手から人が出てきた。白い着物に黒の袴はかま姿の青年だ。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの青年は、綱紀を見て、にこりと微笑ほほえむ。

「こんにちは。お電話をいただいていた、村むら上かみさんですか？」

　青年の声は涼しくて、ほんわりと優やさしかった。

「あ、いえ……。仕事内容の説明と、面接をお願いしたいんですが」

「そうなんですか。どちらのご紹介ですか？」

　おっとりと尋たずねられ、綱紀は手に持っていた紙を見せる。

「この求人広告を見たんです」

　綱紀が差し出した紙を見て、あぁと青年は微笑んだ。

「一昨日おととい、僕が貼はった二枚の広告のうちの一枚ですね」

　のんびりした癒いやし系の口く調ちようで言われ、はいそうですと答えかけ、青年の穏おだやかな笑みの奥に見えたものに気づき、綱紀は慌あわてる。

「剝はがしてきたんじゃありません！　風で飛んできたんです！」

　普通、こういう広告は、剝がして持ってきてはいけない。たまたま、剝がれたものが飛んできたから、綱紀は持っているだけで。

「そういうことにしておいても」

「事実そうなんです！」

「そうですか」

　にこにこと微笑みながら、青年は頷うなずく。

「では、そういうことにしておきましょうね」

（本当なんです～～～！）

　何度繰くり返したところで絶対信じてくれそうになく、水かけ論になるのも嫌いやだったので、綱つな紀きは心のなかで滂ぼう沱だと涙しながら、言い返すのをやめた。

「では、こちらにどうぞ」

　建物の中に通された綱紀は、座ざ敷しきに案内され、仕事の説明の話をする者を連れてくるので、そこで少し待つように言われた。




　一人きりでぽつんと座敷に残され、座布団に座りながら、綱紀は緊きん張ちようする。

（……俺おれって、ちょっと、場違いかも……☆）

　ちょっとどころか、ひょっとすると、かなり。これも縁えんかもと、ノリでほいほい来てしまって忘れていたが、綱紀の頭は今、真まっ赤かである。染める前だったら問題なかったが、さっきの青年と同じ格好をしても、この頭では浮いてしまう。

（第一印象が、悪かったかなぁ）

　ほわほわした雰囲気の優やさしそうなお兄さんだったけれども、言葉にちくちくと刺とげを感じた。焼け出されたという事情はあるが、冷静になって考えると、この赤い頭でギターを持ったまま職しよく探さがしに来たのは、よくなかったかもしれない。




「失礼」




　声をかけて襖ふすまが開けられ、そちらに顔を向けた綱紀は、ぴしっと固まる。




（銀の髪に青い瞳ひとみ……☆）




　墨すみ染ぞめの着物姿で現れた、やたらに綺き麗れいな顔の若い男は、綱紀と同じぐらい派は手でだった。メイクを決めれば、ばっちりビジュアル系である。




「武む庫こ川がわ右う京きようです」

　向かい合う位置に座ざ布団ぶとんを置いて座った男に会え釈しやくされ、綱紀も頭を下げる。

「桃もも枝えだ綱紀です……！」

　広告に書かれていた名前の人物だ。武庫川右京ということは、彼がここの代表だ。

（けっこう若いんだ……）

　同じくらいか、綱紀より少し上か。さっき、この座敷まで案内してくれた青年のことも考えると、募集にあった年齢制限は、ここで働く人間がだいたい同年代になるように考こう慮りよされたものだったのだろう。

「僕は生まれつきなんだけど、君の髪もそう？」

「あ、いえ、俺……、ボクのは、昨日きのう染めたものなんです。髪を苛いじめるから、あんまりやらないほうがいいそうですけど」

「苛いじめちゃってるんだ？」

　目を輝かがやかせて右う京きように繰くり返され、綱つな紀きは頷うなずく。

「あ、はい……」

「へえ～～[image: ]　いいね～～」

　くすくすと楽しそうに右京は笑った。赤い髪のことは、問題ないようだ。むしろ気に入られているような気がする。

「ギター、上う手まいの？　そのギターはどんなの？」

　横に置いた唯一の荷物について尋たずねられ、横に置いていたギターを少し前に出して、ハードケースを開きながら、綱紀は恥ずかしそうに笑う。

「いえ、ちっとも上達しません。ボクは自分でギターを弾ひいたり、歌ったりするより、曲を作るほうの人間になりたいんです」

　どこがどう悪いのレベルではなく、演奏も歌も上達しないどころか、壊かい滅めつ的てきに駄だ目めなのだ。こればかりは素そ質しつがないとしか言えない。

「そうなんだ～」

　微笑ほほえんだ右京は、ケースの中の黒いエレキギターに、すっと手を伸ばした。

（弾けるのかな？）

　見た目ビジュアル系だし。寺の坊主がバンドを組んで、歌いながら説せつ法ぽうというのも、あるかもしれない。ステージ付きのホールを持つ寺もある。

　綱紀に見つめられながら、右京は綱紀のギターを手に取り、演奏ポジションに構かまえる。調ちよう子しを確たしかめるように、何本かの弦げんを軽く弾いた。澄すんだ音が鳴り響ひびく。

（うわ……、いい音……）

　同じ楽器なのに、演奏者が違うとどうしてこうも違う音になるのだろう。試しに爪つま弾びいた音だけで感心している綱紀に、右京は微笑む。

「いい？」

「あ、はい」

　尋ねられ、綱紀は頷く。右京は綱紀のギターを持って立ち上がり……。




　それを大きく振りかぶると畳に向かって振り下ろした！















　ばっきりと破滅の音をさせてネックが砕くだけ、勢いで切れた数本の弦が、びよーんと飛び跳はねる。

「……な……☆」

　目の前の現実が信じられず、唖あ然ぜんとする綱紀の前に、右京は壊こわしたギターをぽいと捨てた。残ざん骸がいが落ちた音に、綱つな紀きは我に返る。

「……俺おれの、ギター……」

　中学二年の誕たん生じよう日びのときに、おばあちゃんが年金で買ってくれた、大切な―――。

「何で……」

　震ふるえながら壊こわれたギターに手を伸ばす綱紀に、座布団に再び座った右う京きようは、きょとんとする。

「え？　だって、壊してもいいって言ったじゃない」

「は!?」

「ちゃんと許可とったはずだけど。だって君、上達しないし、ギターを弾くよりも曲を作るほうの人間になりたいんでしょう？　何？　壊しちゃ駄だ目めだった？　うーん、じゃあ、これで新しいの買って？」

　懐ふところから札入れを出した右京は、一万円札を五十枚ほど抜き出すと、それを綱紀の前に置いた。それだけあれば、壊れた物よりももっといいギターが買える。買えるけれど―――。

「…………ぇ」

　視線を落として俯うつむいた綱紀が、小さな声で言った。

「ん？　何？」

　よく聞こえなかったと、右京は綱紀を見つめる。綱紀は顔を上げ、右京を睨にらみつけた。

「ふざけんじゃねぇって言ったんだよ！　人のこと勝手に決めつけて、好き放題しやがって！　人の大事なもん壊こわしといて、金出しゃいいってもんじゃねぇだろ！」

「そんなに怒るほど大事なものなら、他ひ人とに触さわらせなきゃいいじゃないか」

　触らせたほうが悪いと主張され、綱つな紀きは怒ど鳴なる。

「普通はあんなことしねーよ！」

「見てわかんないかなぁ。僕は『普通』じゃないよ？」

　くすくすと銀の髪を揺ゆらして右京うきようは笑う。生まれつきのその銀の髪も青い瞳ひとみも、普通ではない。普通ではないから、普通ではない態度をとるのが当たり前で―――。

「てめぇのひねくれた常じよう識しき押しつけんな！」

「でも、壊れた物は元には戻らないしねぇ。新しいの買えばいいじゃん」

「金なんているか！　そういう問題じゃねぇ！」

　激げつ昂こうした綱紀は腰を上げ、右京の胸むな座ぐらを摑つかみ上げる。今にも殴りかかりそうな様よう子すの綱紀に、右京はへらりと笑う。

「『ごめんね』」




　ばたばたと慌あわただしく足音が近づいてきて、すぱーんと襖ふすまが開け放たれた。

　廊下を走ってやってきたのは、緋ひ袴ばかまの巫み女こ姿の若い女だ。

　座ざ敷しきには壊れたギターが転がっていて、畳の上には無造作に置かれた札束があり、激げき怒どした様子の綱紀が右京の胸座を摑んでいる。ちょっと上体が浮いた感じになりながら、右京は巫女に微笑ほほえむ。

「やあ、美み琴ことさん[image: ]」

「右京くん……」

　巫女は深い溜ため息いきをついて肩を落とした。すごい物音がしたので、何事かと思って駆けつけたが、遅かったようだ。

「……とりあえず、放してもらえるかしら？」

　美琴は綱紀にお願いする。自分がどこで何をしているのかを考え、綱紀は何とも言えない気分になる。住みこみの職しよくを見つけたので、仕事内容の説明を聞き、面接をしてもらうつもりだったのに……。

（何やってんだろ、俺おれ……）

　こんな場所で―――。

　面接も何もあったものではない。雇用主に殴りかかろうとし、所持金も少ない状態なのに、目の前に出された大金を大声でいらないと言ってしまった。

　綱紀は一度唇を嚙かみ締めてから、右京の着物をきつく摑んでいた手を開いた。

「―――絶対、許さねぇ……」

　顔を上げないまま、綱紀は呟つぶやく。謝しや罪ざいの言葉は口にしてくれたようだが、それにはまったく誠意などこもっていなかった。どうせ、就しゆう職しよくは無理だし、言いたいことは言っておこうと、綱つな紀きは右う京きようを睨にらみつける。

「絶対忘れねぇからな！」

　こんなに悔しくて悲しくて腹立たしい思いをしたのは、生まれて初めてかもしれない。捨て台詞ぜりふに思わず目に涙の滲にじんだ綱紀に、美み琴ことは言った。




「雇用決定！」




　宣言され、一いつ瞬しゆん惚ほうけてから、綱紀は美琴を睨む。睨みつけられた美琴は、すたすたと座ざ敷しきに入った。

「勘違いしないでね？　あなたのギターを壊こわさせるように仕組んだとか、そういうことじゃないから。この男が性格の悪い碌ろくでなしなのが、全部悪いのよ。―――呼んでもいないのに、勝手に出てこないでちょうだい！」

　右京に近寄った美琴は、置かれていた札束を手早く片づけて懐ふところにしまうと、座っている座ざ布団ぶとんを取り上げて、右京を退どけた。ごろごろと転がって行った先で、襖ふすまが開く。

「おや」

　お茶を運んできた青年は、転がりながら出ていく右京を見送り、座敷に入って襖を閉めた。

　隣となりの部屋で床の間にぶつかったらしい右京を無視し、美琴は埃ほこりを払って座布団に座った。

「ごめんなさい、嫌いやな思いをさせてしまって」

「…………」

　美琴は美人のお姉ねえさんだが、しかし彼女に謝あやまられても、壊れたギターは元に戻らないし、綱紀の腹の虫はおさまらない。

「粗茶ですが」

　にこにこと青年が綱紀と美琴の前に茶ちや托たくに載った湯飲みを置く。

「わたしは蘆あし屋や美琴、そしてこちらは壱いち葉ようさん」

　紹介され、正座した青年は綱紀に会え釈しやくする。

「あなたのお名前は？」

「―――桃もも枝えだ、綱紀です……」

　名乗って、綱紀は困惑する。

「あの、雇用決定って……？」

　綱紀は右京に暴力をふるおうとしているところを目もく撃げきされている。そのうえ、恨うらみがましいことまで言い捨てた。ようするに危険人物である。

　訝いぶかしげな様よう子すの綱紀に、美琴は説明する。

「ここで働くための条件は、『武む庫こ川がわ右京を嫌うこと』なの」

「え……？」

「嫌って嫌って、憎みぬいてちょうだい。さっきの気持ちを忘れないでいてくれればいいの。それとも、自信がないかしら？」

　壊こわれたギターをそっと撫なでる美み琴ことの細い指先を見て、綱つな紀きはまたふつふつと怒りが湧わいてくるのを感じる。

「いえ、大丈夫です……！」

　健康的な感情とは思えないが、しかし右う京きようを憎みきる自信は大いにあった。










　　　　符ノ三　礼に呼ばれる者







「じゃあ、さっそくで申し訳ないのだけど、こちら、書いてもらえるかしら」

　回覧板のようなバインダーに挟んだ履り歴れき書しよ用紙とペンを差し出され、綱紀は服装だけでなく、何の準備もせずにやってきたことに気づく。

「すみません……！」

　アルバイトの面接に行くのなら、写真つきの履歴書ぐらい持じ参さんするのが常じよう識しきだ。高校時代に少しだけ農協でアルバイトしたことがあったが、そのときにはちゃんと支し度たくしていた。

「いいのよ。あなたが持ってきたビラを見れば、何か事情のある人だってわかったから。うちで出している広告はすべて、右京くんの助けを必要とする人を導くための御札なの」

　恐きよう縮しゆくする綱紀に、美琴は気にしなくてもいいと笑い、綱紀が畳の上に置いていた求人広告のビラを裏返した。真ん中に太く一列、意味不明の漢文のようなものが墨ぼく書しよしてあり、それに初めて気がついた綱紀は驚おどろく。

（こんなの……、書いてあったか？）

　書道の半紙よりも少し厚いぐらいの和紙だ。裏に黒々と文字が書かれていて、透すけて見えないはずがない。あらためて表に返して見ると、今度はきちんと裏の文字が透けて見えた。

「この世に存在するすべてのものを、皆が同じように理解できているわけではないわ。存在していても、見えない、聞こえないものはいくらでもあるわ」

「……この、裏に書かれていた文字みたいに、ですか？」

「その紙そのものが、ね」

　必要とする人間以外には、見えない。




　実家の住所と氏名、卒業した高校のことぐらいしか記入することがなかったので、履り歴れき書しよはすぐに書き上がった。向きを変えて、綱つな紀きは美み琴ことに履歴書を渡す。

「―――先月、高校を卒業したのね。今日きようは、こちらのお家から？」

　実家から来たのかと尋たずねられ、綱紀は小さく溜ため息いきをつく。

「一昨日おととい、アパートを見つけて引っ越したんですけど……、昨日きのう火事で焼けました」

　冗じよう談だんのようだが、本当の話だ。焼けてなくなってしまったのでは、新住所は書けない。

「大変だったわね。怪け我ががなくて、よかったわ。今晩からここで寝起きしてちょうだい」

「ありがとうございます……！」

　優やさしい声で美琴に言われて、強がってはいたものの、かなり辛つらかった綱紀は鼻の奥がつんと痛くなった。横で聞いていた壱いち葉ようは、なるほどと納得する。

「だから『住みこみ』となっていたんですね」

　壱葉の言葉に引っかかりを感じ、綱紀が再び目をやると、求人広告のビラの表書きの文字はすべて消え、白紙に裏の文字が透けて見えるだけになっていた。

「な、んで……」

　信じられないという顔の綱紀に、美琴は微笑ほほえむ。

「それはあなたをここに連れてきて、今、役目を完全に終えたから」

「……どんな手品ですか？」

「さあ」

　くすりと美琴は笑い、壱葉は穏おだやかに見つめているだけで、否定も肯定もしなかった。




　美琴は綱紀に制服として、壱葉と同じ白い着物と墨すみ染ぞめ袴ばかまの一式を渡した。綱紀がこういう格好をするのは、高校の体育の授業で剣道をやったとき以来だ。正直、赤い頭でこの格好というのには抵抗があったが、右う京きようの長い銀髪に青い目と似たようなレベルだと思って、吹っ切った。

「あぁ、上手じようずに着られましたね」

「うん、似合う似合う[image: ]」

「どうも……」

　自室にと与えられた部屋で着替えて戻ってきた綱つな紀きを、壱いち葉ようと美み琴ことは歓迎した。

　絶ぜつ佳か庵あんの維い持じに必要な作業や家事は壱葉が行い、綱紀の仕事は、主に右う京きようの補助アシスタント業務である。

「……電話番とか、檀だん家か回りの荷物持ちとかですか？」

「お坊さんじゃないわよ」

　くすくすと美琴は笑う。絶佳庵は寺院ではない。

「絶佳庵の所属している宗教法人、五ご芒ぼう会かいは陰おん陽みよう師じで構成されている組そ織しきなの。総合管かん轄かつ機き関かんは陰おん陽みよう寮りよう。陰陽寮からの紹介と、依頼者からの指名の依頼で、仕事を請け負うわ。桃もも枝えだくんには、依頼の取り次ぎとスケジュール調ちよう整せいとか、仕事に必要な道具の管理、そして現場での補助をしてもらうことになるの」

「はぁ……」

　よくわからない様よう子すの綱紀に、美琴はちょっと考える。

「例を挙あげたほうがわかりやすいかしらね。―――この前の依頼は、ここに直接来られた個人からの依頼で、その方の土地に棲すみついた動どう物ぶつ霊れいの封ふう縛ばくだったの」

「封縛……？」

　聞き慣れない言葉に、綱紀は戸惑う。

「御お祓はらいとかの一種ですか？」

「御祓いは災さい厄やくを除く神事。封縛は、理ことわりをもって律りつすること。基本的には取り除ける作業ではないの」

　強い念の力で、誰だれかの望みのままに留め置くこと。

「例えば、悪い癖くせが出ないように封じる。かっとなりやすい性質を封じて、穏おだやかでいられるようにする。誘惑されないよう、興きよう味みの対象を封じる……」

　人間は誰もそんなに強くはない。自じ制せいが利かず、誰かに止めてほしいこともある。

「恐怖の対象となっているものへの恐怖心を封じて、普通に接することができるようにする」

　自己を制御し、乗り越えて、健やかに日々暮らしていくため、己おのれに望む枷かせ―――。




「桃枝くんは、自分が本当に生きている、存在しているっていう自信がある？」

「はい？」

　いきなり変わった話に、綱紀はきょとんとして目を瞬しばたたく。

「今見ている世界が、夢ではないって断言できる？」

「え……？」

　何を馬ば鹿かな質問をするのだろうと思ったが、重ねて尋ねた美琴の言葉に、綱紀は戸惑う。いかにも現実であるような、リアルな夢を見ることがある。目覚めても、どこからが夢だったのかと混乱してしまう夢はある。夢だからできるという非現実的ではない、日常生活での当たり前の感覚を夢で体たい験けんすることがある。

「あなたはここが、誰だれかの見ている夢の世界でないと言い切れる？」

　夢を見ている誰かが目覚めれば、夢は消える。夢ならば、綱つな紀きも美み琴ことたちも消える。怖いことを想像してしまい、綱紀は息を呑のむ。さらに美琴は続けた。

「現実に生きているように思っていても、どこかの研究室で、脳だけを取り出され培ばい養よう液えきの中に浮かんで、電気刺し激げきを与えられて、現実と錯さつ覚かくする夢を見ているのかもしれなくてよ？」

　認にん識しきできる事象はすべて、感覚器官の受け取った刺激が電気処理されて脳に伝わった結果だ。事故等で失った手足がまだ存在するように、痛みやかゆみ、運動感覚を感じる、幻げん影えい肢しと呼ばれる現象もある。感覚の記き憶おくだけで、脳は存在しないものでも存在するように認識する。




「わたしたちの世界を構成しているのは、感覚と認識。封ふう縛ばくは、それを自じ在ざいに操あやつる力なの」

　事実であろうとなかろうと、そうとしか感じられず、認識できないのなら、それ以外ではない。

「封縛の期限は、依頼者が望む期間、もしくは依頼者の命と同一。基本的に消し去るわけではないから、依頼者からの要望があれば、いつでも戻すこともできるわ」

「―――さっきの、動物霊の封縛というのは……？」

　依頼者は古こ賀が莢さや子こ。古賀電子産業株式会社の代表、古賀久ひさ道みちの三女だ。社員寮が老ろう朽きゆう化かしたため、居住していた社員を退去させ、新しい社員寮を建設しようとしたのだが、建築計画の段階でトラブルが起こり、着工されたものの中断、二年もの間、工事が再開されていない。無人のまま放置されていた建物には多くの野の良ら猫ねこが住み着いたのだが、建物を取とり壊こわす際に、野良猫を排除しようとした者たちが、悪戯いたずらに猫たちを残酷な方法で殺してしまったのだ。恨うらみを持った猫たちの魂こん魄ぱくは土地に残り、地じ鎮ちん祭さいを行わせず、工事関係者に祟たたりをなし、妖あやしい影かげを生み出した。古賀莢子は動物好きで、住み着いていた野良猫のことも可か愛わいがっていた。工事が始まれば、猫たちにとっても危険になる。だから危なくないよう遠ざけてやってほしいと願ねがっていたのに、現実には惨むごい形で死に追いやってしまった。祟り、工事を邪じや魔まするのは、苛いじめられて死んでいった猫たちの当然の反抗だ。猫たちが悪いのではない。土地に思いを残しているのなら、怪かい異いの根源というような忌いまわしい形で土地に憑つくのではなく、健すこやかに土地に共存する守神にならないものだろうか―――。

　古賀莢子の依頼を受けた右う京きようは、集まって化け、巨大な妖よう獣じゆうとなっていた多数の猫の魂魄の怨おん念ねんを封縛し、幸せを呼ぶ御護まもりである招き猫に変えた。




「陰おん陽みよう師じは千年以上も昔から、時代時代の権力者の近くに存在して、星読みをしたり吉きつ凶きようを占ってきたわ。土地を清め、魔を祓はらうのも陰陽師の仕事。陰おん陽みよう寮りようは今でも、政治家や経済界の大物と密接な繋つながりを持っているの。中でも、葛かつら城ぎコンツェルン、御おん曹ぞう司しの葛城蓮れん司じ様はこの世ならざる不ふ思し議ぎなモノが大好きな方で、コレクションできそうな妖よう怪かいや魔ま物ものがいる場所を探して、陰おん陽みよう寮りように依頼して手に入れることを趣味になさっているの。簡かん単たんに言うと、土地の所有者や建物のオーナーに許可をとって、ポケットマネーで陰おん陽みよう師じを雇やとい、そこから魔物を取り除くボランティアをなさっているのね。お時間があれば、蓮司様は現場にいらして、安全な場所で陰陽師の仕事をご覧になる。ちょっと変わってらっしゃるから、いらっしゃったらすぐにわかるわ」

「はぁ」

　右う京きようにしても、相当に変わり者である。大金持ちの御曹司で、変わっているとなると、どんな変わり者が出てくるのか、怖い気もする。

「蓮司様はその土地の所有者や責任者に許可をお取りになって、陰陽寮に依頼をなさるのだけど、たまに内輪での考え方に食い違いがあって、身内や関係者の方が別の依頼をするときがあるの。この前の例だと、土地の所有者である古こ賀が久ひさ道みち氏は、出資して土地から魔物を取り除こうという蓮司様の申し出を受けられたわ。でも、娘の莢さや子こさんは土地から追い出すのではなく、封ふう縛ばくしたいと願ねがわれた。蓮司様からの依頼を受けて陰陽寮から派遣された陰陽師と、莢子さんからの直接依頼を受けた右京くんの、ダブルブッキングね。蓮司様とダブルブッキングした場合、支払われている金額は蓮司様のほうが多いのだけど、蓮司様は関係者の意思を尊重されるから、右京くんの仕事に優先順位をくださるわ」

「へえ……」

　道楽者の金持ちのお坊っちゃまは、わりと物分かりのいい人物のようだ。金で買えないものをコレクションしているので、譲じよう渡とに遺い恨こんを残したくないという意図もあるのだろう。富ふ豪ごうであり、失うものを多く所有しているだけに、己おのれの評判を落とし反感を持たれることには、細さい心しんの注意を払っているのだと考えられる。

「葛城蓮司様は、陰陽寮にとって上得意の大切なお客様よ。蓮司様の依頼で陰陽寮から派遣されるのは、格の高い陰陽師だから、くれぐれも粗そ相そうのないようにね」

「陰陽師にも、格付けってあるんですか？」

「陰陽寮から個人で依頼を受けられると認可を受けている術師は、それぞれ屋や号ごうを与えられて、独立しているわ。絶ぜつ佳か庵あんというのが、右京くんの屋号よ。格は全部で八つに分けられていて、一番上が『院いん』。院のなかでの一番上は、金こん剛ごう院いん様よ」

　金剛とはダイヤモンドのこと。確たしかにこれは格が高いと、綱つな紀きも納得する。

「絶佳庵の『庵あん』は？」

「―――一番下よ。庵のなかでも、絶佳庵は一番下。同業者に会っても、口のきき方に気をつけてね。それから、右京くんについて、いろいろ口さがないことを言う人もいるけど、適当に聞き流してね。真ま面じ目めに聞いてると疲れるだけだから、相手にしないで」

「……わかりました」

　責任者たる右う京きようがあんな人間だし、絶ぜつ佳か庵あんが一番格下だというのは、悲しいかな理解できた。右京について、何をどう言われるのかは知らないが、綱つな紀きはよーく納得して頷うなずいた。

「誤解のないよう言っておくけれど、陰おん陽みよう師じを正義の味方だとは思わないでね。陰陽師は昔から、強い者、経済力のある者に味方する。慈じ善ぜん事業ではないの。報ほう酬しゆうは最低でも百万円単位。上の限度額はなし。でも陰陽師はそれに見あうだけの仕事を確かく実じつにする。依頼者の願ねがいが叶うよう、術の力で応援するし、依頼者にとって障害となるものを術で排はい斥せきすることもある。誰だれか特定の人物を呪のろうこともあれば、かけられている呪いに対抗して、呪いを相手に返すこともある。同じ願いを持つ依頼者がいれば、たくさんの報酬を支払ってくれたほうに、より強い術をかける。そこのところは、ドライに割り切ってちょうだい」

　陰陽師は千年以上前から権力者と共存してきた。それは今後も変わらない。相手に近づかず、姿を見せず、直接に危害を加えない、呪じゆ詛そを禁じる法律はない。目には見えないが、確かに存在する力とともに、関係者たちは生きている。

「それから、陰陽師はそれぞれの得意分野で呼ばれることもあるわ。右京くんの場合は、封ふう縛ばく師し、札使い。一番たくさん使っている道具は、呪じゆ符ふ。紙でできた、御札ね。呪符は右京くんが自分で書くけれど、紙は特別なものを取り寄せているの。右京くんに合わせて漉すいてもらっている、一枚一枚がとても高価な物だから、無む駄だ遣づかいさせないでね」

「……普通の紙じゃ、駄だ目めなんですか？」

　文具店で扱っているような普通の紙では、呪符にはならないのだろうか。どういう具合に違うのだろう。尋たずねた綱紀に、美み琴ことは微笑ほほえむ。

「厳密には、新聞だろうと折りこみ広告だろうと、いえ、紙でなくても、文字の記せるものなら、何でも呪符にはなるわ。家で他愛たわいないことに使う分には、それでも十分なんだけど。お客様からの依頼の仕事の場合には、たいてい、大きな力を持つ呪符を作ることになるの」

「普通の紙だと弱すぎて、右京さんの術に耐えられないんですよ」

「位は一番下の庵あんだけど、右京くんの実力は、院の術者にも負けないわ」

　これだけは卑ひ屈くつになる必要はないと美琴は自信を持って言える。が。実力があっても、格は一番下☆

「……複雑なんですね」

「いろいろあるのよ―――」

　美琴は憂うれえて溜ため息いきをつき、右京は静かにお茶を飲んだ。かこーんと庭で鹿しし威おどしが音をたてる。

　銀の髪と青い瞳ひとみ。右京の場合、あの見た目だけでも、子供時代から大変だったろうと思える。聞いてはいけないことがあるような気がして、綱紀はそこを追及するのはやめた。

「現場での補助っていうと、俺おれも化け猫とか、そういうのと関かかわったりするんですか？」

　自慢じゃないが、綱つな紀きは生まれてからまだ一度も、幽ゆう霊れいの類たぐいを見たことがない。気配けはいすら感じない。見えない感じないで、手伝いができるのだろうか。

「桃もも枝えだくんは、安全なところで見てていいの。危なくないように、防御のための呪じゆ符ふも支給します。危険なことをするのは、右う京きようくん一人よ。桃枝くんには、雑務、例えば、現場周辺に人が立ち入らないように、車止めを置いて道路を封ふう鎖さしてもらったり、結界を作るための呪符を、貼はってもらうわ。先に調ちよう査さができなかったときには、必要な呪符の力を、特殊な道具で量はかって右京くんに伝えることもあるし。……ダブルブッキング……、しかも時間がなくて直接出向いて、他ほかの術者の仕事を中断させるようなときには、お詫わびをして、頭を下げなくちゃならないこともある……」

（途中で止めさせて、お詫び……☆）

　それが一番、嫌いやなことかもしれない。格下なのに、右京の場合実力は上だから、中断させられたほうは、相当に嫌な思いをするだろう。

「うちの出入り業者は、右京くんが仕事で使う道具をお願ねがいしている法ほう具ぐ師しの式しき部ぶ北ほく斗とさん、傷薬や火薬の調ちよう合ごうをお願いしている薬くす師しの宇う田だ川がわ治はる陽ひくん、霊れい能のう針しん灸きゆう師しの伽か琵び螺ら一いつ角かくさん。治陽くんは確か、桃枝くんと同じ歳としだったわ。うちの右京くんもそうだけど、どの人もそれぞれ個性的だから[image: ]」

　にっこり微笑ほほえんだ美み琴ことに、暗あんに気をつけてねと言われたようで、綱紀はちょっと顔を強こわ張ばらせた。

「桃枝くんのギターは……、残念だけど、すぐに買い換えるためのお金は出せないわ。今月、ちょっと苦しいの。都合をつけるから、月末のお給料日まで待ってちょうだい」

「はい……」

　綱紀のギターに関しての責任は右京にあり、弁償すると差し出した右京のお金を、綱紀は断っている。見ず知らずの、突然やってきて就しゆう職しよくした人間が、いきなり給料の前借りをするのも、常じよう識しきに外れている。

「何もなしというのも申し訳ないから、何か代わりのものが借りられるよう、手配しておくわね。悪いけれど、しばらくそれで我慢して、指の感覚をキープしておいてね」

　楽器に触れていないと、感覚が鈍にぶる。演奏者に対する美琴の言葉に、綱紀は慌あわてる。

「い、え、俺おれはそんな、指がどうのとかいうほど、ギターを弾ひけるわけじゃないんで……！　ギターは……」

　祖母からのプレゼントだったから……。あれに代わるものは、何もない。どんなに高価なギターでも、あのギターの代わりにはなれない。

（それを、あのボケ……！）

　思い出すたび、腹が立つ。

「―――基本的に、朝は七時に起床、就寝は二十三時。食事は八時十二時十八時半。就業時間は、右う京きようくんの仕事にあわせることになるわ。決まったお休みはないから、出かけたいとき、休みが欲しいときは、事前に言ってね。わからないことは、壱いち葉ようさんかわたしに聞いて」

　美み琴ことは絶ぜつ佳か庵あんで起き居きよしているのではなく、用事があるときにだけ絶佳庵に来る。美琴の自宅は絶佳庵の隣となりにある早さ乙女おとめ神社だ。右京の仕事を手伝っているが、美琴の本職は神社の巫み女こである。早乙女神社は美女四姉妹が巫女をしていて、この辺あたりでは一番人気がある。美琴は四姉妹の次女だ。

「桃もも枝えだくんがわたしの仕事を引き継いでくれるなら、助かるわ[image: ]　なかなか居ついてくれる人間がいなくって困ってたのよ。お父さんは辞めろって煩うるさいし」

「美琴さんみたいに綺き麗れいな年とし頃ごろのお嬢さんが、右京さんの仕事に付きあって、夜中にお出かけですからね。心配されるのも当然ですよ。美琴さんは、亡くなられた奥様にお顔が一番よく似てますし」

「……夜中に仕事ですか？」

「物ものの怪けの類たぐいは、夜中のほうが現れやすいのよ。全体を引っ張りだすには、物の怪にとって有利な状況を与えてやることもあるの。右京くんは絶対に負けないから、心配ないわ」

　封ふう縛ばくする対象が出てこないのでは、封縛できない。深夜労働だが、これは特殊な分野の仕事であるから仕方ない。

「慣れるまで、しばらくのあいだはわたしもいっしょにいるから。具体的に何をどうするのか、見て仕事を覚えてね」




　来客の鳴らすチャイムの音が聞こえた。

「今度はきっと村むら上かみさんですね」

　微笑ほほえんで、壱葉が腰を上げる。さっき綱つな紀きが間違えられた、今日きようの来らい訪ほうを予定していた客だ。

「じゃあ、さっそくだけど、桃枝くんも来てちょうだい」

「はい」

「澄すまして座って見てるだけでいいから」

　見て仕事を覚えてくれと言われていた綱紀は、美琴に促うながされて腰を上げる。関係者らしい素そ振ぶりで、知ったふうな顔をして、今日のところは見学だ。

「―――あのー、俺おれのことも名前で呼んでもらえますか？」

　皆名前で呼びあっているなか、自分一人だけ名字呼びでは、疎そ外がい感かんがある。壱葉と美琴は、にこりと微笑んで快かい諾だくする。

「では、僕は綱紀さんとお呼びしますね」

「右京くん、行くわよ！」

「―――はーい」

　美琴の声に、あれからずっと隣となりの座ざ敷しきにいたらしい右京が返事をし、廊下側の障しよう子じを開いて一足先に壱いち葉ようが座ざ敷しきを出て客を迎えに行った。右う京きようの顔を見て、むかむかと綱つな紀きは腹が立った。

（あれ……？）

　雇用主に対してこんなに嫌いやな気分なのに、どうして就しゆう職しよくを応おう諾だくしてしまったのだろうと、すっかりここの一員として行動しながら、綱紀は思う。住む場所も仕事も確かく保ほできたのは確かにありがたいが―――。




　来客は離れの方に、庭から直接壱葉が案内した。美み琴ことが先に立ち、右京の後に綱紀が続く。右京たちを伴ともなった美琴は、少し遠回りして、寝しん殿でん造づくりによく似た純日本建築の長い回かい廊ろうを通った。それほどゆっくり歩かなくても、これならば離れには客の後に着く。

　綱紀の目の前で揺ゆれる、長い銀の髪をひらりと舞った薄うす紅べに色いろが横切った。

「……桜？」

　綱紀は薄紅色の来た方向に顔を向ける。庭に一木、見事な花を咲かせている染そめ井い吉よし野のの木があった。植うえ野の公園の桜は、もう盛りを過ぎてしまったけれど。

「お花見ができますね」

　青空の下の満開の桜に、楽しい気分になった綱紀に、振り返ることなく美琴は言う。

「―――絶ぜつ佳か庵あんのあの桜の木は、一年中咲いてるの」

　狂い咲きの万年桜……。

「近くには行かないでね。桜の木の下で、眠っている人がいるから」

　さらりと告げられて、どきりとしてから、綱紀はどこかで聞いた言葉だなと思い出す。

　桜の木の下には、死体が埋まっている―――。

「や、嫌だなぁ、脅おどかさないでくださいよ……！」

　昔の誰だれかの書いた小説だ。たしか、そんな一文があった。

「言いつけは、守ってね？」

「……はい」

　振り返らず念を押すように美琴は繰くり返し、綱紀は冗じよう談だんとして笑い飛ばせなくなった。

　銀の髪を揺らしながら静かに歩いていく右京は、まっすぐに前を向き、桜の木を見ようともしなかった。




　離れに到着した美琴は、腰を落とし膝ひざをついて障しよう子じを開け、中で待っていた客に会え釈しやくし、右京を通す。綱紀も右京に続いて離れに入り、壱葉が支し度たくしてくれていた座ざ布団ぶとんに座った。右京と客が向かい合い、綱紀と美琴は、向かい合う二人を横から見る位置だ。

「―――絶佳庵の陰おん陽みよう師じ、武む庫こ川がわ右京です」

「村むら上かみ聡さとしです。よろしくお願ねがいします」

　客は二十代前半ぐらいの男性だった。なかなかの美男子で、スーツ姿は様さまになっていたが、オフィスで働くサラリーマンというよりは、もっと垢あか抜ぬけた感じがする。髪も真っ黒ではなく、明るめの栗色で、ふわりと流行の形に流している。綱つな紀きのいた田舎いなかにはないような職しよく業ぎように就ついている人なのだろう。さすが都会である。都会であるが……。

　会え釈しやくする右う京きようと客を眺ながめ、あれと綱紀は思う。

（……驚おどろかないのかな？）

　右京の髪と目は、特とく異いだ。しかも右京は、顔の造ぞう作さくがかなりいい。髪と目のことを先に情報として与えられていても、美び貌ぼうには、はっと目を奪われるものがある。それなのに、村上は何の反応も示さなかった。そして綱紀も、着物に黒くろ袴ばかまという格好なのに、頭は真まっ赤かだ。退ひかれても当然だと思う。都会には奇き抜ばつな格好をしている人間は確たしかに多いが、こうも何の反応もされないのは、何だか腑ふに落ちない。

（ひょっとして、見えてないんだろうか……？）

　村むら上かみの目に、普通と思える状態で映っていたならば、驚くようなことは何もない。封ふう縛ばくは、絶ぜつ佳か庵あんに一歩足を踏ふみ入れたときから始まっている。




　本日はようこそと、右京が社しや交こう辞じ令れいの挨あい拶さつを交わしている間に、入ってきた壱いち葉ようが静かにお茶を配って退出した。

　村上は内ポケットから出した薄うすい封筒を、右京の前に置く。

「これを……」

「お預かりいたします」

　恭うやうやしく、右京は封筒を受け取った。

「封縛を希望されるものは何ですか？」

　問いかけた右京に、少し躊躇ためらってから村上は言った。

「術をお願ねがいしたいのは、僕自身に関することなんです―――」




「人間関係でいざこざがあったり、夜の遅い仕事だったりで、最近少し疲れが溜たまっていて、休みたいと思っていたのは本当なんですが……」

　視線を落とし、畳を見つめながら、村上は言う。

「この三日、突然、仕事を休みたくなって欠勤し、病気でもないのに長時間眠ってしまいました。でも、眠っても眠っても、身体からだの疲れは増すばかりで、ちっとも休んだ気がしないんです」

（いきなり休みたくなることって、あるよなぁ）

　右京や美み琴ことを真ま似ねて、澄すまして座って話を聞きながら、綱紀は思う。何か特別な日というのでもなく、唐とう突とつに嫌いや気けがさしてズル休みの衝しよう動どうに駆られるというのは、理屈ではなくわかる。

（枕の高さとか、あってないんじゃないのかな）

　熟じゆく睡すいできないのは、寝具に原因があることも考えられる。上京して、慣れない環かん境きようにいることもあるが、枕が変わっていまひとつ眠りが浅いと、綱つな紀きは自覚する。寝具の適不適は、使ってしばらくしてから、身体からだに不ふ調ちようとして現れることがある。

「それに、あの……、目を覚ましたときに、動かした記き憶おくはないのに、物の置き場所が変わっていたり、服を着替えていまして……」

「は？」

　頓とん狂きような声を発した綱紀に、村むら上かみは肩を竦すくめて小さくなった。美み琴ことに咳せき払ばらいされ、綱紀は依頼者の話のとちゅうで余計な声を出したことに気づいて、慌あわてて気を引ひき締しめる。

「……子供の頃ころから、僕はその、寝ね惚ぼける癖くせがあったみたいです」

　身体は起きていても頭は眠っているという半睡状態で、本人はその行動を覚えていなくても、周囲の人間が覚えていることが多い。寝惚けた行動の多くは、笑い話になるものだが。

「一昨日おとといは、知り合いが外で見かけて声をかけたのに、知らんふりして歩いていったと言われてしまいました。眠りながらふらふらと部屋や家を出入りしたり、着替えたり、歩き回って物を動かすぐらいならいいんですが……、ひょっとするとそれだけではないのかもしれません」

「夢遊病、ですね」

　封じてほしい対象は。状態を指摘した右京の涼やかな声に、視線を落としたまま村上は頷うなずく。

「眠ったまま外を徘はい徊かいしていたらしいとわかって、すぐに専門の病院に行って相談してみました。カウンセリングを受けて、眠るときに身体の緊きん張ちようが十分に解けていないからだろうと言われて、ひとまず鎮ちん静せい剤ざいを処方してもらって……。それで様よう子すをみて、また後日、診察を受けるための予約をしてきたんですが……」

「―――その薬でどうにかなるものなんですか？」

　夢遊病である。頭は眠っていても、起き上がってふらふらと動いてしまうのである。鎮静剤で阻そ止しできるものなのだろうか？　根本の原因には何も触れていないように、綱紀には思える。

「さぁ……」

　神妙な綱紀の言葉に、村上も難しい顔で頷く。

　綱紀が感じたように、薬では夢遊病に対する村上の不安を払ふつ拭しよくすることはできなかった。夢遊病を誘発するきっかけは、ほんの些さ細さいなことかもしれない。だが、その原因となるものを取り除くことができなければ、夢遊病はいつでも現れる。エスカレートしていくかもしれない……。

「もっと他の病院にも行ってみようかと悩んでいたところ、たまたま、ここの広告を見つけたんです」

（俺が呼ばれたみたいに……？）

　綱紀は横目でちらりと美琴をうかがう。美琴は綱紀の疑問に応こたえるように、唇だけで少し微笑ほほえんだ。




「夢遊病を取り除くことは、簡かん単たんです」

　にこりと右う京きようは微笑ほほえんだ。断言した右京を、村むら上かみと綱つな紀きは見つめる。

「無む意い識しきのときに、歩き回ったりしないようにすればいいだけのことですから。わたしの札なら、一晩から一生まで、お望みの期間、夢遊病を封じてさしあげます」

「ありがとうございます！」

　憂うれいを一いつ掃そうし、ぱっと顔を輝かがやかせた村上は、礼を言って頭を下げた。

「ですが、原因となりますものを探り当て、それを解決しない限りは、本当の安あん息そくは得られないかと思います」

　夢遊病は封ふう縛ばくされてしまえばなくなるが、そうなると、今は夢遊病として現れているものが、別の形で出てくる可能性もある。

「ひとまず、軽く夢遊病を封縛しながら原因を探り、場合によっては、夢遊病ではなく、その原因を封縛するというのではいかがでしょう？」

「はい……！　よろしくお願いします！」

　村上は、畳に額ひたいを擦こすりつける勢いで、深々と頭を下げた。

「では、とりあえずこちらの札をお持ちください」

　右京は座ざ布団ぶとんの横に置いてあった文ふ箱ばこから白紙の呪じゆ符ふを一枚取り出し、硯すずり箱ばこから筆を取り、何やらさらさらと書きつけると、白紙の半紙に載せて村上の前に置く。涼しい墨すみの匂においがした。

「寝室の枕の下に置いたり、身につけて休まれますと、たとえ無意識のうちに徘はい徊かいするようなことがあっても、いらっしゃる部屋の中だけに徘徊を留めます。眠りながら大声をあげられていても、その声は聞こえる音にはなりません」

　結界を作り、音声を封縛する。夢遊病でふらふらと歩いて、何をしようとも、それが自分の休んでいる部屋の中でのことなら、たいしたことはできない。目を覚ましたとき、何かあったかどうか、すぐにわかる。大声で騒さわいでも、音にならなければ迷惑になることはない。

「寝ね惚ぼけながらでも、トイレには支障なく行けますので、御心配なく」

　トイレに行くのを邪じや魔まする札ではないので、そちらに用があるときは、呪符による規制を受けず出入りできる。

「ありがとうございます……！」

　症状が現れたとしても他人の迷惑にならず、他人に見られることのない夢遊病なら、村上が不安に思うようなことはない。仕事にも差し支えないだろう。

　文字が乾くのを待って、呪符を大事に半紙に包む村上に、右京は言う。

「では、すぐに調ちよう査さにかかりますので、数日お待ちください」




　何をどう封縛するかは、調査次第だ。最初に村上が右京に渡した封筒は、陰おん陽みよう寮りようからの領収書である。依頼者が支払う報ほう酬しゆうはすべて、一度陰陽寮に預けられ、仕事が完了してから査さ定ていの上、術者の口座に振りこまれる。

　村むら上かみは依頼を受けた右う京きように何度も頭を下げ、帰っていった。




「潮しお路じさん、お願ねがいします」

　離れの外に向かって、障しよう子じ越ごしに右京が呼びかける。




　ちり……。

　ちりん……。




　気配けはいもなく、障子のすぐ外で聞こえた小さな鈴の音が、遠くなった。










　　　　符ノ四　苦くて甘くて







「いやー、思いつめた感じでよかったね～」

　退出した依頼人に、くすくすと右京は笑う。

（なんか、目茶苦茶めちやくちや楽しそうじゃないか？）

　不幸な人が大好きという雰囲気の右京に、綱つな紀きは眉まゆを顰ひそめる。戯ざれ言ごとをほざく右京を相手にせず、美み琴ことはファイルの書類にチェックを入れる。

「十万円の呪じゆ符ふ、一枚」

（あんな紙きれ一枚が、十万円……！）

　ぼったくりではないのかと綱紀は驚おどろくが、ここではそういう価格設定なのだ。

「後は潮路さん次第ね」

「何が出るかな～[image: ]」

「何も出ないことを祈るわ。こんな感じで終わるなら、楽な仕事だもの」

「えー？　つまんないなぁ」

「つまんなくて結構！　この前の仕事で捨てた二十万円を取り戻すのよ！」

「美み琴ことさん、まだ怒ってる？　怒ってるよねっ？」

「当たり前よっ！」

「ああっ、やっぱりっ[image: ]」

　ぎっと美琴に睨にらみつけられて、右う京きようは嬉うれしそうに笑った。

（二十万プラス迷惑料……！）

　目を瞑つむった美琴は拳こぶしを握り、くうっと唇を富士山にする。古こ賀が莢さや子こが強制キャンセルの違約金を陰おん陽みよう寮りように支払い、葛かつら城ぎ蓮れん司じは寛かん容ように許してくれたが、途中介入を受けて仕事を横取りされた金こん剛ごう院いんは面おも白しろいわけがない。陰陽寮からは何も言ってこないが、ダブルブッキングのケースでは、迷惑料として報ほう酬しゆうの半分を、介入を受けた術者に渡すことが慣例になっている。報酬の半分を持っていかれたうえに、二十万円分の呪じゆ符ふの無む駄だ遣づかいは痛かった。




「美琴さん、あの……、潮しお路じさんって……？」

　絶ぜつ佳か庵あんの人間として、美琴の挙げなかった名前だが、障しよう子じの外で右京の呼びかけに応こたえて動いた者がいる―――。

「猫よ」

　絶佳庵に住んでいる猫。

「猫、ですか……」

　猫に右京が何をお願いしたのか。あまり突っこみたくない気がして、綱つな紀きはそれ以上聞くのをやめた。




「―――お姉ねえちゃーん！」

　外から呼びかける声がして、離れの障子が開けられた。中学校の制服を着た少女が、ひょいと顔を出す。

「電話ー！　鼓こ幸ゆき姉から！」

「はーい」

　美琴はファイルを閉じて、綱紀に渡す。

「末の妹の鈴すず音ねよ。鈴音、桃もも枝えだ綱紀くん。今日きようからここの人だから。仲良くしてね」

　最後の言葉は二人に告げて、美琴は腰を上げる。縁側に寝そべり、頰ほお杖づえを突いて足先をぱたぱたとさせながら、鈴音は大きな目でじいーっと綱紀を見つめた。

「へーんな頭ー」

「あははははー[image: ]」

　右京にまで笑われて、綱紀はむっとする。

「あんただって似たようなもんじゃねーか！」

　だが右う京きようは地毛。綱つな紀きは染めているだけである。怒ど鳴なった綱紀に、右京はへらりと笑う。

「えー？　ぜんぜん違うよー？」

　好きで染めている者と、もともとそうである者と。酔すい狂きようだと指摘する右京に、ぐっと綱紀は言葉に詰まった。

「綱紀は強いの？　何やってる人？　今、身体からだ痛いとことかある？　走るの速い？」

　家から持ってきたコードレス電話の子こ機きを美み琴ことに差し出し、鈴すず音ねは綱紀に問いかける。

「鈴音、年上の人を呼び捨てにしないの。質問攻めも失礼よ」

　子機を受け取りながら窘たしなめた美琴を、鈴音は見上げる。

「えー、だってー」

「美っ琴ちゃーん[image: ]」

　縁の下から突然現れた男が、がばちょと美琴を抱だき締しめようと腕を振り上げた。襟えりと袖そで口ぐちにリアルファーをあしらった黒い革ジャンに、ぴったりとした革パンツ。逆光で見えるその姿は、長身の熊のよう。

「きゃーっ！」




　ばきっ☆




　悲鳴を上げながら子機を握った美琴のナックルパンチが、男の顔面にクリーンヒットした。

「―――ナイスファイト……！」

　親指を立て、ばったりと男が縁側に倒れる。

「……家からかけ直すわ。綱紀くん、こちらは霊れい能のう針しん灸きゆう師しの伽か琵び螺ら一いつ角かくさん。何か御用だったのかしら？」

「ううん。近くまで来たから、寄っただけだってー」

「そう」

　砕くだけて通話不能になった子機の残ざん骸がいを持ち、美琴はすたすたと立ち去った。

　ふしゅーと潰れている一角を、鈴音はつんつんとつつく。

「伽琵螺ん、新入りさんがいるよー」

「えっ？」

　気絶していた一角が、がばっと顔を上げた。視線がばっちりあって、綱紀は愛想笑いする。

「こ、こんにちは……、今日きようからこちらでお世話になります、桃もも枝えだ綱紀です……」

（た、大変だな、美琴さんも……☆）

　夜中の仕事に加えて、こんな男が出入りしているのでは、父親が嫌いやがるのも当然だ。

「―――鈴音ちゃーん、ちょっとお願ねがーい」

　お隣となりから、おっとりとした優やさしそうな女性の声が聞こえた。美み琴ことより少し落ち着いた感じのする声なので、四姉妹の長女だろう。

「はーい。右う京きよう、綱つな紀き、伽か琵び螺らん、またねー」

　よいこの返事をして、寝そべっていた縁側から起き上がり、ぱたぱたと鈴すず音ねは走り去る。

「またね、鈴音ちゃん」

　一いつ角かくは手を振る鈴音に手を振り返し、綱紀ににこりと微笑ほほえむ。

「ちょっと立って」

「はい？」

　伽琵螺一角は霊れい能のう針しん灸きゆう師しである。身体からだに歪ゆがみでも見えたのだろうか。綱紀はおとなしく腰を上げ、真まっ直すぐに立つ。離れに上がった一角は、綱紀に近づく。

（うわ、でかい☆）

　すらりとした優やさ男おとこだが、身長百九十センチ以上はある。見上げる綱紀に微笑んだまま、一角はひらりと右手を動かし、各指の間から長さ二十センチはあるだろう長い針を出した。

「どこに行くつもり？」

　そーっと離れから抜け出そうとしていた右京に向かって、光のような速さで針が飛んだ。

「はうっ☆」

　両肩と両足に針を受け、右京は抜け出そうとしていた格好のまま固まり、うつ伏せにばったりと倒れる。一角の一いつ瞬しゆんの早はや業わざを目まの当あたりにし、綱紀も固まった。一角の視線は綱紀に向かったまま、見事に右京を仕留めていた。

（見、見て投げなかったよな、今……）

　さすがは霊能針灸師。陰おん陽みよう寮りように籍を置いているだけのことはある。ただの女好きではない。

「脱いで」

「は、はい」

　一角に言われるままに、綱紀は袴はかまを脱ぎ、小こ袖そでを脱ぐ。後、残るのは下着である襦じゆ袢ばんとパンツ、足た袋びだけなのだが。

「え、っと、あの……」

　襦袢に手をかけ、綱紀は一角を見上げる。脱げと言われたが、身体を調べるのなら、パンツまでは脱がなくてもいいはずだ。

　向かい合ったまま、伸ばされた一角の両手が、がしっと綱紀の臀でん部ぶを摑つかんだ。

「桃もも枝えだ、桃……、ああん、やっぱり、ステキな名前どおり、理想的なお尻しりっ[image: ]」

「ひっ……！」

　真正面に立って抱きつきながら尻を撫なで回し、尻の肉を揉もむという大胆不敵な痴漢行為に、そんな仕打ちを想像もしていなかった綱紀は仰ぎよう天てんする。しかも、何だかオネエ言葉☆

「いやーん、もうっ！　桃なんて、名前を聞いたときから、なんてイヤラシイ子なのかしらと思ってたのよっ[image: ]」

　桃はセクシーな譬たとえにも使われるが、桃そのものがイヤラシイのではなく、聞く者の頭の中がイヤラシイのである。

「あたしの求めていたものは、これよ！　この桃もも尻じりよっ！」

　理想的大きさ、理想的形、理想的張り、理想的弾力[image: ]　伽か琵び螺ら一いつ角かくは、桃尻マニアだった。男の尻に触れて恍こう惚こつとしている一角を現実に引き戻すべく、綱つな紀きは必死で言葉を探す。

「かかかかか、伽琵螺さんっ……！　伽琵螺さんは、美み琴ことさんのことをお好きなんじゃ……」

　何とかこの状況から逃れたくて、縋すがるような目を向ける綱紀に、一角は頰ほおを染めて応こたえる。

「あら　やぁねぇ[image: ]　あたしは女にも男にも、まんべんなく愛を注そそげるオトコよ[image: ]　来る者は拒まないし、来ない者は拒ませないわ[image: ]」

（ひいいいいっ！）

　聞きたくないことを聞いてしまった。

　ぷるぷるぷるっと胸ポケットが震ふるえ、一角は綱紀の尻を揉もみしだいていた手を放し、携帯電話を取り出す。

「はい、もしもし？」

（チャンス！）

　この隙すきにと、逃げ出そうとした綱紀の首の後ろに、ぷす☆　と針が刺さった。とたん、非常口のマークのような格好をキープして、びしっと綱紀の身体からだが硬こう直ちよくする。

（噓うそ……☆）

　たった一本、針が刺さっただけで、身体の自由が利かない。桃尻マニアでバイセクシャルな変態男、伽琵螺一角は趣味と実じつ益えきを兼かねた凄すご腕うでの霊れい能のう針しん灸きゆう師しだった。

（畜生、右う京きようの野郎……！　自分だけ逃げようとしやがったな……！）

　綱紀という新しい餌えさに、一角が興きよう味みを持つのは予想できる。腕の立つ変態だとわかっていたから、抱きつかれたときに美み琴ことは容よう赦しやしなかったのだ。そして、畳みかけるようだった鈴すず音ねの質問の意図を知る。あの質問のうちのいくつかで、綱紀が一角を上回っていれば、この状況から逃れられたに違いない。脱げという言葉をまともな意味に勘違いしていなくても、一角に敵かなわない綱紀はこうなってしまう運命だったのかもしれないが。




「さぁ、いらっしゃい！　二人いっぺんでも、おっけーよっ！」

　陰おん陽みよう寮りようからの仕事の事務的な電話を終えた一角は、腰を振りながら革ジャンを脱ぎ捨てた。恐ろしいことを宣のたまった一角の手が、動けないままの右京の着物と綱紀の襦じゆ袢ばんを摑つかむ。

「そぉーれっ[image: ]」

　カマっぽく小指を立てていても、一角は腕力が強かった。

「わー」

（うわー☆！）

　非常時なのに、なぜか嬉うれしそうな悲鳴をあげる右う京きようと、針のせいで声もあげられない綱つな紀きは、悪代官屋や敷しきの奥座敷に連れこまれた娘の帯くるくるのように身ぐるみを剝はがされる。




「こんにちは。先日はお世話になりました」

「右京さん、おはぎを作ったのだけど……」

　若い女性の声と、さっき鈴すず音ねを呼んだ優やさしい女性の声が近づいて来て―――。

「「きゃーっ！」」

　悲鳴になった。

「なっ、何やってるのよっ！」

　離れの中にいた上半身裸の一いつ角かくと、パンツと足た袋び姿の綱紀、紐ひもを解かれて乱れた襦じゆ袢ばん姿の右京を見て、鈴音の悲鳴に驚おどろいて駆けつけた美み琴ことが仰ぎよう天てんする。身ぐるみ剝がされたついでに、針も抜かれ、自由を取り戻した綱紀は、とんでもない状況を目もく撃げきされて慌あわてる。

「ご、誤解ですっ！　変なことなんてしてませんっ！」

「んもう。いいトコだったのにぃ」

「あはははははは……」

　くるくるしてバランスを崩し、畳に座りこんだ綱紀が涙目で訴え、剝ぎ取った衣類を振り回しながら一角が拗すねて口を尖とがらせ、尻しり餅もちをついた右京が緊きん迫ぱく感かんのない声で笑った。




「検診でしょう？　一角さん」

　庭掃除の箒ほうきと塵ちり取とりを片づけに通りかかった壱いち葉ように穏おだやかな笑顔えがおとともに尋たずねられ、一角は振り回した衣類を綱紀と右京に投げながら笑う。

「もっちろんよぉ[image: ]」

　霊れい能のう針しん灸きゆう師しとしての仕事なら、一角は上半身裸でスラックスのファスナーまで全開にしなくてもいい。現実から目を逸そらしたかったので、美琴は壱葉の提示した、おぞましい饗きよう宴えんの否定を受け入れる。

「離れでの紛まぎらわしい行為は禁止よ……！」

　離れは来客と応対する場所である。美琴の後ろで、前回の仕事の依頼者、古こ賀が莢さや子こが小さくなって会え釈しやくした。衣類を返してもらった綱紀と右京は、急いでそれを身につける。

「ねぇねぇ、お姉ねえちゃん、いいコトってなぁにー？」

「あんたは知らなくていいの！」

　ぴしゃりと美琴に怒ど鳴なられて、いーっと鈴音は舌を出した。




　壱葉はお茶の道具を取りに、台所に行った。古賀莢子は離れに上がらず、招き猫が快く受け入れられたことを右う京きように報告し、持じ参さんしたお菓子の箱を美み琴ことに渡して、早々に立ち去った。

「おはぎ、たくさんあるから召めし上がってゆっくりしていって欲しかったわ」

　おっとりとした優やさしい声で言い、重箱を抱えてきた四姉妹の長女・笙しよう子こは履はき物ものを揃そろえて離れに上がる。うまく誤ご魔ま化かされてくれた姉に、美琴は小さく溜ため息いきをつく。

「お忙しかったんでしょ」

　一般人の古こ賀が莢さや子この許容範囲を超えたのだろうと、美琴は思う。

「綱つな紀きくん、うちの一番上の姉よ」

「蘆あし屋や笙子です」

　まさに『乙女おとめ』という清きよらかな雰囲気。早さ乙女おとめ神社への御ご利り益やくの期待は盛り上がる。にっこり微笑ほほえむ上品な美女に、何とか着物を着直して正座した綱紀は、真まっ赤かになって俯うつむく。

「桃もも枝えだ綱紀です……」

（印象、最悪……☆）

　一いつ角かくに襦じゆ袢ばんを剝はぎ取られていた瞬しゆん間かんとはいえ、パンツ一枚でくるくると舞い踊っているような姿を目もく撃げきされたのである。まだ恥ずかしい盛りの年とし頃ごろの一男子としては、消えてなくなりたいような気分だ。

「あぁそうそう[image: ]　今日きようはねぇ、治はる陽ひちゃんから、健康にとってもよさそうなお茶を預かってきたのよ」

　そっと一角は笙子の手を取る。

「笙子さんの愛情たっぷりのおはぎで、お茶の時間にしましょう[image: ]」

「まぁ[image: ]」

「馴なれ馴なれしく触さわらない！」

　美琴は一角から笙子の手を取り返す。

「やっだー、焼やき餅もち～？　美琴ちゃん[image: ]」

「そんなわけないでしょ！」

「伽か琵び螺らん[image: ]　お膝ひざ座ってもいーい？」

「いらっしゃーい[image: ]」

「懐なつかせないで！　甘えちゃ駄だ目め、鈴すず音ね！」

　両手を広げる一角を美琴は張り倒し、鈴音を叱しかる。図ずう体たいの大きい一角は、鈴音にとって熊のぬいぐるみ感覚なのかもしれないが。

（……危険すぎる……☆）

　ミニスカートの女子中学生が、一角相手にその位置はヤバすぎると、綱紀も思う。

「だったら僕のところに……」

「便乗禁止！」

　両手を広げる右京の顔面に、美琴の裏うら拳けんが決まった。

「ああっ痛い[image: ]」

　悲鳴をあげる右う京きようの顔は、やっぱりどこか嬉うれしそうだった。




　鈴すず音ねは古こ賀が莢さや子こからもらったお菓子の包みを開ける。

「ケーキがいーっぱい[image: ]」

「鈴音ちゃん、僕の分まで食べていいからねー」

「右京がもらったものじゃん？　一番いいの食べなよ」

「いやぁ、僕は……」

「これなんて、一番甘そう～[image: ]」

　嬉き々きとして箱を覗のぞきこんだ鈴音は、チョコレートクリームで黒々艶つや々つやとしたケーキを、壱いち葉ようの持ってきた皿に載せる。中身は半分以上チョコムースで、スポンジに逃げることはほとんどできない。甘いものが苦手な綱つな紀きは、見ただけで冷や汗が出た。

（うわー、あれは俺おれ、無理だなー……）

「綱紀さんは、いくつ召めし上がります？」

　おはぎを取り皿に分けながら、笙しよう子こが微笑ほほえむ。

「あ、あの、とりあえず一個で……」

「おかわりはたくさんありますから、遠えん慮りよなさらないでね」

　にこにこと微笑んで、笙子はひとつだけおはぎを皿に置いた。甘かん味みは苦手だが、手作りのものを拒否するのは気が咎とがめた。おはぎの場合、甘いのは外側の餡あんだ。中身はまだ耐えられる。

「右京さんは、おいくつ？」

「い、いやぁ、僕はあのケーキがありますから、おはぎは今日きようはちょっと……」

「とっても美お味いしくできたのよ[image: ]　じゃあ、そうねぇ、半分こしましょう？」

「い、いえ……」

「四分の一はどうかしら？」

「い、いえ……」

「一口だけでもいかが？」

　にこにこにこ[image: ]　微笑みながら勧める笙子に、押しつけようという気持ちは一切ない。

「……ひとついただきます……」

「あら、そう？」

　根こん負まけし、辛つらそうに無理して微笑んだ右京に、笙子はにこにことおはぎを皿に取った。

（……許してくれない人だ……☆）

　一個で血けつ糖とう値ちＭＡＸになりそうなケーキを前に、せめておはぎだけでも遠慮したかった右京の気持ちがわかり、笙子とのやりとりを聞いて、綱紀は戦おののく。やんわりふわふわしているようで、笙子が一番手て強ごわいような気がする。あの調ちよう子しで御お神み籤くじや御護まもりを売りつけられては、とても拒否できない。早さ乙女おとめ神社は商売繁はん盛じようだ。

「綱つな紀きはケーキ、どれにする？」

　鈴すず音ねに尋たずねられ、綱紀は甘くなさそうなものを考える。

「―――チーズケーキ、あるかな？」

「んー、あるよー[image: ]」

　鈴音は綱紀のリクエストに応こたえて、ベイクドチーズケーキを皿に置いた。




　荷物の中から宇う田だ川がわ治はる陽ひに預かった紙袋を取り出し、一いつ角かくは壱いち葉ように急きゆう須すを借りて、お茶をいれる。

「治陽ちゃんってば見かけないと思ったら、先月の頭から昨日きのうまで不ふ二じの樹じゆ海かいにいたんですって。崖がけから落っこちて骨を折ったりしてるうちに、食べ物がなくなっちゃって、いろいろ試して見つけたのが、コレなんですってよ[image: ]」

　にこにこと一角は、そう言うけれど。

（……ひょっとして、宇田川さんは遭そう難なんしてたんじゃないのか？）

　怪け我がして食糧が尽きたということは。不二の樹海と言えば、遭そう難なん者しやが相次ぐ、有名な自殺の名所でもある。顔を強こわ張ばらせた綱紀に、美み琴ことは言う。

「治陽くんは、自分の足で薬草を集めて、薬を作っているの。薬草の他ほか、食べられる草にも詳しいわ。ワンダーフォーゲルが趣味なの」

　ワンダーフォーゲルとは、必要なものを一式持って、野宿しながらの徒歩旅行。体育会系の色は濃こいが、しかし、草の根を齧かじって樹海を彷徨さまようサバイバルではない。




　一角がいれた治陽のお茶（と呼ばれるもの……）は、激げき烈れつな味だった。

「にっが～～～☆！」

　ちょっと舐なめただけで鈴音は湯飲みを置き、急いでケーキで口直しする。

「でも、鈴音ちゃん、とってもよく効きそうよ？　良りよう薬やくは口に苦しっていうもの。ねぇ、壱葉さん」

「はい」

　おっとりと微笑ほほえむ笙しよう子こに、壱葉もおっとりと微笑む。くんくんと匂においを嗅かいで、鈴音は眉まゆを顰ひそめる。

「ねぇねぇ、伽か琵び螺らん、治陽ちゃんはいったい何からコレ作ったの？」

「あ[image: ]　知りたい？　それはねぇ[image: ]」

「言わなくていいから！」

　うきうきと語ろうとする一角の口に、おはぎを突っこんで黙だまらせる美琴に、綱紀は同じことを思う。

（……知らないほうが幸せでいられる気がする……）




　お茶席で点たてられる苦いお茶には、甘い菓子がつきものだ。おはぎの餡あんと交互に苦いお茶（と呼ばれるもの）を口にしていた綱つな紀きは、やはり頻ひん繁ぱんにお茶を飲んでいる右う京きようを見て、甘いものが苦手なのだなと思う。ピッチの速い右京に、壱いち葉ようは微笑ほほえむ。

「右京さんは、このお茶を気に入られたみたいですね。薄うすいのをたくさん飲むと、お腹がじゃぽじゃぽしちゃいますから、煎せんじてあげましょう。綱紀さんも、そちらをどうぞ」

　お茶っ葉を持って台所に向かう壱葉に、右京と綱紀は顔色をなくす。

「好みが同じなんて、なかよしで素敵すてきね」

　ふんわりと微笑む笙しよう子こに、綱紀はちょっと口を尖とがらせる。

「……なかよしじゃありません……！」

「いやぁ、あはは」

　へらへらと笑う右京を、綱紀は睨にらみつけた。

「憎しみあう関係っていうのも、ツボを刺し激げきしていいわー[image: ]」

　霊れい能のう針しん灸きゆう師しはツボにもこだわりがあるらしい。




「そういえば美み琴ことちゃん、鼓こ幸ゆきちゃんからの電話は何だったの？」

　笙しよう子こに尋たずねられ、顔を顰しかめながら舐なめるように苦いお茶を飲んでいた美琴は湯飲みを置く。

「かけ直したけど繋つながらなかったわ。急ぎの用事なら、またかかってくると思うんだけど」

「鼓幸ちゃんってば忙しいねぇ。高校のほう、大丈夫かなー」

　蘆あし屋や家の三女・鼓幸は、現役女子高生巫み女こである。実力を認められ、あちこちから声がかかるが、そのために学校を休みがちになるのが、右京に言われるまでもなく心配だ。

「右京くん、お茶どうぞ」

　美琴はお湯を足さないまま、急きゆう須すに残っていた濃こい抽ちゆう出しゆつ液えきを、右京の湯飲みに注そそいだ。

「ああっ、舌が痺しびれるっ」

「煎せんじたものは、きっともっと刺激的よ[image: ]」

　悶もだえながら嬉うれしそうな右京に、一いつ角かくはウインクした。




　煎じ茶の土ど瓶びんを火にかけて戻ってきた壱葉は、綱紀に言う。

「部屋の外に布団ふとんを干してますから、冷えすぎないうちに取りこんでおいてください」

　時間的に、そろそろ綱紀の部屋のあたりは日が陰かげる。

「あ、じゃあ、ちょっと行ってきます」

　ケーキとおはぎを食べ終えて、綱紀は腰を上げた。

　綱つな紀きが完全に立ち去るのを待って、美み琴ことは一いつ角かくに視線を向ける。

「珍しいのね」

　同じく陰おん陽みよう寮りように籍を置いていても、業種の違う一角と治はる陽ひは、あまり顔を合わせることはない。治陽が一年の大半を、薬草採取の業務に費ついやしているせいでもあるのだが、お互いに顧こ客きやくの関係にないので、直接の繋つながりがないのだ。その治陽から、一角が預かり物をするなんて。

「鼓こ幸ゆきちゃんからも電話、か」

　くすくすと一角は笑う。

「なかなか楽しいコトになりそうじゃない」










　　　　符ノ五　その瞳に映るもの







　綱紀の布団は、部屋に近い位置にある回かい廊ろうの手すりにかけて干してあった。

（あったか～……[image: ]）

　お日様の光をたっぷり浴びた布団ふとんは、ぬくぬくふかふかとしていて、とても気持ちいい。布団を部屋に運びこみ、ふかっと顔を埋うずめてその感触を楽しんだ綱紀は、そのまま寝入ってしまった。昨夜ゆうべは火事で焼け出され、警けい察さつ署しよに泊まったのである。眠ることは眠ったが、不安と居い心地ごこちの悪さで、熟じゆく睡すいできてはいなかった。お腹なかに物が入った状態で、温かくて気持ちのいいところに脱力となれば、瞼まぶたが重くなっても仕方ない。




　ぱかりと目を開けたとき、部屋のなかは薄うす暗ぐらくなっていた。

（あれ？　どこだ、ここ……）

　実家ではない、日本建築の六畳間。ゆっくりと瞬まばたきしながら、生活臭の乏とぼしい、見慣れない殺さつ風ぷう景けいな部屋を眺ながめた綱紀は、部屋の隅に置いたギターケースと洋服を見、自分が着物と袴はかまを着ているのに気づいて、はっと思い出した。

（絶ぜつ佳か庵あん……！）

　今日きようから綱つな紀きが住みこみで働くことを決めた場所だ。部屋の中に置き時計がないので今が何時なのかはわからないが、結構な時間が経過しただろうと思える。




　慌あわてて部屋を出た綱紀は、どこに行けばいいのかわからなかったので、明かりの点ついている部屋に向かう。明かりが点いていたのは、土間にある台所と茶の間だった。昔ながらの竈かまどで御飯が炊たかれている。

「すみません……！」

　慌ててやってきた綱紀に、台所に立っていた壱いち葉ようが微笑ほほえむ。

「支し度たくができたら、起こしにいこうと思ってたんですよ。疲れはとれましたか？　もうすぐ晩御飯ができます。すみませんが、右う京きようさんを呼んできてください」

「この端の、万年桜に一番近い部屋だよ～[image: ]」

　テレビが夕方のニュースを流している茶の間に食器を運びながら、童顔の小柄な少年が人ひと懐なつっこく笑った。

「えっと、君……？」

　誰だれかの弟なのだろうか。尋たずねた綱紀に、少年は元気よく挙きよ手しゆする。

「薬くす師しの宇う田だ川がわ治はる陽ひでーす[image: ]」

「あ、今日からこちらでお世話になります桃もも枝えだ綱紀です。お茶、いただきました。ごちそうさまでした」

　中学生ぐらいにしか見えないが……。

（……確たしか、同じ歳とし☆）

　そう美み琴ことは言っていた。しかもその歳で薬師を名乗っているのだから、陰おん陽みよう師じの業界的には、綱紀よりはるかに役に立つ優ゆう秀しゆうな存在だ。

　綱紀が眠っている間に帰ったらしく、一いつ角かくや美琴たちの姿はない。自分の食器もしっかり運んでいるので、今日は治陽もここで夕飯を食べるらしい。




　食事の支し度たくを壱葉と治陽に任せて、綱紀は右京を呼びに行く。月明かりを浴びて白く輝かがやき、やはり見事に咲く桜は、静かに花びらを散らしていた。茶の間から聞こえてくるテレビの音が遠くなり、綱紀はちょっと寂さびしい気分になる。綱紀の慣れ親しんだ現代的な日常と、家電製品に浸食されず過去から変わりなく続く日常が、ここでは混こん在ざいしている。




　回かい廊ろうの側から見える右京の部屋に、明かりは点いていなかった。しかし、右京は陰陽師だから、何か人工の光を嫌うようなことをしているのかもしれない。いけ好かない奴やつだが、無ぶ遠えん慮りよな行動で作業を妨さまたげるのはよくない。障しよう子じが大きく開け放たれたままだったので、綱つな紀きは右う京きようを驚おどろかせないように、部屋に近づきながら声をかける。

「―――右京さん……！　晩御飯の時間ですけど……！」

　部屋のなかはひっそりとしていて、動くものの様よう子すはなかった。

（いる、よなぁ？）

　黙だまって絶ぜつ佳か庵あんの外に出かけることはないだろう。ひょっとすると眠っているのか。

（甘いもので、潰つぶれてたりして）

　断ることができず、右京はかなり無理して甘いものを食べていた。得体えたいの知れないお茶も、おかわりを重ねたなら、ダメージは相当のものだったと思う。しかも、煎せんじて濃のう縮しゆくしたものまで飲んだかもしれない。横になっているのだろうかと、そっと綱紀は右京の部屋を覗のぞきこむ。




　衣え紋もん掛かけに墨すみ染ぞめの着物がかかり、文ふ机づくえには書道の道具が置いてあったが、右京の部屋は旅館の客間のように、生活感のない場所だった。毎日ここで寝起きしている人間がいるはずなのに、空くう虚きよで寒々しい。生活感のなさは今日きようから使わせてもらう綱紀の部屋と似たようなものだが、片づけられている物の置かれた感じが、昔誰だれかが使っていた部屋を再現した、記念館の一室のようだ。

「右京さん？」

（隠し部屋でも、あるのか？）

　あまりの生活感のなさに、綱紀はひょっとしてと考える。忍にん者じや屋や敷しきのように、床の間の掛かけ軸じくの後ろに穴があったり、畳の下に地下室への入口があったり……。

「呼んだ？」

　半開きになっていた書院窓の向こうに、逆さか様さまになった右京の顔がいきなり現れた。驚おどろいて声を上げた綱紀に、右京は笑う。

「あはは、驚かせちゃった」

「何やってんですか!?」

　怒ど鳴なるように大声で言って、綱紀は書院窓を開く。右京は屋根の上にいて、綱紀が来たようなので、逆様になって部屋を覗きこんだらしい。書院窓の向こうには、桜の木。

（……桜を見てたのか？）

　この部屋からは池を挟はさんで真正面にある桜の木に目をやった綱紀は、幹の横に、ぼうっと霞かすむ白いものを見つけた。

「あれ……？　桜の木の横に何か……」

　ひらひらと揺ゆれるものがある？

　呟つぶやいた綱紀の声に、屋根の上の右京はくすりと笑う。

「逢おう魔まが時ときだから、見えやすくなったんだね」

「は？」

　逢おう魔まが時ときとは、黄たそ昏がれ時どきと同じく、夕方の薄うす暗ぐらい時刻のこと。何かに呼ばれるように事故や事件の頻ひん発ぱつする、昼と夜の狭はざ間まにある混こん迷めいの時間。昔から魔ま物ものが出ると言われている。屋根の上で危なげなく立ち上がった右う京きようは、懐ふところから呪じゆ符ふを出して投げ捨てると、それに向かって跳とんだ。ひらりと宙を滑すべって落ちた呪じゆ符ふは、地面の六十センチほど上で、白足た袋びを履はいた右京の足を床のようにしっかりと受け止める。どこかくすんだ色の呪符は、新聞紙を切って作った物だ。

（手品師でも、食っていけるよな）

　綱つな紀きは右京を見て、テレビで見た外国人によるイリュージョンマジックを思い出す。ルックスは悪くないし、ステージ活動でもやっているほうが、右京の場合、かえって自然に受け入れられるだろう。これが呪符の力だと見せつけられても、綱紀には俄にわかには信しんじ難がたいが、しかし自分にできないことだから信じたくないというのは、狭きよう量りようだ。現実に目の前で起こっていることは、否定できない。

　桜と綱紀の間で、右京の銀の髪が軽やかに揺ゆれる。

「あそこにいるのは、僕の母だよ。あの桜の下で眠ってる―――」

　風に花びらを零こぼす桜の木を見つめ、右京は言った。

「え……」

　自慢ではないが、綱紀はこれまで一度も幽ゆう霊れいだとか、そういうものを見たことはない。何かが出そうな怪しい雰囲気というのも、よくわからない。桜の木の幹の横で何かが揺れているような印象を受けるが、いくらか距離があるし暗いし、鮮せん明めいに判別できないせいで、そんなふうに見えるように思える。

（タオルか何か、引っかかってんじゃないのか？）

　怖がらせようとしているのだとしても、よくわからないものなど、綱紀はぜんぜん怖くない。

　振り返った右京が、にこりと微笑ほほえむ。

「だから、ここの名前は『絶ぜつ佳か庵あん』っていうんだ」

　美しい人が亡くなった場所―――。

　綺き麗れいに整った右京の顔が、一いつ瞬しゆん、可か憐れんで美しい女性のように見え、綱紀は目を瞬しばたたく。しかし錯さつ覚かくはすぐに消え、二度と見ることはできなかった。

「母の顔に似ているから、僕がいる限り、誰だれも母のことを忘れられないらしい。もう少し力をこめてくれるなら、終わらせられるのにな」

　そっと右京は自分の喉のどを撫なでる。昼間、一いつ角かくに着物を剝はがれたときにはなかった手指の形をした痣あざが、右京の首にくっきりと浮かんで見えた。誰かが摑つかんできつく絞めあげた痕あとだ……。

「それ……！」

　幽霊なんかより、首に残る生々しい痣に綱紀はぞっとした。目を瞠みはる綱紀に、右京は微笑む。

「あぁ、気にしなくていい。陰おん陽みよう寮りように顔を出したときには、いつもこうだから」

「はぁ!?」

　驚おどろく綱つな紀きに、楽しそうに右う京きようは笑う。

「おかしいかい？　僕にとっては、普通のことだよ。世のなかには、人から好かれる人間もいれば、嫌われる人間もいる。好かれるのも嫌われるのも、いろんな理由があるけどね。そんなのは、どこにでもある当たり前のことさ。生まれる前から、僕は疎うとまれ続けていた。僕が生まれることを、誰だれも望んじゃいなかった。綱紀くんも、僕のこと嫌いだよねぇ」

　くすくすと笑う右京に、綱紀は渋い顔になる。

「だってそれは……☆」

　右京が綱紀の大切にしているギターを壊こわしたせいだ。そういうことがなかったなら、綱紀は右京に悪印象を抱くことはなかった。

「いいんだ。どんどん嫌ってよ」

　右京は宙に浮かぶ呪じゆ符ふを踏ふんで、くるりと回ってみせる。銀の髪と黒い着物の袖そでが優ゆう雅がに翻ひるがえり、風に運ばれた桜の花びらが右京の周りを舞う。

「そのほうが、僕は調ちよ子うしがいい。嫌われることは、僕にとって最高に気持ちいい[image: ]　僕はねぇ、道端に落ちている小さな石ころじゃなく、皆の道を塞ふさぐ大きな岩でありたいんだよ」

　誰も邪じや魔ませず傷つけず、ひっそりと隠れるように存在するよりも、存在を誇こ示じして立ちはだかって嫌けん悪おされ、攻こう撃げきされ取り除けられるようなものに。

（歪ゆがんでやがる☆）

　思考と存在の基礎そのものが。辟へき易えきして、綱紀は顔を引きつらせる。綱紀のギターを壊した右京に、罪の意い識しきなどない。右京にとってそれは正しいことであり、恨うらまれ、嫌われることもまた、正しいことなのだ。

（冗談じゃねぇぞ……！）

　ギターのことはもちろん忘れられないが、憎悪を持続させなければ、右京はさらに過か激げきな行動に出るだろうことが予測できた。自分を守るために、綱紀は右京を許してはならない。親しく接しているのに、どこかしら右京に辛つらく当たっているような皆の態度が、綱紀は納得できた。




「―――あの人は何を見てるんだろう」

　右京は桜の木のほうを見つめながら呟つぶやく。

　ひらひらするものが見えるような気がするが、綱紀にはそこに幽ゆう霊れいがいるなどとは思えない。そういう気分で見れば、幽霊でもいるように見えてしまうかもしれないという程度のものだ。幽霊の正体見たり、枯かれ尾お花ばな。巷ちまたの幽霊話の大半の目撃事例は、怖いという気持ちからくる不ふ確たしかなものへの思いこみによる錯覚である。騙だまし絵えの答えを知ってしまったときのように、先入観があれば、それは脳内処理されて、さらに形を取りやすくなる。もやもやしたとりとめのないものも、望んでいる形に作り上げて『見て』しまう。

「……何もねぇよ」

　眉まゆを顰ひそめ、綱つな紀きは吐き捨てるように呟つぶやき返す。少なくとも、綱紀的には何もない。

「あんな何もねぇ場所、あんた、何でそんな辛しん気き臭くさい顔して見てんだよ。馬ばっ鹿かじゃねぇの？」




　形を与え、認めてしまったときに、それはそこに存在することになる。認めなければ、そこには何もない。実家にいたときから、拝おがみ屋やだとか霊れい媒ばい師しだとか、幸運を呼ぶ壺つぼや掛かけ軸じくというものに対し、綱紀は常に懐かい疑ぎ的てきだった。頼んだ人間が納得し、満足しているようだし、自分に直接関かかわりのないことだったので、誰だれにも意見しなかっただけだ。何の冗じよう談だんか、ここで住みこみで働くことになってしまった綱紀だが、やはり基本的考え方は変えられない。

「あんた、思いこみ激はげしすぎ。陰おん陽みよう師じってのは、変態野郎ばっかかよ」

「そぉだねぇ。陰陽師とか、その関係者なんて、世間一般的に、まったくもって普通じゃないね」

　辛しん辣らつに言い切られ、右京は嬉うれしそうに綱紀に振り返った。

「だけどさ、自分は普通だって思いこんでいるだけの人間も、世のなかには大勢いるんだよ」

　月を仰あおぎ、右京はくすくすと楽しそうに笑う。綱紀は溜ため息いきをついた。

「そんなもんなんじゃねぇの？」

　各家庭には癖くせや習慣があり、その家庭独自のことであっても、子供はそれを普通として育つ。個人的な身体面においても、潜在的なものはある程度の時間をかけないと、普通の域にないことはわからない。




「右京さーん、綱紀さーん」

「御飯だよー」

　壱いち葉ようと治はる陽ひが呼ぶ声がした。

（やば☆）

　呼びに来たのに、無む駄だにお喋しやべりしてしまった綱紀は、肩を竦すくめる。

「はーい」

　慣れた様よう子すで右京は返事をし、綱紀も呼びかけに応こたえる。

「今行きまーす」




「今日きようは僕のお勧め料理でーす[image: ]　たっくさん召めし上がれ～[image: ]」

　治陽が満面の笑みで運んできた炒いためものの大皿を見て、右京と綱紀は顔を引きつらせた。












（樹じゆ海かいで拾ってきたものだー）

（ってか、それ、食い物かよ……？）

　木の蔓つると、木耳きくらげに似たゲル状物質と、松ぼっくりのような木の実と、小さな赤い実の炒めものは、食欲をそそるものとは言いい難がたかった。

「うまく煮にえてるでしょうか」

　壱いち葉ようは大振りの汁しる椀わんに、山鳥のぶつ切り肉と鼠ねずみ色の里さと芋いものようなものと、極ごく彩さい色しきの茸きのこをたっぷりの汁と一いつ緒しよに盛りつけた。心配そうな壱葉から汁椀の載ったお盆を受け取って、治はる陽ひはにこにこと笑う。

「大丈夫です。どれも生で食べられるほど新しん鮮せんですから[image: ]」

　確たしかに、素材がよければ、火が通っていなくても、食べるのに支障はないのかもしれないが……。鳥の肉はいいが、その他ほかのものはどれも、嗅かいだことのない匂においがする。茸か芋から溶けだした成分で、汁はどろりずるりとぬめっている。

「治陽さんがいらっしゃると、食費が助かりますねぇ」

「いやあ[image: ]　誉ほめられると、照れちゃうな～[image: ]　たくさん召めし上がってくださいねー[image: ]」

「煎せんじたお茶も、たっぷりありますから、お二人ともどうぞ」

　にこにこにこ[image: ]




　壱葉の笑顔えがおに押し切られ、身体からだは嫌いやがっていたが綱つな紀きは右う京きように続いて食卓についた。蛍けい光こう灯とうの光の下では、さっき綱紀が右京の喉のどに見つけた手指の痕あとはまったく見えなかった。化ばかされたような感じだが、綱紀はそれを追及する気にはなれなかった。あんなものはないほうがいい。




　食卓についた綱つな紀きは、畳の上に直じか置おきされた一皿を見つける。

「あ、これ……」

（すげ……！　マグロの大トロじゃん[image: ]）

　本来のおかずらしき上等の一皿に、ほっとし、喜んだ綱紀が持ち上げようとした皿を、壱いち葉ようが止めた。

「そのお皿は、そのままで」

「え？」

　きょとんとする綱紀に壱葉は微笑ほほえむ。

「それは潮しお路じさんのお食事ですから」

「……は？」

　マグロの大トロ。しかも、皿は美術館でしか見たことのないような、古こ伊い万ま里りの絵皿。

「し、潮路さんって、猫ですよね？」

「えぇ。猫です」

　それが何か？　と笑顔えがおで尋たずねられ、綱紀はマグロの皿から泣く泣く目を逸そらした。

「いえ、何でもありません……」

　治はる陽ひの使っている客用茶碗を含め、食卓の食器は、猫の御飯皿より明らかに格下だった。右う京きようの茶碗に至っては、どこかから拾ってきたような、色の褪あせた子供用茶碗である。




「個性的な味だなぁ～」

「慣れるとね、癖くせになるんですよ、これが[image: ]」

　食事を始めて微妙な表現をした右京に、治陽は楽しそうに微笑む。雑草にしか見えない緑色の草を茹ゆでてぶつ切りにした、青臭いお浸ひたしを口に運びながら、綱紀は思う。

（それって中毒症状だろ☆）

　癖になるというよりも。

　大地そのものの味のする料理を口にしながら、綱紀は小さいころ近所の女の子に無理やりつき合わされた、ままごと遊びを思い出した。とりあえず、どれも火が通っていて泥が混じっていないだけ、あれよりもましかもしれない。




「おかわりです～[image: ]」

　口の回りに御飯粒をつけながら、にこにこと治陽は壱葉に茶碗を差し出す。

（よく食うなぁ……）

　感心するより呆あきれて、綱紀はおかわりをもらう治陽を見る。身体からだは一番小さいのに、治陽の食欲は旺おう盛せいだ。食べ盛りの成長期なら、これから大きくなるのだろうか。しかし、食べ盛りの食欲というより、食べられないときに備そなえて、食たべ溜だめしているような感じだ。薬草探しで一年中サバイバル体験をしている治はる陽ひは、サバンナの肉にく食しよく獣じゆう同様に、食べ溜めできるような体質になっているのかもしれない。

（食費……、助かってないような気がする……☆）

　おかずを提供してくれたのは本当だが、あれだけ白米を大量消費されたのでは☆　治陽の消費量を最初から計算して、壱いち葉ようは御飯を炊たいていたようなので、治陽と食卓を囲むときには普通のことなのだろうが、治陽の消費量は半端ではない。だが、もふもふと美お味いしそうに食べている治陽の姿は小動物を連想させてどうにも可か愛わいいので、もう食べないでくれなどと酷ひどいことはきっと誰だれも言えない。庇ひ護ご欲よくをそそる童顔は無敵である。

　竈かまど炊きの御飯が美味しかったので、得体えたいの知れないおかずもなんとか喉のどを通り、綱つな紀きは夕飯を無事にクリアした。




　一息ついて、つけっぱなしになっていたテレビにゆっくり目をやろうとしたとき―――。




　ちりん……。




　庭から小さな鈴の音が聞こえた。




「潮しお路じさん？」

　右う京きようの茶碗に仏ぶつ壇だんのお供えのように天こ盛りにおかわりをよそっていた壱葉が、手を止めて庭の方を見る。御飯時だし、戻ってきた猫が縁側に上がってくるかと、綱紀は待ったが、一向にその様よう子すはない。右京は箸はしを止める。

「……うーん、行かなくちゃいけない、かなぁ」

「御仕事ですか？」

　もぐもぐしながら尋たずねた治陽に、壱葉が微笑ほほえむ。

「治陽さんたちがいらっしゃる前に、お客さまがいらしてたんですよ」

「へー[image: ]　今日きようは、いろんな人がいらした日だったんですね～」

「えぇ。右京さんの道具が傷いたんでましたから、北ほく斗とさんのこともお待ちしてたんですけどね」

　法ほう具ぐ師しの式しき部ぶ北斗からの来訪の連絡は、まだない。箸を止めたまま思案している右京に、壱葉は微笑む。

「行ってください」

　壱葉はおかわりをよそった右京の茶碗をひっくり返して、御飯を戻す。

「美み琴ことさんには、わたしからお知らせしておきます。綱紀さんも、無理しないようにね」

（やっぱり、俺おれも行くのか……）

　当たり前のように言われ、綱つな紀きは内心溜ため息いきをつく。近所にコンビニエンスストアもなかったような田舎いなかから来た綱紀には、日が暮れてから出歩く習慣はない。気分的には外出は億おつ劫くうだが、これがこの絶ぜつ佳か庵あんでの綱紀の仕事だ。それに、依頼者である村むら上かみのことも気になる。




「陰おん陽みよう寮りようからの資料にないことがあったみたいだから、確かく認にんするだけだよ」

　出かけるといっても、封ふう縛ばくしに行くわけではない。依頼者からの仕事を仲介する陰陽寮では、依頼者のことも調ちよ査うさする。依頼者が氏名その他を偽いつわっていては問題があるし、依頼の裏に何か別の目的が隠されていないかの確かく認にんのためだ。依頼者に噓うそ偽りがあれば、陰おん陽みよう師じの仕事で後々悪い影えい響きようが出る危険がある。陰陽寮の調査を疑うわけではないが、依頼者の確認は依頼を受けた各陰陽師の責任だ。調査することで、どのような形で依頼者の希望を叶かなえるかを、具体的に決定し実行することになる。

（目を通す時間、なかったな……）

　綱紀は渡されていた資料のファイルを、懐ふところにしまう。必要があれば、そのときに取り出して見られれば、何とかなるだろう。

　白の着物を黒の外出用の物に着替えた綱紀は、髪にシルクシフォンのたっぷりした布をリボン結びにした右う京きように連れられて、絶佳庵を出発する。野郎が頭にふわふわおリボンというのは、普通は不ぶ気き味みなものだが、どちらかというと女顔の右京の場合、妙に似合っていた。




　日が暮れた後の寺町通りは、昼間よりも静けさを増して寂さびしい。

「どこに行くんだ？」

「さあ。どこだろうねぇ」

　困ったような顔で、右京は笑う。




　ちり……。

　ちりりん……。




（塀の上？　それとも……？）

　道の端の暗がりだろうか。姿の見えない猫の鈴の音を追い、銀の髪とリボンを揺ゆらして駆ける右京の後を、綱紀はついていく。










　　　　符ノ六　軽減の呪符







　長距離を走り続けるのは、学校のマラソン大会以来だった。

「どこまで、行くんだよ……っ!?」

「さぁ。どこまでだろうねぇ～。潮しお路じさん次第かな～」

　のんびりと右う京きようは返事をするが、綱つな紀きのほうは息が切れて、かなり苦しくなってきている。右京の呪じゆ符ふを身につけた潮路が、呪符の呪力で人払いをしながら先導しているので、近くには誰だれもおらず、右京と綱紀の姿は誰にも見られていない。みっともなかろうと、人目を気にする必要はないのだが。

（駄だ目めだ……、限界……！）

「わ、るい、先に、行ってくれ……！」

　ぜいぜいと喉のどを鳴らし、綱紀は速度を落とす。振り返って、右京も速度を落とし、立ち止まる綱紀といっしょに足を止める。

「先に行くのはいいんだけどね……」

「……ごめ、ん……」

　先に立って案内する潮路にちらりと目をやる右京に、身を屈かがめ膝ひざに手を置いて息を整えながら綱紀は詫わびる。目的地が定かでない以上、見失えばそこまで、だ？

（あれ？）

　壱いち葉ようが美み琴ことに電話して、右京を追いかけて合流するようなことを言っていた。

「……美琴さん、は、どうやって、来るんだ……？」

「あぁ。僕の携帯の発信電波を拾って？」

　とても近代的な方法。半径五十メートルの範囲で、現在位置の検索ができる。右京は袖そでの奥から出した、カールコードのストラップに繋つないだメタリックブラックの折り畳み式携帯電話を綱紀に見せた。

（先に言えよ☆）

　しかも、何で半疑問系？

　綱紀の携帯電話は、絶ぜつ佳か庵あんに置いてきてしまった。しかし持ってきていたとしても、設定するのにはいくらかの時間が必要だろう。身体からだを折ってひゅうひゅう苦しそうに喉を鳴らしながら、目つきも悪く見上げた綱紀を、右京は嬉うれしそうに見つめた。息を乱さず、汗のひとつもかいていない涼しげな右京に、綱紀は眉まゆを顰ひそめる。常つね日ひ頃ごろから鍛きたえているにしても、ちょっとこれは異常だ。

「……右う京きようさん……」

「ん？」

「物もの凄すごく、元気、だよな……？」

「あぁ、この呪じゆ符ふを使ってるからねー[image: ]」

　右京は襟えりをひょっと引っ張って、胸元に挟はさんだ、真ん中に大きく『軽』と書かれた呪符を見せ、懐ふところから呪符入れを取り出し中に入っているのを見せる。

「美み琴ことさんたちも皆、使ってるんだよ[image: ]　未使用の物なら、塔とう京きようタワーだって持ち上げられるさ[image: ]」

　貼はりつければ何でも軽くなる、軽けい減げんの呪符。触れている者の意思に従い、重さが軽減される。トータルの制限付きで、効力が弱くなってくれば文字は薄うすれ、呪符は自ら熱ねつのない炎を発して焼失する。必要経費で月に一枚の支給品だ。

「他にも、土地や物に貼りつけて記き憶おくを見せてもらって調ちよう査さに使える呪符とかね、電気を起こす呪符とかね、霧きりを起こす呪符とかね、いろいろあるんだよ～[image: ]」

（この野郎、わざと渡さなかったな……☆）

　据すわった目で右京を睨にらみつけ、見せびらかすように広げられていた右京の呪符入れから、綱つな紀きは軽減の呪符を一枚奪い取った。

「あぁっ、やっぱり、綱紀くんも使うんだ」

「当然だっ……！」

　右京を真ま似ねて、綱紀は襟元から中に呪符を突っこむ。身体からだが軽くなれば、走るのはかなり楽になるはずだ。

（軽く……！）

　思ったとたんに、すうっと解放されるような感じがして、身体が軽くなった。

（すげ……！）

　綱紀はオカルト的なものは信じない質たちだが、自分にとって都合のいいものは、利用するのにやぶさかではない。

「んじゃ、ま、スピードアップしようか。ずっと使ってると呪符の消しよう耗もうも早いから、そのへんは適当によろしく」




　ちりん……。




　前方の潮しお路じは、先を促うながす右京に応こたえて再び走り出す。遠ざかる鈴の音を右京は追い、右京の後に綱紀が続く。

（軽い……！）

　噓うそのような感覚に、綱紀は目を瞠みはる。これなら、息も乱さず、いくらでも走れる。長ちよう距きよ離りのマラソンランナーは、筋力を落とさないよう注意しながら、可能な限り体重を絞りこみ、走行中の負荷を減らす努力をする。呪じゆ符ふで重さを減らした身体からだは、筋力はまったくそのままなので、夢の中で走っているときのように、楽々前に進んだ。一歩一歩の歩幅も広く取れ、風を切って素早すばやく移動する様さまは、特とく撮さつもののヒーローのようだ。陰おん陽みよう師じといえば、綱つな紀きには映画やドラマで見た安あ倍べの晴せい明めいのイメージしかないが、右う京きようの呪符の力があれば、特殊撮影や映像処理なしでワイヤーアクションの吊つりの不自然さのない、物もの凄すごいアクションが可能だろう。

（陰陽師って……）

　かなり格好いいかもしれない。右京の場合は、色々問題ありだが。




　潮しお路じが右京を導いたのは、広い通りに面した場所にある高層ビルの工事現場だった。作業員たちの帰った無人の工事現場の中に、右京と綱紀は入りこむ。

「……ここが村むら上かみさんの仕事場なのか？」

　もっとお洒落しゃれで派は手でな、マスコミ関係というような雰囲気の男だったのだが。綱紀は資料を広げて確かく認にんしたが、やはり村上の勤めている会社は、建築関連ではない。看板に記載されていた施せ工こう者しやや業者などをチェックしても、とくに関かかわりがありそうでもない。

　工事現場を見回して、右京も首を傾かしげる。

「うーん、あの人とは無関係ぽいねぇ」

　村上が出入りするような場所には見えない。夢遊病で悩む依頼人・村上聡さとしについて、潮路は調ちよ査うさに出たはずなのだが。

　無断侵入を見つかって咎とがめられないように、右京は工事現場を囲む塀の外側に、侵入禁止の呪符を貼はった。




　建築中のビルは基礎工事をして、七階部分までの鉄骨が組まれたところである。各階の床面もまだできていない、骨組みだけだ。鉄骨や鉄筋、袋に詰められたコンクリートや砂などの建築資材があちこちに積つみ上げられ、クレーンから垂れ下がったフック付きのワイヤーが、明あ日すの朝の作業の再開を静かに待っている。無人の工事現場に照明はないが、隣となりにあるガソリンスタンドで煌こう々こうとつけられている明かりがいくらか漏もれてきて、物を判別するのには不自由しない。工事現場自体は静かなのだが、ガソリンスタンドから聞こえる店員の声やラジオの音で、寂しい感じはしない。

　潮路は猫なので、どうしてここに連れてきたのかと尋たずねることはできない。こじつけでも、綱紀は何か納得できそうなことがないか考える。

「……土地そのものに何か思い入れがあるとか？」

　このビルの建設が始まる前に、ここに何があったのだろうか。なくなってしまったものを懐なつかしむ気持ちがあれば、無む意い識しきにふらふらと訪れてしまうこともあるかもしれない。それとも、建設中のビルに何か思うところがあるのだろうか。

「あんたの呪じゆ符ふって、そういうのを探る力はないのか？　録画してるのを見るような感じとか、過去の音を聞くとか……」

「あぁ、それね。できるよ。土地に残っているものを、ちょっと呼び出せばいいだけだから」

　年月や情報の細かさは呪符の力にも比例するが、呪符で土地の記き憶おくを引き出すことはできる。

「村むら上かみさんは、ここで何かしてたのかな」

「さぁ、何だろうねぇ。綱つな紀きくん、よろしくね」

「って!?　俺おれの仕事かよ!?」

　簡かん単たんに調べがつくだろうに、呪符を使う様よう子すのない右う京きように、仕事を振られて綱紀は驚おどろく。

「だって、呪符を使うとお金がかかるじゃないか。――あぁ、そうすると、美み琴ことさんが怒るか[image: ]」

　にこーっと嬉うれしそうに笑った右京が、懐ふところから呪符の入った札入れを出そうとするのを、綱紀は慌あわてて止める。

「俺が調べる！」

　綱紀が調ちよう査さのために動くのは、就しゆう労ろうの基本料金内である。前回の仕事で無む駄だに出費した二十万円を取り戻したいと言って、拳こぶしを震ふるわせていた美琴の顔を、綱紀ははっきり覚えている。（綱紀に対する嫌いやがらせの意味でも）倹けん約やくしようとした右京の意向に従わなかったとなれば、職しよく務む怠たい慢まんで美琴に叱しかられるのは綱紀だ。

「じゃあ、明日あした、朝イチで[image: ]」

「……わかったよ……！」

　嬉しそうな右京に、今日きようは遅くまで振り回されて睡すい眠みん時間を削けずられることが予想できて、綱紀は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で頷うなずいた。

「でもまぁ、せっかく来たんだし。いっしょに一通り、ちょっと見て行こうか。何か面おも白しろいものが見つかるかもしれないし～[image: ]」

　うきうきという様子で、右京は工事現場の奥に踏ふみこむ。




「あ[image: ]　乾いてないコンクリート[image: ]」

「だぁっ！」

　基礎の部分に流しこまれた、生乾きのコンクリートを見つけ、嬉き々きとして突進しようとする右京の後ろ襟えりを、綱紀は急いで摑つかんで止める。

「証拠残してどうすんだ!?」

　犬猫の類たぐいなら、生乾きのコンクリートに足跡をつけても、仕方がないと苦笑されて終わるかもしれないが、人間相手に寛かん容ような反応を期待してはいけない。右京の履はいている草ぞう履りは、特注品だ。草履の跡から個人を特定され、迷惑な愉ゆ快かい犯はんとして、警けい察さつにこってり油を搾しぼられる様さまが想像できる。

「完全犯罪推すい奨しようか。ワルだねぇ、綱つな紀きくん[image: ]」

「人聞きの悪いこと言うな！」

　襟えり首くびを摑つかむ手に、力が入ってしまった綱紀は、右う京きようが咳せきをしたことで、右京の首が絞まっているのに気づき、慌あわてて手を放す。腹の立つ相手だが、せっかく見つけた雇用主を葬ほうむり去ってはいけない。

（それに、俺おれのギター……！）

　壊こわれた物はもうどうにもならないが、せめて弁償の金ぐらいはちゃんと毟むしり取って、祖母の仏前に供えたい。祖母の顔を思い出して―――。

（あれ？）

　何か言いたげな様よう子すだった祖母の表情に、そういえば田舎いなかを出てきてからずっと、夢で何度もこの祖母の顔を見たような気がすると、綱紀は思い出す。目が覚めてからは周りの空気にかき消されるように記き憶おくから抜け落ちてしまって、思い出すことはなかったのだが、ここでいきなりそれを思い出した。

（心配、かけてるよなぁ……）

　初めての都会での一人暮らしで、火事で焼け出されて、放火犯に間違われて、条件に釣られてとんでもない人間のところに就しゆう職しよくして―――。

　ぷつ、と足元で小さな音が聞こえた。




「え？」

　紛まぎらわしいタイミングだったが、何かを踏ふんだのではない。視線を落とした綱紀は、履はいていたスニーカーの左足の靴くつ紐ひもが片一方、結び目のところから切れているのを見た。

「綱紀くん？」

　様子を変えた綱紀に、右京が振り返る。

「悪ぃ、靴紐を結び直すから。調べるのはいいけど、悪ふざけは絶対禁止だからな！」

　しゃがみこみながら、綱紀は右京に注意する。靴紐が切れたままでは具合が悪い。少し短くなるが、紐を全体的にずらして結び直せば、余裕はなくとも何とか凌しのげるだろう。新しい紐に交換するまでの我慢だ。




　チチ……。




　乱れた着物を引っ張って直した右京は、しゃがみこんだ綱紀の陰から、こそっと後ろに走り去った豆粒ほどの大きさの異い形ぎようのモノを、青い瞳ひとみで捕らえた。




「綱つな～紀きくん[image: ]」

　笑いながら身を翻ひるがえした右う京きようが、どん！　と両手で綱紀を突いた。

「なっ!?」

　しゃがみこんで靴くつ紐ひもを直していた綱紀は、抵抗する暇もなく、右京に突き飛ばされる。

「何すんだっ!?」

　受け身も満足に取れず、勢いよく突き飛ばされた綱紀は三メートル近く無ぶ様ざまに転がり、悪戯いたずらをしかけた右京に顔を向けて怒ど鳴なる。




　一いつ瞬しゆん前まで綱紀がしゃがんでいた場所に―――。




　ズゥン！




　恐ろしい音を立てて、長さ六メートルの太い鉄骨が一本、落下した。




「え……」

　尻しり餅もちをついた綱紀は、地じ響ひびきとともに落下したそれを、呆ぼう然ぜんと見つめる。いっしょに落下した数本のボルトが、鉄骨の横を撥はね転がった。固定していたボルトが緩ゆるんで外はずれ、建築中のビルの上部にあった鉄骨が落下したらしい―――。




「うそ……」

　右京に突き飛ばされなければ、鉄骨は綱紀の真上に落下していた。あんな物に上から降ってこられては、人間の身体からだなんてトマトのように潰つぶれてしまう。驚きよう愕がくで速くなった鼓こ動どうが少し落ち着くのと同時に、綱紀は自分を突き飛ばした者のことを思い出す。突き飛ばされた瞬間に見た、悪戯な笑顔えがおをはっきりと覚えている。

「右京さん……っ！」

　悲鳴のような声は出たが、腰に力が入らなかった。

　袖そでか裾すそかはわからないが、鉄骨の下に挟はさまっている右京の着物の端が見えた。右京の姿は鉄骨の向こう側に隠れているのか、完全に下敷きになっているのか、綱紀のいる位置からはまったく見えない。がくがくと膝ひざが震えた。

（駄だ目めだ、急がないと……）

　人間の屑くずでも、人間である。直ちよく撃げきしていれば即死だが、しかし急所を外して、一部を圧おし潰つぶされている状態で、まだ息がある可能性は捨てられない。どちらにしても、一刻も早く状況を把握して、助けを呼ばなければならない。右京が塀に呪じゆ符ふを貼はったので、地響きを立てた鉄骨の落下も、外の者たちには感知できない。すぐ近くで働いている、ガソリンスタンドの従業員の声は聞こえるが、こちらからの物音は向こうには聞こえない。待っていても、助けは来ないのだ。座りこんでいる場合ではないと綱つな紀きはわかっているのに、力が入らず、身体からだが持ち上がらない……！

　気持ちばかりが焦じれ、じたばたと足あ掻がいてから、綱紀は呪じゆ符ふのことを思い出す。

（軽く……！）

　念じると、今度は腰が浮いた。立てる。

（そうだ、この呪符を使えば……！）

　腕力に自信のない綱紀でも、重たい鉄骨を退どけられるし、負傷した右う京きようを運ぶこともできる。綱紀は携帯電話を絶ぜつ佳か庵あんに置いてきてしまったが、隣となりのガソリンスタンドで救急車を呼んでもらえばいい。右京の携帯電話が潰つぶれていなければ、美み琴こととも連絡がとれるはずだ。

　膝ひざを笑わせながらも何とか中腰になった綱紀は、視界の端で動くものに気づいた。振り返った綱紀の目を、強い光が射いる。

　乱暴に砂じや利りをタイヤで踏ふみしだく音が、強い光で一時的に何も見えなくなった綱紀に迫る。




　どん！




　鈍い衝しよう撃げきとともに、綱紀は暴走してきた軽トラックに撥はねられた。




　勢いよく撥ね飛ばされた綱紀は、組まれた足場の隙すき間まを抜けて、建設中のビルの柱に左の肩口から激げき突とつした。

「……いってー……☆」

　反動で軽く頭をぶつけた綱紀の目の前に星が散った。撥ねられて激突してぶつけて、どん、がん、ごん、どさっとコンクリートの上に落下した綱紀だったが、意い識しきははっきりしている。車に撥ねられて数メートルも飛ばされ、剝むき出しの鉄骨の柱でぶつけたというわりには、噓うそのようにダメージは少ない。

（……そうか、呪符のお陰だ……）

　立ち上がろうとして、呪符で体重を軽減していたところだったから、綱紀の身体は軽々と吹っ飛ばされ、柱にぶつかった。音だけは恐ろしく生々しい、本来のものが響ひびきわたっていたが、綱紀は軽減の呪符を使っていたために、衝撃加重も軽く、怪け我がも軽くすんだのだ。そうでなければ、複雑骨折や内ない臓ぞう破裂等の大怪我をしていてもおかしくない状況だ。




　綱紀を撥ねた軽トラックは、落下して斜めに通行止めするように転がっていた鉄骨にぶつかり、右前輪をパンクさせて腹を擦こすりながら、鉄骨に車体半分乗り上げたところで、それ以上前に進めなくなった。砂じや利りを撥はね上げ、タイヤが空回りする耳みみ障ざわりな音が響く。

（狙ねらわれたのは、右う京きようさんと俺おれ……？）




　最初はただ驚おどろいて、鉄骨が落下したという現状を認にん識しきすることしかできなかった。事故か故意によるものかなど、考える余裕もなかった。だが、軽トラックは明らかに意図して綱つな紀きを襲おそった。続けざまに二度、危険な目に遭あえば、鉄骨の落下も事故などとは思えなくなる。鉄骨は綱紀を狙うように落ちてきた。右京は綱紀を庇かばって、鉄骨の下敷きになった。軽トラックは容よう赦しやない勢いで綱紀を撥ねた。綱紀と右京の順番が入れ替わってしまったが、一応の目的は達せられている。―――鉄骨の落下する場所で、タイミングよく綱紀の靴の紐ひもが切れたことの説明がつかないが。




（誰だれ……？）

　倒れ伏したままの格好で、綱紀はそっと目を開けて盗み見る。

　トラックは無人では動かない。人がいるようには見えなかったが、隠れるのがまったく不可能だったわけではない。無人に見えた工事現場に、誰がいたのだろう？　潮しお路じは呪じゆ符ふで人払いしながら、右京と綱紀を先導していた。呪符の呪力を撥ね除のけるような者がいた場合には、潮路はそれを鈴の音で右京に知らせて立ち止まったはずだ。そして右京は工事現場に入る際に、邪じや魔まされないように呪符を貼はった。一般の者は入れないはずだし、自分たちの後から、誰かが侵入したとは綱紀には思えない。消去法でいくならば『関係ある者がいた』ということになるのだが……。




　空回りをしていたタイヤが止まった。エンジンが止められ、眩まばゆいばかりだったライトが消される。鉄骨に乗り上げて傾かたむいていた軽トラックのドアを開けて、運転席にいた者が車外に出る。大人おとなの男性らしい、重たい足音が、砂じや利りを踏ふんだ。隣となりのガソリンスタンドから漏もれた照明で、男の姿が淡く照らされる。




（村むら上かみさん……！）




　昼間絶ぜつ佳か庵あんに来たときにはスーツ姿であり、今はもっとラフな服装に変わっていたが、その男は間違いなく今回の仕事の依頼者である村上聡さとしだった。




　じゃりっと足音を立てて近づいてくる村上をこっそりと見つめながら、綱紀はいつ起き上がって逃げようかと、全身に冷や汗をかきながら考える。綱紀がじっと倒れたままでいるから、きっと村上は安心している。安心して……。

（寝てる!?）

　両目を閉じたまま、村むら上かみは歩いてくる。見間違いかもしれないと、綱つな紀きは何度も瞬まばたきして確かく認にんしたが、村上の両目はしっかり閉じられていた。しかし、足取りは確たしかで、正面から顔が見えなければ、眠っているなどとはとても思えない。

（まさか、これが……）

　村上が不安がる夢遊病の状態なのだろうか。依頼のために絶ぜつ佳か庵あんを訪れたとき、右う京きようは村上に一枚の呪じゆ符ふを渡した。もしも……。その呪符を支し度たくして使う前、身につけていないときにどこかで居眠りをしてしまったとすれば。呪符の効力は、まったく発はつ揮きされない―――。

　だとしても、村上はここでいったい、何を？　ビルの建築阻止のために、工事の邪じや魔まをしていたとでもいうのだろうか？

（でも、右京さんや俺おれがどうして……）

　村上は夢遊病の不安を解消するために、自分自身を封ふう縛ばくしてくれるように右京に頼んでいた。右京は村上の希望を叶かなえるために、必要な術師だ。

（依頼そのものが、噓うそだったのか!?）

　右京に接近するための、偽いつわりの依頼？　絶佳庵のやり方をある程度調べていたなら、依頼の後に調ちよ査うさをすることはわかる。封縛の対象が不審な行動をとったならば、右京が動くのもいつものことだ。

（でも、それなら……）

　目を瞑つむって眠っている振りをすることはない。目を瞑っていては、何も見えないではないか。

（これが、村上さんの夢遊病なのか？）

　眠っているときに現れる、もう一人の村上がしていることなのだろうか……。

　トラックで突っこむのはまだしも、鉄骨を落下させるのは、思いつきですぐにできることではない。罠わなを仕かけるのには、作業終了後のビルの建築現場は、願ねがってもない場所だ。しかも何が起こっても周りのものたちに知られないように、右京自身が呪符で場所を閉鎖してくれる。右京が人に恨うらみをかいそうな人物であることは、嫌いやな思いをさせられた綱紀はよくわかっているし、右京の首にあった生々しい痣あざからも、殺したいほど憎まれていることは噓ではないとわかる。たまたま右京と一いつ緒しよにいたから、綱紀は巻き添えを食って―――。

（駄だ目めだ、美み琴ことさんも来るんだ）

　混乱している場合ではない。このままでは、美琴まで巻きこんでしまう。乱れることなくまっすぐ近づいてくる足音に、綱紀は腹を括くくる。常じよう軌きを逸いつした行動をとっている村上に対して、手加減するのはこちらの身が危ないが、格かく闘とう系けいのスポーツに無縁だった綱紀には、村上と戦うことはできない。軽けい減げんの呪符では、衝しよう撃げきを緩かん和わして自分の怪け我がは最小限ですんでも、武器にはならない。塀の外に貼ってある呪符を剝はがせば、中で起こっていることは外にも知られることになる。工事現場から建築資材や重じゆう機きを盗む泥棒もいる。無人のはずの工事現場で派は手でな物音がすれば、隣となりのガソリンスタンドの人間が気づくだろう。夢遊病で動いている村むら上かみに、まともな判断を期待することはできない。しかし、新たな被害者を出すことは避けられるはずだ。

　急いで起き上がった綱つな紀きは、鉄骨の骨組みの周りに組んである作業用の足場に向かって脱だつ兎とのごとく走った。呪じゆ符ふの力で負荷を軽くして、一気に駆け上がって上を目指す。明かりは不十分で足元はよく見えない。綱紀は転げ落ちないように、手を伸ばして必死でパイプを摑つかむ。軽けい減げんの呪符を使えば、高い位置から飛び下りても怪け我がをすることはないはずだ。

　建築中の上層階に村上を引きつけて、いくらかの時間稼ぎができれば、塀の外の呪符を剝はがせる。村上がぐずぐずしてくれれば、そのあいだに鉄骨を退どけて右う京きようを助けることもできる。

　突然の綱紀の行動に、村上は即そく座ざに対応できなかった。綱紀が倒れていた位置まで近づいた村上は、足を止める。スチールの階段を蹴け立たてる、綱紀の乱暴な足音が暗がりに響ひびく。

　音に促うながされるように、村上は顔を上げ、綱紀のほうに顔を向け―――。




　飛んだ。




「げっ!?」

　いきなり同じ目の高さに現れた人ひと影かげに、四階部分を駆け上がっていた綱紀は仰ぎよう天てんする。尋じん常じような跳ちよう躍やくではない。だが、見えない手で引き上げられたかのような不自然な動きよりも、かっと見開かれた瞳ひとみのない真まっ赤かな目に、ぞっとした。

（人じゃない!?）

　姿形は同じだが、あれは―――人間の目ではない。




　腕を振り上げ、独こ楽まのように高速回転した村上の身体からだが宙を滑すべるように近づき、綱紀を襲おそった。ありえない異様な光景に気を呑のまれ、階段の途中で足を止めてしまった綱紀は、触れた村上の腕に叩たたき落とされた。足場のパイプに衝しよう突とつし、吹っ飛ばしながら、綱紀は地面に積つみ上げられていたコンクリート資材の砂袋の上に落下する。綱紀を受け止めた砂袋は衝しよう撃げきで爆ばく発はつするように弾はじけ、高さ数メートルにも及ぶ砂柱が立った。




（っつー……☆！）

　呪符の力をできるだけ使って階段を上っていたところだったので、乱暴に叩き落とされようと、砂袋を爆発させるほどの勢いで落下しようと、綱紀の身体にかかる衝撃は、庭にわ箒ぼうきで思い切り乱打された程度だ。

　舞い上がった砂の幕を突き破って、村上が現れた。喉のどに向かって伸ばされた手を見て、綱紀は慌あわてて身を翻ひるがえす。綱紀が飛とび退のいた場所に、ざっくりと村上の手刀が突き立った。

（冗じよう談だんじゃねぇぞ！）

　村むら上かみの攻こう撃げきは殺意に満ちているうえに、人にん間げん離ばなれしている。村上のように見えるが、あれが本当に村上なのかと尋たずねられれば、肯定する自信はない。目を閉じて眠ったまま何かされるのは怖かったが、目を開けた村上は、目を閉じているよりもっと怖かった。

（どうしろってんだよ!?）

　勝手も何もわからない、ド素しろ人うとの綱つな紀きは、ただのへなちょこアシスタントであって、人外のモノを相手にする術者ではない。

（あぁ、もう、畜ちく生しようっ！）

　だがしかし、人外のモノであろうとなかろうと、自分の身は自分で守らなければならない。頼れる者はどこにもいない。

（って、どこかで笑いながら見てるんじゃねぇだろうな!?）

　あの、性格の悪い右う京きようの場合……。

（あり得る……☆）

　認めたくないが、それはもう、すごくありそう。

　綱紀は襟えり元もとに手を突っこんで、呪じゆ符ふを摑つかむ。尋じん常じようならざる相手に対して、綱紀が使える物はこれだけだ……！

（右京さんっ……！）

　飛びつくように鉄骨の上に乗り上げている軽トラックに近づいた綱紀は、右みぎ掌てのひらに呪符を当てて軽トラックに手をかけた。

（持ち上がれっ！）

　発はつ泡ぽうスチロールでできた精せい巧こうなレプリカのように、軽々と軽トラックが持ち上がる。

　後を追ってきた村上が綱紀を襲おそう。夢中で振り回して放り投げた軽トラックが、村上にぶち当たる鈍にぶい衝しよう撃げきがあった。呪符に助けられている綱紀にとっては軽いが、投げた軽トラックに激げき突とつした村上にとっては、それは走行中のトラックにぶつかられた衝撃と大差ない。軽トラックごと村上が吹っ飛んだのを目撃し、綱紀は鉄骨に手をかける。

「右京さんっ！」




　呪符を右掌に、急いで持ち上げた鉄骨の下には、うつ伏せて力なく横たわる右京の姿があった。

「あ……」

　目の前にあるものを認めたくない思いと、やっぱりという思いで、綱紀は立たち竦すくむ。




　息を呑のんだ綱紀の前で―――。




　横たわる右京の身体からだが、青白い炎を上げて燃もえ尽きた。










　　　　符ノ七　集うものたち







「は……」

　跡形も残さず消えたものに、鉄骨を持ち上げたまま、綱つな紀きは目を丸くする。横たわっていた姿は、あまりに生々しかったけれど。

（まさか……、呪じゆ符ふ？）

　忍にん術じゆつでいうところの、変わり身の術のような―――。

　上に乗っていた鉄骨を取り除けて負荷をなくさなければ、解けない術だったのに違いない。

（あンの野郎～……！）

　安あん堵どと怒りとで、膝ひざから力が抜けて、綱紀は鉄骨を手から落とし、その場に座りこむ。ずしんと地面が揺ゆれるほど重い音が響ひびいたが、工事現場の外には聞こえないし、わからない。

　だとすると、本物の右う京きようは？

（……あいつ……！）

　大おお慌あわてして右う往おう左さ往おうしている綱紀の姿を、どこからか盗み見て本当に楽しそうに笑っている、質たちの悪い姿が想像できたが、憤ふん慨がいするほどの元気は残っていなかった。

「馬ば鹿か野郎……！」

　罵ば倒とうしてみるが、一いつ瞬しゆんでもあんな男に哀あわれみを感じた綱紀本人が、一番馬鹿である。




　塀の外でスクーターが止まる音がした。

「―――綱紀くん!?　どうしたの!?」

　入口を開けた美み琴ことに呼びかけられ、綱紀はびくりと肩を震ふるわせる。

　右京は最悪の結果にはならなかった。しかし、ここには……！

「美みこ……」

「駄だ目め！　お姉ねえちゃん！」

　慌てて腰を上げた綱紀より早く、今まさに工事現場に足を踏ふみ入れようとしていた美琴は、少女の声とともに後ろに引き戻された。美琴が進もうとした場所目がけて、外から数個の小さな黒い玉が飛来し、小爆ばく発はつが起こる。

「周りをよく見てください！」

　絶ぜつ佳か庵あんで食事をしたときのラフな服装とは違い、薬くす師しとしての営業用の正装である白の行ぎよう者じや装しよう束ぞくに身を包み、少女とは逆の側から駆けつけた宇う田だ川がわ治はる陽ひが、綱紀に向かって叫んだ。

（周りを、よく見る……？）

　綱つな紀きが投げた軽トラックは、横倒しの状態で村むら上かみの上に乗っていた。下敷きになっている村上に動く様よう子すは見えないが、しかし右う京きようにしたように軽トラックを退どけてやることはできない。緊きん迫ぱくした声で注意を促うながされるようなことは、どこに見えない。

　急いで確かく認にんをした綱紀は、駆けつけた治はる陽ひたちが、工事現場の中に入ってこないことに気がついた。入ろうとした美み琴ことも、外に引き戻されている。

「え……？」




　治陽は素しろ人うとではない。術者をサポートする立場ではあるが、この世界に関かかわって長く経けい験けんを積つんでいる。自分の身を守りながら術者とつきあっていかなければならないので、綱紀が右京にもらった物よりももっと自分の使いやすい護ご符ふを所持している。

「何もないと思ってるから見えないのよ！　もっと疑って！」

「ちょっと、鼓こ幸ゆき！」

　治陽の後ろから顔を出し、苛いら々いらしく綱紀に怒ど鳴なった少女を、美琴が窘たしなめる。右京の助手とはいっても、綱紀は呪じゆ符ふに呼ばれて今日きよう絶ぜつ佳か庵あんに来たばかりの、まったくの素人だ。至らないという自覚はあるだろうが、初対面の年下の少女にいきなり怒鳴りつけられては、綱紀もたまらない。

「それよりあんた、どうしてここに……」

　高校生でありながら、陰おう陽みよう寮りように優秀な巫み女ことして実力を認められた蘆あし屋や家の三女・鼓幸は、明あ日すまでの予定の仕事で丹に井い潟がたに出かけていて留守にしていた。

「瘴しよう気きが濃こすぎて電話も繋つながらないし！　無理言って戻ってきたの！　こっちがとんでもないことになってたから！」

　新幹線で塔とう京きよう駅からまっすぐに来た鼓幸は、降りたばかりのタクシーに戻り、会計を済ませて、座席に放り出していた荷物を持って出る。

「とんでもないことって？」

「あぁ、もう！　お姉ねえちゃんたちの大胆さが羨うらやましいわ！」

　早さ乙女おとめ神社の巫女の一人であり、陰おん陽みよう師じの右京の助手をしているが、美琴に霊能力はない。定められた手順をきっちりと踏とう襲しゆうすることで不足なく術を成なし遂とげている、ちょっと勘がいいだけの普通の娘だ。見えてしまう鼓幸たちには恐ろしくて行けないような場所にも、見えない美琴は平気で踏ふみこめる。穢けがれや邪じや気きも感じないので、まったく頓とん着ちやくなしだ。過敏に反応して吐き気に襲おそわれたり、熱ねつを奪われて寒くなるということもない。




　鼓幸に怒鳴られた綱紀は、眉まゆを顰ひそめる。

（もっと疑う……？）

　何を？

（何もないと思っているから見えない、って……）

　あると思えば、何もないように見えている場所に、何かが見えてくるのだろうか。




　理解不能という顔をしている綱つな紀きを眺ながめて、治はる陽ひは不安そうな表情で小首を傾かしげる。

「消化吸収の具合から考えて、そろそろ効いてくるはずなんだけどなぁ。そのために、綱紀くんにはたっぷり摂せつ取しゆしてもらったし……」

　治陽がお土産みやげにしたお茶と、夕飯のときの得体えたいの知れない自然食品のおかずは、すべて食品添加物や化学繊せん維いに慣れて鈍化した現代人の感覚を鋭えい敏びんにする、浄化作用のあるものだった。現代の若者でも田舎いなか育ちである綱紀は、都会の人間よりも毒されておらず、効きがいいはずなのだが……。




（キチ……）




　頭の上のほうから小さく、小動物のような鳴き声が聞こえた気がした。

（コウモリ？）

　綱紀は顔を上げ、鳴き声の聞こえた気がするほうに目をやるが、闇やみの中を飛んでいるコウモリらしき姿は見えない。そこにいるだろうと思って目を凝こらしても、見えないものは……。

「……え？」

　何か、もやもやと視界が揺ゆれる。目の具合がおかしくなったのかと、綱紀は瞬まばたきをして月を見上げる。月の輪りん郭かくは、歪ゆがみなくくっきりと見えた。だが視線を戻すと、またもやもやと視界が揺ゆれる。陽かげ炎ろうのようだが陽炎ではない―――。

（何か、ある……？）

　建築中のビルの鉄骨の周りと地面の上に、見えないものがもやもやと……。




　キチ、キチチ。

　キキ。




　再び鳴き声が聞こえたと思った、その瞬しゆん間かん―――。綱紀の視界がクリアになった。狂っていたチューニングが合うように、もやもやしていたものがはっきりとした形をとる。







　びっしりと地面を覆おおい尽くす餓が鬼きの群れの中に、綱紀は立っていた―――！







「げっ!?」

　拳こぶしほどの大きさの醜しゆう悪あくなモノたちを認にん識しきし、綱つな紀きは身を竦すくませる。昔、お寺で見せてもらったことのある六ろく道どう絵えの餓が鬼きそのものの化ばけ物ものが、綱紀の周りで蠢うごめいている。

　餓鬼は建設中のビルの中央から、噴ふん水すいの水のように地下から押し出され、出てきては溢あふれる。まるで……、地獄の釜の蓋ふたがずれて開き、そこから餓鬼が先を争いながら出てくるように―――。

（こんな、こと……）

　あのときは見えなかったからわからなかったが、助走もなく飛び上がったかのように見えた村むら上かみは、餓鬼たちの手によって、宙に投げ上げられたのだ。空中に静止して見えたのも、手を繋つなぎあって連なった餓鬼たちによって、吊つり下げられたからだ。独こ楽まのような回転も、すべて餓鬼たちが村上の身体からだを使ってやったこと―――。

　餓鬼たちは食物に繁はん殖しよくする黴かびのように縦じゆう横おうに、建築中のビルを覆おおい、重なり合いながら工事現場を埋めつくしていた。軽トラックの下敷きになっている村上も、軽トラックごと餓鬼に覆われている。餓鬼が這はい上がっていないのは、綱紀の身体の上だけだ。餓鬼たちは綱紀を避けるように、ほんの数センチの隙すき間まを空あけて、周りを取り巻いている。周囲に充満していた酷ひどい臭においに吐き気がして、ぐっと綱紀の喉のどが鳴った。

（こんな、だったから……）




　美み琴ことは工事現場に進入するのを阻そ止しされたのだ。綱紀にも、やっとわかった―――。




　右う京きようの貼はった呪じゆ符ふが、工事現場に集まった無数の餓鬼たちを閉じこめている……。




　餓鬼だらけの工事現場に入りかけた美み琴ことを、鼓こ幸ゆきは懸けん命めいに後ろに引き戻した。治はる陽ひの投じた火薬玉は、美琴に飛びかかろうとした餓鬼を攻こう撃げきした。呪符によって隔かく絶ぜつされている工事現場の外の様よう子すはわからないらしく、餓鬼が美琴たちを牽けん制せいするような素そ振ぶりはない。




　工事現場の入口から、上を見上げて鼓幸が大きな声で呼びかける。

「施せ餓が鬼きならいつでも行えるわ！」




　鼓幸の呼びかけた先―――、鼓幸の視線を追って、綱紀も上を見上げる。

　建築中のビルの最上部。資材運搬用に取り付けられたクレーンに吊り下げられた一本の鉄骨の上に、ブランコにでも腰かけているかのような右京の姿があった。もちろん、クレーンもワイヤーも、吊り下げられている鉄骨も、下にいる綱紀の周りと同じように、群がる餓鬼に塗まみれている。綱紀と唯一違うのは、右京自身にも数匹の餓鬼がへばりついていることだ。上空を渡る風に絹のリボンを揺ゆらす銀の髪の美び貌ぼうの封ふう縛ばく師しは、墨すみ色いろの衣を纏まとい、すぐ近くに蠢く餓鬼どもを配していても、清浄なる月の光を弾はじいて、淡く神聖に輝かがやくように見えた。

（右う京きよう、さん……）

　絶対の力を誇る封ふう縛ばく師し。瘴しよう気きの真まっ只ただ中なかに身を置こうとも、右京は穢けがされることはない。地に淀よどみ、わだかまるどんな醜しゆう悪あくな闇やみも、遙はるか天空の高みに輝く月を微み塵じんも穢すことができないように、どんなに餓が鬼きが群がろうと、右京を穢すことはできない。理屈ではなく本能でわかる、それは揺ゆるぎない事実―――。




　施せ餓が鬼きを行えば、この工事現場に集まっている餓鬼たちをすべて祓はらい清めることができる。




　ちりん。




　鈴の音を響ひびかせて、黒猫が右京の左肩の上に乗った。白銀の髪に青い瞳ひとみの右京と対をなすかのような、漆しつ黒こくの身体からだに琥こ珀はくの瞳の綺き麗れいな猫。首には金の鈴がある。

（あ……）

　あの猫が潮しお路じだ。恐れもせずに華か麗れいに餓鬼の間を擦すり抜け、羽根のように軽やかに右京の肩に飛び乗った黒猫に、綱つな紀きはそれが自分たちをここまで導いたものだとわかった。右京は、頰ほおに頭を擦り寄せてくる潮路を撫なでる。

　鼓こ幸ゆきの呼びかけで、自分に視線が集まったことを感じた右京は、足をぶらぶらと揺らしながら、下にいる綱紀を見下ろして、にこりと微笑ほほえんだ。

「綱紀くん、何か『大切なこと』を忘れてないかい？」

　涼しい顔で問われて、むっとして綱紀は答える。大切なことなら―――！

「忘れるわけないだろ……！」

　右京が綱紀のギターを壊こわしたことは、絶対、一生忘れない！

　くすくすと右京は笑う。

「そうそう[image: ]　忘れちゃいけないよ[image: ]」




―――忘れちゃいけないよ、綱紀。




　右京の言葉に引き出されて、祖母の声が耳に蘇よみがえり、綱紀ははっとする。

（―――御護まもり……！）

　持ってない。




―――忘れちゃいけないよ、綱紀。これはとても大切なことだからね。




「何？　何か忘れてた？　綱つな紀きくん」

　表情を変えた綱紀に、風にふわふわと髪を靡なびかせ、目を輝かがやかせて右う京きようは笑う。確たしかに、右京が指摘したように、忘れていたことはあったけれど……。

「だ、だからって、何だよ!?　あんたには関係ないだろ！」

（たかが御護まもりひとつじゃないか……！）

　何だかもう、右京の態度はいちいち癇かんに障さわる。思い出す云うん々ぬんより先に、綱紀は餓が鬼き塗まみれのこの現状を、何とかしてもらいたい。

「関係ない。うん。関係ないねぇ。でもさぁ、喋しやべってるのが聞こえないかなぁ」

「何……」

　言いかけて、綱紀は息を呑のむ。きっと右京には聞こえているのだ。見えないと思っているから見えない、見えなかった。だとしたら、聞こえないと思っているから、聞こえない？




　キチ。

　キチチ。




　ざわざわと群がる餓鬼たちがたてる鳴き声。だがこれは、本当に鳴き声なのだろうか。綱紀は餓鬼を見るのも初めてならば、その鳴き声を聞くのも初めてだ。醜しゆう悪あくな容姿をしているから、獣けものじみた鳴き声を発するだろうと先入観を抱いだいていることに綱紀は気づく。歓喜しているようなのは、間違いなく雰囲気でわかるのだが……。




　ミツケタ。




　人語を発しているのかもしれないと、聞こうとする気持ちを切り換えたとたん、囁ささやきに変わって聞こえた餓鬼の鳴き声に、綱紀はびくりと身を震ふるわせる。




　ミツケタ、ミツケタ。

　ツナノコ、ミツケタ。

　ツナ、ミツケタ。




「綱つなの……、子？」

　餓鬼たちの意い識しきは、術者である右京ではなく、綱紀に向けられている。囁かれているそれが、自分のことだと綱紀にもわかる。父の名前にも祖父の名前にも『綱』の文字は使われている。綱つな紀きは『綱』の子であるし、『綱』本人でもある。

　餓が鬼きから聞こえた言葉を呟つぶやいた綱つな紀きに、鼓こ幸ゆきが目を丸くする。

「呆あきれた！　あんた、自分が何者だか知らないの!?」

「鼓幸！」

　苛いらついて綱紀に怒ど鳴なる鼓幸を、美み琴ことは後ろに引き戻す。クレーンに吊つり下げられた鉄骨のブランコで足をぶらぶらと動かしながら、右う京きようは朗ほがらかに笑う。

「自分が何者だったのかなんて、知らないまんま、ぼーっと生きられるのなら、それでいいんじゃない？」

　義務や責任に縛しばられることなく、与えられたものを当たり前だと受け止めるだけの生きかたは、とても楽だ。生まれることによって背負わされるものに、選択の余地などない。親兄弟や先祖、育てられかたを選んで生まれてくることは、誰だれにもできない。遺伝形質も正負の遺産も、すべて生まれながらにして決定している。誕たん生じようというスタートラインから、人はもう既すでに優ゆう劣れつを与えられ、負荷を背負わされている。

「冗じよう談だんじゃないわ！　大迷惑よ！」

「鼓幸！　言い過ぎよ！」

「あんたの耳は、聞きたくないことだから聞こえないの!?　耳かっぽじって、よく聞きなさいよっ！」

　綱紀に対する鼓幸の罵ば倒とうの声は、悲鳴のようにも聞こえた。人間の耳には、聞きたいことだけを選択して聞き分ける能力がある。録音して均一に記録された音と、耳に聞こえた音に違いがあるのは、そのせいだ。聞きたくないことは聞こえない、聞こえていても認にん識しきされないということは、実際にある。

（聞きたくない、こと……）

　選択しているという自覚のない綱紀には、何が聞こえていないのかわからない。

（すべてを、聞く―――！）

　それが意図してできるのかどうかはわからないが、チューニングするように綱紀は意識する。




　ミツケタ、ミツケタ。

　ツナノコ、ミツケタ。

　ツナ、ミツケタ。




　クラオウゾ……！




　別の囁ささやきが混じって聞こえ、綱紀ははっとしてそれに耳を澄すます。




　クッテ、クッテ……




　クイコロセ……！




　カチカチカチ……、牙きばが咬かみ鳴らされる音が囁ささやきに混じる。

　唐とう突とつに、綱つな紀きは餓が鬼きがどんなモノであるのかを思い出した。

　餓鬼とは文字通り、餓えた鬼。浅ましいほどに喰くらうことを切望するモノ。これらは皆、綱紀を喰らいたいと目を輝かがやかせている。歓喜しているのは、綱紀を前にしているから―――。

　右う京きようがいたから、瘴しよう気きが祓はらわれ、安全になったような気がしていたが、それは都合のいい綱紀の錯覚にすぎない。綱紀が身を置く現実は、右京の存在を確たしかめる前も後も、何ひとつ変わってはいない。綱紀には餓鬼を祓う力は何もない。今はおとなしく周りに群がっているだけの餓鬼たちだが、いつ牙を剝むいて襲おそいかかってくるかなどわからない。

（逃げ、ないと……）

　大変なことになる。わかっているのだが、足が竦すくんで……、動けない―――。

「な、んで、俺おれが……!?」

　餓鬼に狙ねらわれることになるのか、綱紀にはまったくわからない。理不尽という様よう子すの綱紀の呟つぶやきを、右京は笑う。

「綱紀くんのせいじゃないさ。その血を受け継いで生まれたのが、たまたま君だっただけで」

　工事現場に集まっている餓鬼の数は半端ではない。今はただ群れているだけだが、いつまでおとなしくしているかなんて、餓鬼の都合はわからない。

「大丈夫よ、お姉ちゃん。陰おん陽みよう寮りようも、この事態に気づいてるはず。もうじき誰だれか術者が来てくれるはずよ……！」

　餓鬼を極きよく力りよく刺し激げきしないために、鼓こ幸ゆきたちははらはらしながらも工事現場の外から見守ることしかできない。工事現場が餓鬼の群れで溢あふれているのだと聞いた美み琴ことは、眉まゆを顰ひそめて考える。

「ちょっと待って。餓鬼……、『鬼おに』で『綱つな』……、ときたら……。渡わた辺なべの綱つな!?」

「そうよ……！」

　鼓幸は数珠じゆずを握にぎり締しめる。

「あいつは鬼の宿しゆく敵てきたる英雄・渡辺綱の血を引いてるのよ……！」

　それこそ、綱紀を取り巻いた餓鬼たちが綱紀に触れない理由。喰らうことを切望していても、餓鬼は鬼を退治した綱を恐れている。しかも名字に含まれている『桃もも』は鬼を祓い、寄せつけない力を持つ。綱に退治された鬼の怨えん恨こん、呪いのすべては嫡ちやく子しの血と共に受け継がれて、渡辺の家から桃もも枝えだの家へと移された。




―――忘れちゃいけないよ、綱紀。これはとても大切なことだからね。お前がいつか大人おとなになって、結婚して最初に生まれた男の子供にも、同じことを言うんだよ。お前の子供の子供、孫にもちゃんと伝わるようにするんだよ……。




　一昨年おととし亡くなった祖母が、いつも言っていた。綱つな紀きは土地に守られているのだと。だから、生まれ育った土地から出るときには、氏うじ神がみ様さまの御護まもりを必ず持っていなければならない。これは父もそうだった。桃もも枝えだ家の長男にとっては当たり前のことだったから、綱紀は何も考えることなくきちんと言いつけを守って、子供のころから、遠足に出かけたりするときには氏神様の御護りを大事に持っていた。祖母が亡くなって、進路を考えて高校を卒業してばたばたとして……。綱紀はすっかり忘れていた。あんなに何度も、繰くり返し聞かされていたことだったのに―――。

　桃枝の家を守る強い氏神の力で、鬼は綱の血を継ぐ者から退しりぞけられ、鬼と綱とはこれまで危うい均きん衡こうを保っていたのだ。鬼避けの御護りを持たずに土地を離れた綱―――、綱紀の動きを察さつ知ちして、餓が鬼きは綱紀を追い、塔とう京きように向かって動いた。突然に行動を開始した餓鬼に、塔京を離れていた鼓こ幸ゆきは驚おどろき、急いで都合をつけて駆けつけたのだ。絶ぜつ佳か庵あんの出入り業者である薬くす師しの宇う田だ川がわ治はる陽ひや、霊れい能のう針しん灸きゆう師しの伽か琵び螺ら一いつ角かくは、常に円えん滑かつにサポートできるよう貰もらった右う京きように繋つながっている呪じゆ符ふから、右京の状態を知ることができる。治陽と一角は、右京が綱紀と村むら上かみを呼び寄せるために広告を書くという行動を起こすと同時に、右京が何かしでかそうとしていることを感じ取った。確かく認にんするために絶佳庵を訪れた一角と治陽は、異変の中心となるだろう綱紀が、性格に問題はあるが陰おん陽みよう師じとしては優ゆう秀しゆうな右京のもとに身を寄せたとわかり、大事にはならないだろうと踏ふんだのだが……。




「じゃあ、綱紀くんの近くで何度も火事があって、綱紀くんのアパートが燃もえたのも……」

　真冬でもなく、誰だれもが新生活で慌あわただしい思いをしている時期、環かん境きようや人間関係によって溜たまったストレスを発散するために衝しよう動どう的てきに放火する―――、というのは少し考えにくい。

「餓鬼たちがそう仕向けたのよ」




　綱の子は、鬼の宿敵―――！




　鼓幸は断言し、工事現場で軽トラックの下敷きになっている村上を見つめる。

「依より代しろ体質ね、あの人。鬼と同どう調ちようしやすい人間の、意い識しきのないときなら、餓鬼は人を思いのままに操あやつることができる」

　人や車の多い塔京のような都会は、空気が汚れていて澱よどみやすく、穢けがれた瘴しよう気きをより多く呼び寄せる。不平不満、他人への悪意、怨えん恨こんなどを心に抱いたまま鬱うつ積せきしている人間は、鬼の瘴気と同どう調ちようし、染まりやすい。心身に他の霊れい気きを受け入れられる隙すき間まを持つ『依代体質』の人間は、霊的物体を引き寄せやすい。実体を持たない小物の鬼は、瘴気で冒おかして負の方向に働きやすくするだけで、人間に直接危害を加えるほどの力はないが、同調しやすい人間や、依より代しろ体質の人間に取り憑ついて操あやつることはできる。鬼にとり憑かれた人間は、鬼の意のままに行動してしまう。

「あの人、夢遊病を封じてほしいって、今日きよう絶ぜつ佳か庵あんに依頼をしに来たわ―――」

「鬼に操られている人間は、記き憶おくには残っていなくても、何かをしていることはわかっている。その何かが罪であったなら、口外はできないでしょうけど」

　露ろ顕けんしていないすべてを封ふう縛ばくし、村むら上かみは闇やみに葬ほうむり去ろうとした。

　綱つな紀きのことを覚えていて、放火犯だと決めつけた主婦も依代体質であり、心の隙すき間まに入りこんだ鬼の囁ささやきの影えい響きようを受けて、綱紀を憎々しく思うように思考を曲げられていた。依代体質であり、幼いころから夢遊病の癖くせを持ち、不平不満を内に溜ためこんでいた村上は、鬼が憑くには絶好の人間だった。自我を失い、完全に支配下に置かれた人間の肉体は、鬼の思いのままに操られてしまう。限界や常じよう識しきを超え、さっき綱紀を襲おそったように、通常、人間には到底不可能な運動すら可能だ。

「でも、変ね……。右う京きようくんはこんなことにならないよう、村上さんに呪じゆ符ふを渡したのに……」

　右京に呪符を渡され、村上はそれを大事に持って絶佳庵を出た。荷物になる物でもないし、ポケットに忍ばせておけば、ずっと身につけられる。

「お姉ちゃん……。その呪符『本物』？」

　尋たずねてはいけない気がして、遠えん慮りよがちに言った鼓こ幸ゆきの言葉に、ぴきっと美み琴ことは固まった。

「―――右京くん……！」

　眉まゆを吊り上げ、ぎりっと美琴は拳こぶしを握る。美琴には呪符のことはまったくわからない。安心して気が緩ゆるんでいたのなら、村上の警けい戒かい心しんはなくなり、憑いている鬼はより行動しやすくなる。放火事件と比べると、目の前のこれは桁けた違ちがいに大胆だ。右京が呪符で結界を作っていなければ、今いま頃ごろ大おお騒そう動どうになっている。

「偽物の呪符に、本物の紙を使うなんて……！」

　十万円、丸損である。




「鼓幸ちゃん、さっきから気になってたんだけど、ここ……、地じ鎮ちん祭さいが行われてないよね」

　確かく認にんする治はる陽ひに、鼓幸は頷うなずいた。建築費用から経費を削減するため、迷信と侮あなどって蔑ないがしろにしたのだろう。餓鬼が出てくる穴が開いてしまったのは、土地神が祭られないまま工事が開始されたためだ。地鎮祭をやらなかったことを気にした作業員たちが、自分たちでその真ま似ね事ごとのようなものを行ったのだが、それがかえって仇あだとなり『穴』が開いてしまった。

「美琴さん、ここ三日、連続している放火事件の場所を覚えてますか？　これがその放火現場。そして今いる場所がここです」

　懐ふところから地図を取り出した治陽は、赤い印しるしをつけた三つの場所を見せ、現在地を指で示した。




　反時計回りに円を描くように、四つの地点は続いている。

　滑すべるように優ゆう雅がに、黒塗りのロールスロイスが止まった。

　後部扉を開いて工事現場の前に降り立ったのは、金こん剛ごう院いんの幸か徳で井い白はく蛾がと如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいだ。さすが、院いんと庵あんでは移動手段も違う。

　金剛院の術者の出現に、美み琴ことたちは慌あわてて姿勢を正して一礼する。金剛院ほどの術者が陰おん陽みよう寮りようから派遣されてきたならば、何も心配することはない。

「また、あいつか……！」

　白蛾は憎々しげに呟つぶやいて、右う京きようを見上げた。

「状況を説明せよ！」

　命じる声に、美琴は絶ぜつ佳か庵あんで受けた今回の依頼の件について説明した。




　揃そろった役者を見下ろして、くすくすと右京は笑う。

「時計回りの卍まんじは、陽光の象徴―――」

　そして反時計回りの[image: ]は、逆の意味となる。

　ブランコを揺ゆり動かすように、右京が大きく足を振り動かすと、いくらか不安定になっていたクレーンが、ゆらりと動いた。村むら上かみが行うはずだったことを代行する右京に、群がる餓が鬼きたちが、歓喜の鳴き声をあげる。右京の肩に乗っていた潮しお路じは危なげない動作で、ぴょんと飛び下りた。




　ちりん……。




　鈴の音をひとつ残して、黒い流星のように宙に舞った猫の影かげは、闇やみに紛まぎれて消え失うせる。




　鉄骨のブランコの上で立ち上がった右京は、芝居がかった動作で大きく両手を広げた。

「闇に蠢うごめくモノたちへ、地獄の炎を捧ささげよ！」




「何者だ貴様はーっ！」

　白蛾の怒ど号ごうとともに、クレーンはガソリンスタンドの側に大きくぐらりと傾かしいだ。揺れる鉄骨に乗る右京の髪の後ろでひらひらした物に気づいて、目を凝こらした美琴も悲鳴を上げた。

「わたしのスカーフーっ！」










　　　　符ノ八　地獄の炎より







「わーっははははははは！」

　歓喜の声を上げて群がる餓が鬼きを従えるようにして、高みに揺ゆれる鉄骨のブランコの上で右う京きようが笑う。白銀の髪が月光を弾はじいて光を放ち、闇やみに冴さえ々ざえと浮かび上がる右京の姿は、母親譲ゆずりの美び貌ぼうと相まって凄せい絶ぜつだ。
















「は、白はく蛾が様……、冗じよう談だんですよね……？」

　悪の親玉のように高笑いをしている右京を見上げ、鹿ろく鳴めいは顔を引きつらせる。見るに耐えないと目を閉じた白蛾は、目の高さにあげた拳こぶしをぶるぶると震ふるわせた。

「冗談であってほしいと、何度思ったことか……っ！」

　陰おん陽みよう寮りよう奥おく殿どのから御お神み酒き徳とつ利くりを持ち出して呪じゆ符ふを剝はがし、先せん達だつが苦労して封じた邪じや悪あくな酒しゆ精せいを解き放った六歳のときの騒そう動どうから、今日きようまで。（←継続しているところが哀かなしい☆）

　腹立たしいことだが、右京が特とく筆ひつすべき能力を持つ優ゆう秀しゆうな術者であることは厳げん然ぜんたる事実だ。陰おん陽みよう寮りようで行われている星読みに引っかかることはなかったが、右う京きようは綱つな紀きが守しゆ護ごされている土地を離はなれた時点で、綱紀の近くにいた地方の餓が鬼きたちと同じように『綱』の出現を察さつ知ちしたのに違いない。宿敵である綱が現れたなら、大物の鬼が現れる。餓鬼たちが鬼を召しよう喚かんするのを、右京は願ねがっている。餓鬼を出現させる穴を塞ふさぎ、集まった餓鬼たちを滅してしまえば、鬼の召喚は食い止められるのだが……。

（畜ちく生しよう、入れん！）

　工事現場の塀に右京の貼はった呪じゆ符ふによる結界は、邪じや魔ま者ものを閉め出すものだった。右京にとって邪魔にならない者なら抵抗なく侵入できるが、しかしそんな者が侵入しようものなら餓鬼に襲おそわれてひとたまりもない。強引に呪符を剝はがして結界を破は壊かいすれば、結界内の均きん衡こうは破れる。右京は心配いらないが、綱紀と村むら上かみはどうなるかわからない。




（今なら……）

　人も餓鬼も右京に注目している今ならば、この場から立ち去ることができるだろうかと、綱紀はそっと身体からだを動かす。餓鬼が綱紀に触れないよう、いくらかの距離をとっているのは変わらないが―――。綱紀の姿勢の変化に気づき、窺うかがうように餓鬼たちが振り向く。

（駄だ目めだ）

　姿が見えず声も聞こえなかったときには、こんなモノなど恐れるに足りないというような、威い風ふう堂どう々どうとした態度に見えていたのだろうと、今なら綱紀にもわかる。呪符の力を借りて、鉄骨を退どけたり、トラックを振り回して村上を退しりぞけたのだ。意図せずやったことが幸いして、餓鬼たちは綱の血をひく者として綱紀を牽けん制せいしている。だが鬼退治をした豪ごう傑けつの面おも影かげなど微み塵じんもない、ただのへなちょこと知れたなら、即アウトだ。怖おじ気けづき背を向けて逃げるような素そ振ぶりを見せれば、かちかちと牙きばを咬かみ鳴らす餓鬼たちに飛びかかられることは必至である。虚きよ勢せいを張って姿勢を保ちながら、綱紀は冷たい汗をかく。

（俺おれ、は……、ここで、死ぬのか……？）

　逃げられないならば、それしかない。生きたまま餓鬼たちに喰くらわれて―――。




「鼓こ幸ゆき、鼓幸っ……！　乗ってる鉄骨ごと右京くんが落ちたら、どうなるの!?」

「大火事になって骨も残さず燃もえるに決まってるわよ！」




　鉄骨が落下するのは、工事現場横のガソリンスタンドである。七階の屋上に設置されていたクレーンに吊つり下げられていた鉄骨が落下すれば、ガソリンスタンドの地面に埋まい設せつしているガソリンタンクを鉄骨が突き破り、爆ばく発はつ炎上する―――！




「そんなの絶対駄目よ！　ちょっと綺き麗れいな顔してて、ひらひらしたものがわたしより似合うからって、冗じよう談だんじゃないわっ！　右う京きようくんなんてどうでもいいから、スカーフだけは無事に取り返してっ！　ブランドの限定品で高かったのよ、あれっ！　まだ一度も使ってないのに！」

　本気の目をした美み琴ことは鼓こ幸ゆきの肩を摑つかんで、がっくんがっくん揺ゆさ振った。

「お、おねーちゃん……☆」




　すっかりイってしまっている右京に向かって、治はる陽ひは火薬玉を投げたが、それは飛び出してきた餓が鬼きたちが身体からだで止めた。右京に憑ついてもいないのに、すっかり仲間扱いだ。

「恐ろしい奴やつ……！」

　闇やみのモノに対してカリスマを発はつ揮きする右京に、白はく蛾がは顔を引きつらせた。カルチャーショックを受けて、鹿ろく鳴めいは苦く悶もんする。

「い、いいんですか？　本当にあれでいいんですか!?」

　陰おん陽みよう寮りようの術者なのに……☆

「いいわけなかろう！」

　うろたえる鹿鳴を、白蛾は一いつ喝かつした。




　火薬玉をすべて餓鬼に邪じや魔まされて、治陽は悔くやしそうにぷうっと頰ほおを膨ふくらます。

「ひどーい！　右京さんのために、精せい魂こんこめて作った火薬玉なのに！」

　本人にぶつけようというのだから、使い方が若じやつ干かん間違っている。

「僕の持ってるものを全部使っても、ガソリンスタンドの火災は消せないよなぁ……☆」

　笈おいを背負い直し、治陽は小首を傾かしげて思案する。




　クレーンに負荷をかける揺れに歓喜して、穴から溢あふれ出てきた餓鬼たちがクレーンの台座とワイヤー、鉄骨に群がり、ぶら下がって瘴しよう気きで冒おかす。闇のつけ入る心のない無む機き物ぶつに、直接に手を下すことはできなくとも、大勢の餓鬼たちが放つ瘴気は、酸化や経けい年ねん、紫外線劣れつ化かと似たような影えい響きようを物質に及ぼす。クレーンを固定していたボルトが、ひとつ、またひとつと外れはじめた。




「いやーっ！」

（まずいわ……！）

　落下してくるクレーンのボルトに、美琴が悲鳴を上げ、鼓幸は周囲へ及ぶ被害に憂ゆう慮りよする。右京の乗っている鉄骨は、間違いなくガソリンスタンドを強きよう襲しゆうする。そしておそらくクレーンも落下し、貼られた呪じゆ符ふの力で結界を成している塀を破は壊かいする。塀が破壊されれば同時に結界も破壊され、餓鬼は解き放たれる。今は右京の結界に阻はばまれて、鉄骨やクレーンの落下を阻そ止しすることはできそうもないが……。

（結界だけでも……！）

　その思いを抱いたのは、鼓こ幸ゆきだけではない。

「鹿ろく鳴めい！」

「お任せください、白はく蛾が様！」

「協力いたします！」

　大きな声で申し出た鼓幸を、白蛾はちらりと一いち瞥べつしただけで、何も言わなかった。無言を了承の意ととって、鼓幸は印いんを結ぶ。結けつ界かい師し・如きさ月らぎ鹿鳴は呪じゆ符ふを飛ばして、ガソリンスタンド周辺の道路を封ふう鎖さし、餓が鬼き溜だまりとなっている工事現場とガソリンスタンドを周囲から隔かく絶ぜつした。目に見えない車止めで道路が封鎖され、車も通行人も迂う回かいを始める。




　がくんと傾かしいだクレーンから、ワイヤーが外はずれた。

　鉄骨が、落ちる―――！




「退避しましょう！」

　鼓幸は優ゆう秀しゆうな巫み女こと言っても、まだ高校生の少女である。有う無むを言わせぬ速さで腕を伸ばした治はる陽ひが、鼓幸と美み琴ことの手を摑つかんだ。

「こっちへ！」

　背負った大きな笈おいをものともせず、治陽は小柄な身体からだの敏びん捷しよう性せいを見せて逃げる。連れられて行きながら、鼓幸は綱つな紀きに向かって叫んだ。

「今よ！　逃げてっ！」




「絶対結界！」

　鹿鳴は呪符を取り出し、結界を作る。扇おうぎのように広げられ、舞うが如ごとく優ゆう雅がに飛ばされた呪符は、ガソリンスタンドで働く従業員と客を、車ごと浚さらって遠ざけた。




　餓鬼たちは結界に跳はね返されたが、右う京きようは結界に阻はばまれることなく落下する。軽けい減げんの呪符のために、ゆっくりと羽毛の速さで落下する右京の下で、落下した鉄骨がガソリンスタンドに落ち、地下に埋まい設せつされたタンクを突き破った。飛び散った火花で、轟ごう音おんとともにガソリンが爆ばく発はつし、天を焦こがす勢いで、巨大な火柱が噴ふき上がった。爆風に煽あおられて吹き飛ばされた右京はクレーンに激げき突とつし、ぎしりと嫌いやな音を立てたクレーンは、残りのボルトを弾はじいて、落ちる―――。




　爆風で歪ゆがんだ塀を、落下したクレーンが押おし潰つぶした。崩ほう壊かいした右京の結界から、弾け出るような勢いで、轟ごう々ごうと燃もえ上がる紅ぐ蓮れんの火柱に向かって、工事現場の歪んだ塀から走り出た餓鬼たちが飛びこんでいく。爆風で位置を変えた軽トラックの下から、餓鬼たちは村むら上かみの身体を引き出した。爆ばく風ふうに巻きこまれて転がりながらも、鼓こ幸ゆきの声に従い、餓が鬼きの流れに逆らって逃げようとしていた綱つな紀きは、起き上がったかに見えた村むら上かみの影かげに、ぎくりとして振り返る。意い識しきのないまま、村上は餓鬼に運ばれ、餓鬼ごと炎に落ちた。

　地獄の業ごう火かにも似た火柱は村上を受け止め……、呑のみこんだ無数の餓鬼たちを溶かして煉ねる。




　村上を依より代しろに、煉り上げられ、火柱の底に佇たたずむのは、屈くつ強きようなる赤鬼―――！




「本物は初めて見るなぁ。やっぱり、迫力が違うねぇ」

　餓鬼を吸収してどんどん巨大になっていく鬼を見下ろした右う京きようは、くすっと微笑ほほえんで、燃もえ盛る炎の中心に立つ鬼に向かって―――。

「右京さんっ！」

　無防備に炎に落ちていこうとする右京の姿を捕らえ、綱紀は目を剝むいた。押おし潰つぶされた塀を乗り越えて餓鬼が飛びこむ炎の中、どんどん巨大化していく異い形ぎようの影が、綱紀にも見えるようになる。中心に人間を据すえているため、霊れい気きの塊かたまりだった餓鬼よりも鬼は現世に安定している。




　激はげしく燃え盛り噴ふき上げる炎の熱ねつ気きに長い髪や衣装の裾すそを煽あおられて落ちていきながら、異界のモノと向かい合う右京の姿は、恋こい焦こがれた者との逢おう瀬せのように、どこか切なく、儚はかないものを感じさせた。醜しゆう悪あくで恐ろしい鬼に、なぜか魅みせられ、惹ひきつけられる―――。




「ぼーっとしてんじゃねぇ！　このボケ！」




　黒い閃せん光こうのように飛来した男の飛とび蹴げりが、右京に激げき突とつした。勢いよく吹っ飛んできた右京に激突され、巻き添えを食った綱紀もいっしょになって、餓鬼塗まみれの工事現場を転がる。綱紀と右京に押し潰され、ぎひっと嫌いやな声で哭ないた餓鬼は、黒い煙を発して消滅した。

「臨りん！　兵びよう！　闘とう！　者しや！　皆かい！　陣じん！　裂れつ！　在ざい！　前ぜん！」

「結けつ！」

　白はく蛾がが刀で印いんを斬きり、鹿ろく鳴めいが呪じゆ符ふを刺した小刀を投じて、餓鬼の溢あふれ出る穴を封じた。

「闇やみに生まれしモノども、速すみやかに立ち去るべし！　瘴しよう気き殲せん滅めつ！　鑠ば吃き羅ら也や　莎そわ訶か！」

　目も眩くらむ清浄なる光が白蛾の振り下ろした刀から逬ほとばしり、徘はい徊かいしていた餓鬼たちが焼けた鉄板の上の水玉のように瞬しゆん時じにして蒸発する。浄化の光は波紋を描いて結界の隅々まで行き渡り、一匹の取とり零こぼしもなく餓鬼どもは滅した。




「っつー……☆」

　右京と頭をぶつけた綱紀は、くらくらする頭を振って身を起こす。ひっくり返っている右京を、黒くろ装しよう束ぞくの男が胸むな座ぐらを摑つかんで引き起こした。

「てめぇ、よくよく物覚えが悪い野郎だな！」

　蹴けり飛ばすという乱暴な方法であったが、右う京きようを落下から救い、鬼から遠ざけたと見えた男は、目を回している右京を往復ビンタで叩たたき起こした。

「てめぇを殺すのは、化ばけ物ものでも鬼でもねぇ！　この俺おれなんだよ！」

　手加減なしの打だ撃げき音おんに、思わず首を竦すくめた綱つな紀きは、近くで黒装束の男を見て眉まゆを顰ひそめる。眼鏡めがねもなく、何だか雰囲気が一変しているが、この人は―――。

「綱紀くん！　駄だ目めっ！」

　結界の外から美み琴ことが悲鳴のような声を発したが、それは結界の内の綱紀には届かなかった。

「い、壱いち葉ようさん……!?」













　呼びかけられて、初めて存在を認にん識しきしたように、ゆるりと綱紀に顔を向けたのは、殺さつ戮りく者しやの瞳ひとみを持った男。見つめられただけで背筋の凍る迫力は、本物だけが持つ絶対のもの。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように、一いつ瞬しゆんにして動けなくなった綱紀の前で、ぽんと右京が壱葉の額ひたいに触れる。

「駄目。壱葉さんは僕だけ見てればいい。壱葉さんが触れていいのは、僕だけだよ」

　関心を持っていいのは、右京にだけ。右京に触れられて、スイッチが切れるように、壱葉は目を閉じた。瞳の呪じゆ縛ばくから解放されて、綱紀は全身に入っていた力を抜く。肩で息をする綱紀に、右京は笑った。

「これはねぇ、もう一人の壱いち葉ようさん[image: ]」

　顔を上げた綱つな紀きは、壱葉を見つめる。

（もう一人……？）

　服装や口く調ちよう、雰囲気はぜんぜん違っても、その男は絶ぜつ佳か庵あんで綱紀が会った壱葉そのものだ。しかし、目の前にいる男は眼鏡めがねをかけていない。視線も凶悪だったが、綱紀は初対面の相手を見るような目で見られた。

（……ひょっとして双子？）

　連続する異常な事態に疲ひ弊へいしていた綱紀の脳は、目の前にいる殺し屋のような男と、穏おだやかで優やさしげな壱葉を同一人物として認にん識しきするだけの余裕がなく、手っとり早く納得できることを引っ張った。これまでに誰だれも殺していないと考えるのにはどうしても無理のある、怖い光を宿した暗く冷たいあの壱葉の瞳ひとみに、同一人物だと認識することを拒否したのかもしれない。

「壱葉さんは、誰より強い僕を殺すためだけに、絶佳庵にいるんだよ」

　右う京きようが言い、顔を上げた綱紀は壱葉を見つめる。ごく普通の家庭で育った綱紀は、自分を殺そうとしているような者と、同じ屋根の下で暮らすのは普通ではないと思う。だから―――、あの壱葉とこの壱葉は別人なのだ―――。

「―――そうなんですか」

「そうなんだよ[image: ]」

　いっぱいいっぱいという様よう子すで納得した綱紀に、くすくすと右京は笑う。

「強い僕を皆が求めてる」

―――価値を認められ、必要とされているのは、『強い武む庫こ川がわ右京』だけ―――。

「だから僕は、もっともっと強くなる。そのためには、何だって利用する」

　口の中の血を吐き捨てた右京は腰を上げ、額ひたいに触れたままだった手で、軽く壱葉を押す。

「強そうだねぇ」

　ぱちりと目を開けた壱葉は、鬼を見み据すえる右京に続いて腰を上げた。

「あぁ。強いぜ」




　オオォォォン……！




　炎の中で生まれた鬼が哭ないた。




「南なう莫まく三さん曼まん多だ　縛ば曰さ羅ら赦たん　憾かん！」

　身の丈たけ四メートルを超えるだろう鬼を睨にらんだ白はく蛾がが、呪じゆ禁ごんを唱え刀を振り下ろす。刀から放たれた、目も眩くらむ青白い閃せん光こうは、しかし鬼の片腕によって振り払われた。弾はじき返された呪じゆ力りよくは、圧を伴ともなう旋せん風ぷうとなって周囲を襲おそった。

「っく！」

　白はく蛾がを結界で守った鹿ろく鳴めいは、激はげしく吹きすさぶ黒い風に向かい、歯を食いしばって楯たてになる。治はる陽ひは美み琴ことと鼓こ幸ゆきを連れて、結界の外の安全域まで退避した。呪文字を刻まれた防具を身につけた壱いち葉ようは、それで瘴しよう気きを含む鬼の風を退しりぞけたが、防御するものを何も持たない綱つな紀きは、まともに呪じゆ力りよくの跳はね返しを受けて飛ばされた。もんどりうって転がり、建築資材の山に激突する。

「……ったー……！」

「いてて……」

　目から火花を散らしながら顔を上げた綱紀は、同じように吹っ飛ばされたらしい右う京きようの姿にぎょっとする。

「う、右京さん!?」

「今のは、痛かったねぇ～」

　建築資材の山の上から人形のように転がり落ちた右京は、だらだらと血を流す顔を上げる。吹っ飛ぶとちゅうで砂じや利りか何かで擦こすり、切り裂けたのだろう。

（こ、この人って……!?）

　どのぐらい頼りになるのかよくわからないが、とりあえずは強い術者だとばかり思っていた綱紀は、右京の様さまに愕がく然ぜんとする。右京を叱しつ咤た激げき励れい（？）するために現れた壱葉は、用が済んだので姿を消していた。こちら側の戦力増加とはいかないらしいと、綱紀はがっくりする。

「綱っ！　どうにかしてよっ！　あんた鬼退治の専門家でしょうっ!?」

　金こん剛ごう院いんの術師・幸か徳で井い白蛾をもってしても、呪力を撥はね除のけられるほどの鬼だ。何か手はないものかと、鼓幸が怒ど鳴なった。確たしかに、渡わた辺なべ綱のつなは鬼をたくさん退治した豪ごう傑けつかもしれないが。

「俺おれにそんなことできるかよっ！」

　赤い髪のつんつん頭の子孫は、見かけ倒しのただのへなちょこの役立たずである。

「そうそう。綱紀くんは、鬼を呼び出す餌えさになってくれただけで、十分だよ～」

「それが一番嫌いやなんだっ！」

　泣きの入った声で、綱紀は怒鳴った。

　綱紀の目にも、鬼の撒まき散らす瘴気のために、空気が淀よどむのがわかった。餓が鬼きの比ではない。土が腐り、コンクリートや鉄骨でさえ、見る間にぼろぼろと冒おかされていく―――。

「あの人、大丈夫なのかよ!?」

　周囲でさえ、こんな状態である。鬼に取りこまれている村むら上かみがどうなっているのか、想像するのも怖い。

「さぁねぇ」

　笑いながら答えた右京に、綱紀は目を三角にする。

「依頼人だろ！」

「あんな鬼に関しての依頼は受けてないしー。あの人も、鬼を呼び出すための餌かな[image: ]」

「ちょっと待て、こらっ！」




　滅しようとして瘴しよう気きとまともにぶつかった白はく蛾がの刀も例外ではなく、無む残ざんに刃は零こぼれしていた。

「鹿ろく鳴めい、呪じゆ符ふを！」

　白蛾は鹿鳴から呪符を貰もらい、それを刀身に貼はりつけて、瘴気を食い止めた。封じなければ、刀を所持している白蛾にも、毒のように瘴気が回っていただろう。

　白蛾の放った一いち撃げきを払はらい退のけた鬼の片腕が、ぼとりと落ちる。

「白蛾様！」

　右腕をなくした鬼の姿に、歓喜の声を上げる鹿鳴の横で、白蛾は苦々しい顔で舌打ちする。

「術が勝ったのではない……！　あれは……、あれがあの鬼の姿なのだ……！」




「取りこむ餓が鬼きが、ちょっとばかり少なかったみたいだからねぇ」

　目に流れこむ血を拭ぬぐい捨て、くすくすと右うき京ょうは笑う。片腕がないのは、デフォルト。落ちた腕は、炎で煉ねられて鬼に吸収された。




「……『茨いば城らき童どう子じ』……！」

　結界の外の安全域から鬼を確かく認にんした鼓こ幸ゆきは、震ふるえながら息を呑のんだ。放たれる毒々しい瘴気に畏い怖ふし、膝ひざががくがくして立っていられなくなった鼓幸を、治はる陽ひが支える。

「まぁ、妥だ当とうなところでしょう」

　茨城童子は渡わた辺なべ綱のつなに腕を斬きり落とされたことで知られる鬼だ。綱との因いん縁ねんも深い。もっとも形をとりやすい鬼の一匹だったのだろう。

「どんな鬼!?」

　見る力のない美み琴ことは、鼓幸に鬼の特徴を尋たずねる。

「に、二の腕のとちゅうから、右腕のない赤鬼よ……！」
















「―――退ひくぞ、鹿鳴！」

「ですが、白蛾様……！」

「犬死にはできぬ！」

　白蛾の法具である刀は、使い物にならない。これではいくら白蛾が優ゆう秀しゆうな術者であっても、十分な力を発はつ揮きすることができない。

「鬼の行動を制限することだけに集中するぞ！」

　日本じゅうの瘴気の濃度は、陰おん陽みよう寮りようでも観測されている。この地に派遣された白蛾の法具が使えなくなることも、予想されるだろう。この世に具ぐ現げん化かした鬼をこのままにしておくわけにはいかない。鬼を封じるための法具が、陰陽寮から運ばれて来るはずだ。




　どんなに恐ろしい妖よう魔まが相手だろうとも、見えず感じない美み琴ことが恐れることはない。呪じゆ力りよくの練りこまれた赤い色粘土で素早すばやく隻せき腕わんの鬼の人形を作った美琴は、右手に刀とう印いんを結び、目の前で五ご芒ぼう印いんを切ると、袂たもとから小さな天てん秤びんをとり出した。天秤の皿の片方に鬼の人形を置き、もう一方に右う京きように似せて作った人形を置く。重さで負けて持ち上がってしまった右京の側に、急いで十円玉を乗せる。

「右京くん！　百二十万円の呪じゆ符ふを使って！」

　滅多めつたに使うことのない高額呪符だが、賑にぎやかしのために右京はいつも所持している。

「はーい、美琴さん[image: ]」




　相手を探ろうとすれば、その瞬しゆん間かん、意い識しきは確かく実じつに攻こう撃げきから逸それる。攻撃の姿勢を微み塵じんも崩さず、敵の力量を知ることができれば、それが右京にとってのベストだ。補佐の作業に従事する者に、右京は術者としての優すぐれた能力を求めているわけではない。いつも変わらぬ調ちよう子しで的確な指示をくれる、頼もしい助言者であればそれでいいのだ。自分に力がないことを熟知している美琴は、常に安全域に身を置くことを心がけ、妖魔と直接対たい峙じしている術者の足を引っ張ることは絶対にない。

「あなたも！」

　鹿ろく鳴めいに呼びかけられた綱つな紀きは、渡りに船と踵きびすを返そうとしたが、右う京きように腕を摑つかまれた。

「綱紀くんは、ここにいないと[image: ]」

「そんなこと言っても……！」

　何の力もないと主張しかけた綱紀は、自分を見み据すえ、ぐりっと動かされた鬼の目に、口を噤つぐんだ。見つめられている―――。

「そのまま封ふう縛ばくに立ち会ってちょうだい！　綱紀くん！」

　素しろ人うとに対して無茶むちやな物言いだとわかっているが、美み琴ことに懇こん願がんされ、綱紀は自覚する。

（そうだ、俺おれは……）




　鬼を呼び出すための餌えさ―――！

　あの鬼は、綱紀を喰くらうために、具ぐ現げん化かしたもの。




　何とか形が見えるだけなので、綱紀にあの鬼の真の恐ろしさはわからない。だがそれでも、白はく蛾がのような術者の法具を一発で駄だ目めにしてしまうような凄すごいモノだということはわかる。自分の意思で一歩下がった綱紀に、鬼は燃もえ盛る火炎の中から一歩足を踏ふみ出した。鬼が自由に動くには、まだいくらか煉ねり上げが足りないようだが……。

「行って、ください……！」

　喉のどをせり上がって破裂しそうにどきどきする心しん臓ぞうを飲み下し、綱紀は鹿鳴に向かって声を絞り出した。鬼は明らかに綱紀を狙ねらっている。綱紀が結界の外に逃れ出ようとしたならば、鬼は綱紀を追って動く。結界を破って出ようとするだろう。

「ですが……！」

　綱紀は着ている物こそ、この業界の者らしいが、その実、何の能力もないことが透すけて見えた。白蛾や右京のような攻こう撃げきのための力がないどころか、防ぼう御ぎよ印いんも結べなければ、身を守る結界も作れない。壱いち葉ようのように体術に優すぐれているわけでもなければ、防具も身につけていない。明らかに強がって無理をしている綱紀に、眉まゆを顰ひそめる鹿鳴を、白蛾は先に行くよう促うながす。

「右京！」

「はーい[image: ]　任せてちょうだい[image: ]」

　鬼を見つめ、背を向けたまま緊きん迫ぱく感かんなくブイサインをする右京に舌打ちし、白蛾は鬼を牽けん制せいしながら結界の外に出る。

「任せてよろしいのですか!?　白蛾様！」

　ただ一人の術者には、あまりに荷が重すぎる。不承不承ながらも安全域に退しりぞいた鹿鳴に、結界を強化する作業を行うよう促しながら、刀で印を斬きり、白蛾は険しい表情で頷うなずく。

「対たい峙じする力としては、不足はないのだろう」

　右う京きようをサポートする美み琴ことが、これならば封ふう縛ばくできると、呪じゆ符ふを選びだすことができたのだ。

「ただ―――！」




「ようこそ[image: ]　百二十万円クラスの大物ちゃん[image: ]」

　綱つな紀きを背で庇かばい、狩かり衣ぎぬの脇わきに手を入れて呪符の束たばを取り出した右京は嬉き々きとして首にかけていた長い数珠じゆずのラリエットを外し、呪符の束ごと大きくそれを打ち振った。新体操の競技で使われるリボンのように、軽やかに動かされた数珠のラリエットが、一珠ずつ呪符を伴ともなってぐるりと右京の周りを囲み、回りながら宙に浮く。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　両手で印いんを結んだ右京の身体からだから、呪力が金色に輝かがやく陽かげ炎ろうとなってふわりと立ちのぼり、着物の裾すそや髪を揺ゆらした。

「地獄に生まれし鬼を律す！」

　かっと目を見開いた右京は、数珠とともに回っていた呪符の中から、自分と鬼との間にあった呪符を一枚指さす。




「そう！　それっ！」

　今度は間違いなく、百二十万円の呪符を選び出した右京に、美琴は両手を胸の前で握にぎり締しめて目を潤うるませる。




　オオオォォォン……！




　鬼の咆ほう哮こうに、びりびりと結界内の物が震ふるえた。音量よりも、鼓こ膜まくが引き裂けそうな震しん動どうに、綱紀は思わず両手で耳を押さえる。結界の外にいた白はく蛾がたちも、痛みを呼ぶ音に顔を顰しかめた。

　憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで綱紀を見み据すえ、鬼が奔はしる―――！




　指さされた呪符は輝きながら、右京の指先の前でぴたりと宙に制止し、そのほかの呪符は速すみやかに狩衣の内に戻る。

「封縛！」

　綱紀を背後に庇い、両手で印を結んだ右京に襲おそいかかる鬼の眼前で、眩まばゆい金色の光を発して呪符が弾はじけた。

　光は鬼を瘴しよう気きごと余さず包みこんで球体に変じ、右京の周りを回っていた数珠がその光の球体の表面を巡めぐり、梱包して縮ちぢめるが如ごとく、一気に内なるものを締め上げて収しゆう縮しゆくする。




「あ……！」

　歓喜に目を輝かがやかせた鹿ろく鳴めいの横で、白はく蛾がが舌打ちする。

「駄だ目めか……！」




　十分な実力を持つ右う京きように対し、白蛾が気にしていたのは、自分の刀と同じことだ。愛用の法具は、手に馴な染じんで使いやすいが、使いこんだ道具にはどうしても細かい傷がつき、古びてゆく。生物ではない道具に、自然治ち癒ゆや再生の力はない。対たい峙じしたモノが並の妖よう怪かい変へん化げの類たぐいであったならば、白蛾の刀も刃は零こぼれすることなどなかった。

　白蛾の危き惧ぐを的てき中ちゆうさせるように―――。




　鬼を縛しばりあげた右京の数珠じゆずが、砕くだけ散った。封ふう縛ばくし損ねた呪じゆ符ふが炎を上げて燃もえ尽きる。

　ガソリンスタンドの二次爆ばく発はつを思わせる衝しよう撃げきが、一帯を揺ゆすった。







　オォン……！







　爆発して逬ほとばしった鬼の瘴しよう気きをまともに受けて、右う京きようと綱つな紀きは吹っ飛び、建築中のビルの鉄骨が捻ねじ曲がった。撓たわんだ結界の内側が、真っ黒に霞かすんだ。










　　　　符ノ九　なるようになる







「―――生きてるかなー？　綱つな紀きくん……」

　壁かべとなった結界に叩たたきつけられ、脳のう震しん盪とうを起こしていた綱紀は、右う京きようの声で意い識しきを取り戻す。

「なん、とか……！」

　どこをどうぶつけたのかわからず、全身ぎしぎしに痛むが、痛いというのは生きているからこそ感じられるものだ。

「そりゃよかった」

　くすっと笑った右京の声に、綱紀はむっとする。よかったって……。

「何がだよ……!?」

「自分で逃げられるじゃないか」

　動いた右京の声と同時に左のふくらはぎを摑つかまれ、綱紀の身体からだは放り上げられた。

「いっ……!?」

「やっぱり、自力で生き延びたほうが、生きてることへのありがたみがあるよねぇ」

　軽々と投げ上げられた、ありえない高さに綱紀はぎょっとしたが、それは右京の怪力ではなく、軽けい減げんの呪じゆ符ふのせいだ。高く放り投げられたおかげで、綱紀はそれまで真っ暗だったのが、視覚が鬼の発する瘴しよう気きの影えい響きようを受けていたせいだとわかった。熱ねつ気きが伝わってくるガソリンスタンドの火災はまだ収まっておらず、爆ばく発はつ事故のために照明機き器きは全部駄だ目めになってしまったものの、燃え盛る炎に照らされて明るいはずだ。だが、結界で区切られた空間の底に暗く淀よどんだ瘴気のために、結界の中だけが闇やみに見える。




　オオォン……！




　地を蹴けって飛んだ鬼が眼下に迫り、綱紀はぎょっと目を剝むく。

「唵おん　弩ど弩ど　摩ま哩り　迦きや哂き帝てい　莎そわ訶か！　―――豪ごう気き爆ばく砕さい！」

　鬼を追った右京が呪じゆ言ごんを唱えて印いんを切り、呪符を貼はりつけた拳こぶしを鬼に叩きこむ。爆砕符の攻撃を受け、ダイナマイトによる爆発に似たものが鬼を襲おそった。




　ガアッ……！




　爆ばく発はつの衝しよう撃げきで、今にも綱つな紀きに爪つめをかけそうだった鬼は吹き飛ばされ、爆風に乗って右う京きようが飛ぶ。爆砕符の爆風の煽あおりを受けた綱紀は、上手に身体からだを捻ひねり、半はん壊かいした建築とちゅうのビルの鉄骨の上に乗った。綱紀からいくらか離れた鉄骨を摑つかみ、右京もそこに這はい上がる。

「掠かすり傷きずでも鬼につけられたら、瘴しよう気きで腐るからね。捕まったら、間違いなく死ぬよー」

「い、言われなくてもわかってるよっ……！」

　まさに命いのち懸がけの鬼ごっこだ。戦う力のない綱紀には、逃げることしかできない。

（いつまで―――）

　逃げきればいいのだろう。右京に摑まれた足に抵抗を感じた綱紀は、生き地じに染しみた生暖かいもので袴はかまがべったりと足に貼はりついていることを知る。

（血!?）

　しかしそれは、綱紀の身体から流れ出たものではない。唯一の頼りである右京を見下ろした綱紀は、着物も肌も引き裂けて血みどろになった右京の壮そう絶ぜつな姿に息を呑のむ。記き憶おくにある姿より、もっと酷ひどい。綱紀が意い識しきを飛ばしていた間にも、右京は鬼と戦っていたのに違いない。

「右京、さん……」

「あー、大丈夫。そのうち応援も来るだろうから、これはそれまでのお楽しみね。ちょっとボロボロになってるけど、威力のある攻撃の呪じゆ符ふは、そのぶん術者への跳はね返りも大きいわけ。数珠じゆずがなくなっちゃったから、跳ね返りが全部来ちゃってるんだよねぇ」

　効率よく術を行うための、右京愛用の法具である数珠のラリエットは壊こわれた。呪符でも印いんでも、防御を専門とするものを用もちいれば、攻撃時に自分が受ける跳ね返りは防げる。だが鎧よろいを着て戦うと防御力は増すが運動能力が劣おとるというのと同じように、防御を行えば力は分散され、攻撃力は確かく実じつに削けずられる。持てる力で最大のダメージを鬼に与えるため、右京は防御せずに攻撃することを選んだ。

「な、んで、あんた……、そんなに……」

　綱紀には自分の価値がわからない。今日きよう知り合ったばかりの他人を、ここまで傷だらけにして、それでも守ってもらわなければならないほどの人間なのだろうか。

「綱紀くんのために」

　血に塗まみれながらも損なわれることのない、いや、血で汚れているからこそ、さらに冴さえを増す完かん璧ぺきな美び貌ぼうで、妖よう艶えんに右京は綱紀に微笑ほほえみかける。

「え……？」

　相手が同性とわかっていてもなお、どきりと綱紀の胸が音をたてた。不覚にも見み惚とれてしまった綱紀に、びろんと右京は舌を出す。

「あ、本気にした？　ちょっと照れた？」

「んなわけあるかっ！」

　色の白いは七難隠すが、罪な美び貌ぼうは百難隠して余りある。綺き麗れいな顔に惑わされて、一いつ瞬しゆんでも真に受けた綱つな紀きは、真まっ赤かになって怒ど鳴なる。嚙かみつきそうな剣けん幕まくで怒鳴った綱紀に、くすくすと右う京きようは笑う。

「僕が傷だらけになってるのは、あの鬼がそれだけ強い力を持ってるからさ。どこまで傷が増えるんだろうね。ぞくぞくするねぇ[image: ]　綱紀くんは生きたいと貪どん欲よくに願ねがって、鬼から逃げきればいい。生きてれば、どんなくだらない夢だって叶かなえることもできるんだから」

　笑いながら指先に滴したたり落ちてくる血を振り飛ばし、右京は乱れた呼吸を整え、印いんを切る。

　諦あきらめは、死に繋つながる。生に執着する限り、どんなに苦しくても極限まで粘ねばれる。

「くだらない夢って……！」

　ただ一人で田舎いなかから出てきた綱紀の夢―――。それは……。

「あんたが壊こわしちまっただろ！」

　思い出して、綱紀は泣きたい気分になる。綱紀の宝物だったギター。大きな夢を抱いて……。




「道具なんて関係ない。どうにでもなる―――！」

　笑って言い切った右京の言葉に、はっとして綱紀は顔を上げる。

「阿あ密みつ哩り帝てい　吽うん発ぱつ叱た！」




　オォン！




　暗く淀よどむ瘴しよう気きの底から、牙きばを咬かみ鳴らして鬼が飛び出す。

「雷らい撃げき招しよう来らい！」

　人指し指と中指で挟んだ呪じゆ符ふは右京の命じる声で雷と化し、凄すさまじい光と音を放ちながら空を切り裂き、鬼の眉み間けん目がけて落ちる。




　ゴガ……！




　雷の矢に鬼が刺さし貫つらぬかれるのと同時に、呪符を使った右京の手も雷撃によって引き裂けて、血がしぶいた。結界内を奔はしった電気を浴び、綱紀の身体からだもびくんと跳はねた。血肉の焦こげた臭においを放ちながら鉄骨の上から落ちた右京は、瘴しよう気きの溜たまりに突っこむ寸前で、倒とう壊かいした足場のパイプを摑つかんで止まった。




　最後まで立っていた者こそ勝者だ―――！




「どうなってるの!?」

　美み琴ことはやきもきと胸の前で手を握にぎり締しめる。鬼を逃がさないよう、結界が金こん剛ごう院いんによって強化されたため、美み琴ことには工事現場と炎上しているはずのガソリンスタンドが見えない。

「瘴しよう気きが濃こすぎて、僕たちにも何も見えませんよ」

　治はる陽ひの横で跪ひざまずいた鼓こ幸ゆきは、ぎゅっと目を閉じて、結界に力を送ることに集中している。




　一台のジープが結界に進入し、工事現場の前で止まった。からりと高たか下げ駄たの音を響ひびかせ、運転席のドアを開けてゆっくり降りてきた人ひと影かげに、美琴は目を輝かがやかす。

「北ほく斗とさん！」

「よぉ、嬢じようちゃん」

　式しき部ぶ北斗。夜でもゴーグルタイプのサングラスを着用している、羽は織おり袴はかま姿のいなせな法ほう具ぐ師しは、粋いきな仕し種ぐさで煙管きせるに火をつける。

「出がけに、ちょっと陰おん陽みよう寮りように呼ばれてよ。遅くなったな」

　禁煙の車中から外に出て、さっそく一服する北斗に、美琴は訴える。

「右う京きようくんの数珠じゆずが壊こわれてしまって、大変なの！　綱の子孫を狙って茨いばら城き童どう子じが復活して……」

「あぁん!?　数珠だぁ!?」

　思いっきり嫌いやそうな声を出し、顔を歪ゆがめた北斗に、ひくっと顔を引きつらせて美琴は言葉を呑のみこんだ。鬼が出ようが蛇じやが出ようが、そんなことは北斗の知ったことではないのだ。陰陽寮所属の職しよく人にんである北斗は、右京の法具を制作してくれている腕のいい法具師だが、注文にあれこれ細かい癖くせのある右京のことを好いてはいない。実力があり、大きな仕事を請け負うため、右京は北斗が苦労して作った法具をすぐに駄だ目めにする。常連ではあるが、右京は北斗にとってひたすら面めん倒どうで邪じや魔ま臭くさい、嫌な客である。

　一気に不ふ機き嫌げんになった北斗に、美琴は身体からだを二つ折りにするようにして頭を下げる。

「ごめんなさい！　追加注文です！」

「右京さんのお数珠なら、ちゃーんと用意してますよ[image: ]　ね[image: ]　師匠」

　助手席の扉を開けてジープを降りた、昔の航空士のようなポケットいっぱいの服を着た少年が、ちょこちょこと車の後部に回り、幌ほろの中に上半身を突っこんで、車の幅いっぱいいっぱいの大きな葛籠つづらを取り出した。法具師見習いの柏かしわ木ぎ紫ゆかりは、右京を毛嫌いしている師匠とは正反対の、右京の賛美者だ。

「前回お数珠を交換した日と、右京さんが封ふう縛ばくされた物ものの怪けの数とレベルから考えて、そろそろ使用限度なんじゃないかなぁって話してたんです[image: ]　間に合ってよかったぁ[image: ]」

「紫ちゃん……！」

　純な瞳ひとみの輝きのままに、右京を素直な尊敬の眼まな差ざしで見つめてくれる、よく気のきく少年に、美琴は大いに感かん謝しやする。だけど……。きらきらの応援オーラを放つ紫に、美琴は温ぬるい笑みを向ける。

「……紫ちゃんは、陰で右京くんを応援しててね」

「？　はい[image: ]」

　くるんとした目をぱちぱちと瞬しばたたき、紫ゆかりははにかむように美み琴ことに笑って頷うなずいた。法ほう具ぐ師しは術者にとって切っても切れないパートナーだが、あくまで彼らの華やかな活かつ躍やくを支える縁えんの下したの力持ちだ。陰で見守っていろと言う、美琴の言葉は正しい。嫌けん悪おされたり痛い目に遭あえば遭うほど絶ぜつ好こう調ちようの右う京きようにとって、純真な瞳ひとみで賛美し応援してくれる紫のような人間は、鬼門である。手先も器用で真ま面じ目めな紫は、法具師として将来有望な十四歳だが、北ほく斗とがわざわざ紫を選んで弟子にして連れ歩いているのは、右京に対する嫌いやがらせに違いない。

　自慢の師にご機き嫌げんな笑みをたたえて、紫は蓋ふたを取った大きな葛籠つづらをよろよろと運ぶ。右京専用の葛籠の中にぎっしりと詰まっているのは、法具の残ざん骸がいである。右京は新品の法具を好まない。廃棄された法具から、まだ使える部分を拾い集めた、リサイクル法具だけを好んで使う。どんな特殊な法具も材料費はロハに近いが、新品を誂あつらえるよりも遙はるかに手て間ま隙ひまのかかる作業は法具師泣かせで、右京の使う法具は北斗にしか作れない。廃材利用の法具は今日きよう言って明日あしたどうにかできるものではないから、今回のように使用頻ひん度どを考こう慮りよして、先手を打つことにもなるのだろう。廃棄された法具の山を漁あさって、使えそうな物を拾ってとってあるため、右京専用に用意している葛籠はゴミ箱のようだ。

　ストックしている法具の残骸を掻かき分けて、北斗はラリエットにした数珠じゆずを摑つかみだす。

「右京ー！　新しい数珠だ！」

　口く調ちようははるかにぞんざいだったが、ヒーローの窮きゆう地ちに駆けつける某パン工場の丸顔のおじさんと同じく呼びかけた北斗は、陰陽寮で神前に供そなえられたことを示す封を切り、カウボーイの投なげ縄なわのように、頭上でぶんぶんと振り回した数珠のラリエットを、真っ黒な結界の中に向かって投げ入れた。




　結界の外から内の様よう子すはわからないので、まったくの勘で投げられた数珠は、見事に右京に届いた。―――右京の都合など、お構かまいなしで。

「南な無む尼に乾けん陀だぁっ!?」

　印いんを結び呪じゆ言ごんを唱となえていた右京は、北斗の声とともにいきなり飛来した数珠に強きよう襲しゆうされ、ぐるぐる巻きになった。取り落とした呪符といっしょに、飛びかかってくる鬼目がけて落ちる。




　ドガン！




　鬼と右京は、誤ご爆ばくした爆砕の呪じゆ符ふで吹っ飛んだ。

「う、右京さんっ……！」

　数珠のラリエットに巻きつかれ、蓑みの虫むし状態で吹っ飛ばされた右京が、瘴しよう気き渦巻く結界の底に落ちていったのを目もく撃げきし、綱つな紀きは目を剝むく。

（今度こそ、死んだんじゃないか？）

　というか、そろそろ限界を向かえてくれないと、人類として怪しい。限界を願っているわけではないが、一般的常じよう識しき人としては、苦しいところだ。

「綱紀くーん！」

「受け取れ！」

　美み琴ことの呼びかけに続き、おりゃ！　と言うような、やけっぱちくさい男の声がして、綱紀にも恐ろしい勢いで何かが飛んでくる。

「ひっ！」

　腹に突き刺さって串刺し寸前というところで、綱紀はそれを何とか摑つかみ止める。

「ギター……？」

　一般的な８字型ではなく、変形デザインの左右比対称のΛ型の―――。




「すみません、北ほく斗とさん。変なものをお願いしてしまって。本当にありがとうございます」

　まさかあんなに立派な物を届けてくれるとはと恐きよう縮しゆくして頭を下げる美琴に、北斗は苦笑する。

「おいおい嬢じようちゃん、法ほう具ぐならまだしも、俺おれに楽器なんざ作れるわけねぇだろ。あっちは専門じゃねぇから、急きゆう拵ごしらえで形を似せただけよ」

「え？」

　笑顔えがおのまま、美琴は固まる。ということは、物もの凄すごく格好のいいギターに見えるアレは、いわゆるその、張りぼてのような、見てくれだけの物ということですか？

「材料がなかったので、弓の弦つるで代用してますー。本物の弦げんは、今度拾ってきまーす」

「ま、あんなもんでもよ、指を動かす、練習の真ま似ね事ごとぐらいはできるだろうぜ」

「音楽家の方は、感覚が鈍にぶると大変ですからね」

　新しい元気の素が手に入って、勇気百倍というわけには―――。

（いかないでしょうね☆）

　美琴は頰ほおを引きつらせながら、おつきあいに笑う。




「な、何だよ、これっ!?」

　よく見ると何だか違う、音の出ないギターを抱え、荷物の増えただけの綱紀は途方に暮れる。




　再び車に戻って法具を手にした紫ゆかりは、白はく蛾がに深々と頭こうべを垂たれて跪ひざまずき、恭うやうやしく刀を捧ささげた。

「陰おん陽みよう寮りようからのお届け物、『外げ道どう丸まる』にございます」

「うむ」

　頷うなずいて、白はく蛾がは刃は零こぼれした刀と外げ道どう丸まるとを交換した。名前だけは聞いたことのある宝刀を、鹿ろく鳴めいはどきどきしながら見つめる。

（あれが、鬼おに斬きりの刀―――！）

　外道丸は斬り続けてこそ斬れ味を増す、特殊な刀。刀に対して力及ばない術者は、逆に刀に使われるという。陰おん陽みよう寮りようは白蛾だからこそ、外道丸を蔵から出したのだ。

　典てん雅がな拵こしらえの刀を受け取った白蛾は、見た目の印象を超える重さを感じた。だがこれは、重量としての重さではない。

（斬って浴あびた穢けがれか）

　清められることなく、穢れたまま用いられてきた法ほう具ぐだ。白蛾は刀をしっかりと握り、封をしていた鯉こい口ぐちの呪じゆ符ふを取り去り、すらりと白刃を鞘さやから抜き放つ。

「腰を据すえて結界を維い持じせよ、鹿鳴！」

「はい！」

「瘴しよう気きを斬る！」

　刀を構かまえた白蛾は、外道丸の切っ先で宙に九く字じの印いんを斬りながら、結界内に踏ふみこんだ。




「臨りん！　兵びよう！　闘とう！　者しや！　皆かい！　陣じん！　裂れつ！　在ざい！　前ぜん！」




　刃の描く銀の軌き跡せきに、瘴気の闇やみが緩ゆるく渦を巻き、雲うん散さん霧む消しようする―――！

　白蛾の周囲で掻かき消える瘴気の闇に、結界を支えていた鹿鳴は引きずられそうになって、必死でその場に踏ふみ留まる。

（何だ!?　これは……!?）

　この、感覚は。

（吸い、こまれた!?）

　浄化ではなく、刀が瘴気を喰くった!?

　俄にわかに信じられないが、鹿鳴の感じ取ったものはそうとしか表現のしようがない。空気が吸引されて気圧が変化するように、瘴気が刀に吸われ、結界内を満たす気の圧が変わった。




　びりびりと震ふるえる刀を握り締め、白蛾は奥歯を嚙かみ締める。

（化け刀が―――！）

　瘴気を喰った刃は、ますます冴さえた輝かがやきを放つ。

（だが、確たしかに、これならば鬼も斬れる）

　刀が鬼を求める。決して鬼を逃さない、不ふ浄じようの刀―――。

「唵おん　跛ば娜た謨まく　納なう婆ば縛ば耶や　娑そ婆わ訶か！　夜や陰いんを奔はしる雷の如ごとく、白はく刃じんで闇を穢けがす瘴気を漸せん尽じんせん！」

　呪じゆ禁ごんに念をこめ、切っ先で大きく印を描いて白蛾は瘴気の闇を斬る。外道丸で瘴気を集め、呪じゆ力りよくで祓はらう。一振りで白はく蛾がが悟さとったこれこそ、外げ道どう丸まるの正しい使い方だ。使い手に瘴しよう気きを祓われ、瘴気を吸えない刀は、刃に狂気をぎらつかせながら、貪どん欲よくに瘴気を呼び寄せる。刃を打ち振り、白蛾は果か敢かんに瘴気を祓う。鬼を生み出した火柱までが、白蛾の使う外道丸に靡なびいた。

　オン……！




　外道丸を振るう白蛾によって重く淀よどんでいた瘴気が祓われ、結界内は視界も良好になり、瘴気で全身が痺しびれて息が詰まるという重苦しい不快感はなかった。数珠じゆずでぐるぐる巻きになって落ちた右う京きようは、同じく爆ばく砕さいの呪じゆ符ふの衝しよう撃げきを食らって吹っ飛んで転がった鬼が起き上がったのを見た。鬼は近くにいる右京には目もくれず、綱つな紀きの居場所を探して首を巡めぐらせる。鬼の目当ては邪じや魔まな術者などではなく、あくまでも憎き『綱』である綱紀なのだ。

「そっちは駄だー目め☆！」

　くるりと身を捻ひねって起き上がりながら、右手に数珠のラリエットの端を握った右京は、笞むちのようにそれを振り回す。数珠は、綱紀に向かって地を蹴けった鬼の左足首を捕らえた。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　左手に刀とう印いんを結んだ右京は、数珠で捕らえた鬼をオーバーアクションで独こ楽まを放つように地面に叩たたきつける。ビルの破は砕さいに用いられる鉄球の落下を思わせる凄すさまじい地じ響ひびきがして、鬼が地面に叩きつけられ、役目を終えた数珠が右京の額ひたいを強打した。

「へぶっ！」

　容よう赦しやない跳はね返りに、右京はもんどりうって転がり、崩れた建築資材の山に激げき突とつする。




「……うーん、いきなりは、やっぱ馴な染じまないか」

　絡からまった数珠で建築資材に逆様に磔はりつけられ、右京は苦笑した。卸おろして封を切ったばかりの法ほう具ぐである。慣らしを行わず、いきなり実戦の本番に挑いどみ、自在に使いこなすのは厳きびしい。

「右京さん！」

　鬼を数珠で捕まえて地面に叩きつけたが、転がって数珠に引っかかって建築資材の山で身動きできない右京に、ギター（っぽい物）を背負った綱紀は鉄骨から飛び下りる。できるなら近寄りたくはないが、嫌いやでも雇い主だし補助を任された身だし、近くに来られては、手助けしないわけにはいかない。

「あー、平気平気。使ってるうちにどうにかなるから」

　絡からんだ数珠を綱紀に解かれて落下した右京は、こちらに牙きばを剝むく鬼を眺ながめて笑う。

「綱紀くんは、とにかく僕の後ろにいてくれればそれでいいよ[image: ]」

　綱紀が背後に回ってくれたなら、鬼は必ず右京の前から襲おそってくる。

「鬼き神じん調ちよう……」




　オォン！




　数珠じゆずを構かまえ呪じゆ言ごんを唱となえているとちゅうで鬼に飛びかかられ、右う京きようは急いでその場から逃げた。楯たてになってくれるはずの右京に逃げられ、綱つな紀きも慌あわてて右京を追って逃げる。逃げ出す際に右京が残してきた爆ばく砕さいの呪じゆ符ふが、時限爆弾のように鬼の眼前で炸さく裂れつし、鬼が吹き飛ばされる。

「綱紀くんは僕の後ろに！」

「いるよっ！」

　泣きのはいった声で綱紀は返事する。後ろは後ろでも、鬼に対する位置関係に問題ありだ。




　オン！




　があっと牙きばを剝むいた鬼が、逃げる綱紀に迫った。

「危ない、綱紀くん！」

　振り返って大きく振り動かされた右京の数珠が、綱紀の身体からだを強打した。

「え？　えぇーっ!?」

　数珠に襲おそわれ、凶悪な鬼の爪つめから遠ざけられた綱紀は、強打された勢いのまま変形した作業員用のプレハブ小屋に横様に叩たたきつけられた。側頭部をぶつけた衝しよう撃げきに、目の前が暗くなる。




―――綱紀の作った音楽は、いいねぇ。

　優やさしい顔で、祖母が笑っていた。それはリコーダーで奏かなでた、短く拙つたない曲だったけれど。

―――聴いてると気持ちが軽くなって、痛い部分もなくなるし、元気と力が出てくるよ。

　孫に対する贔ひい屓き目めではなく、本当に心から祖母はそう言ってくれた。

―――皆が綱紀の音楽を聴けたら、きっと皆、幸せになるねぇ。




　歌は下へ手ただし、楽器も上う手まくは弾ひけないけれど、そんなことは問題じゃなかった。皆が幸せに、元気になれる音楽を生み出す力は、練習して上手くなる技術より、もっと重要だ。

（……あぁ、だから俺おれは、作曲家になろうと思ったんだ……）

　叩きつけられた弾はずみで身体の前に来たギター（っぽい物）のネックを握り、綱紀は微笑ほほえむ。

　ぼんやりと薄うすく開けた目に、優ゆう雅がに餅もちつきをして遊ぶ月の兎うさぎが見えた。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　兎から聞こえた声に、綱紀はゆっくりと目を瞬しばたたく。それは月の兎ではなく―――。

「右京、さん……」

　躍やく動どうする白銀の色は、揺ゆれる長い髪だ。飛び散った血の赤が、兎うさぎの目に見えた。優ゆう雅がなんてとんでもない。右う京きようは鬼に狙ねらわれている綱つな紀きを守って、傷だらけだ。鬼に撥はね飛ばされた右京は、数珠じゆずごと血みどろになりながらも立ち上がる。




「右京！　次こそ決めろ！」

　鬼の間合いに踏ふみこんだ白はく蛾がが、宙に刀の切っ先で印いんを斬きる。

「唵おん　阿あ古こ羅ら　賛さん拏ど　含がん！　蜘く蛛もに捕らえられし蝶ちようの如ごとく！」

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　白蛾の外げ道どう丸まるによって一いつ瞬しゆん動きを止められた鬼に向かい、右京は数珠のラリエットを大きく打ち振った。今度こそ、ぐるりと完全に鬼を取り巻いた数珠は、しかし、がくがくと震ふるえる。法ほう具ぐとして馴な染じんでいない数珠には、うまく右京の呪じゆ力りよくが行き渡らない。呪力は安定を欠く。

「隻せき腕わんの鬼の悲願はここに大破せり！　闇やみの力は我が前に凝ぎよう結けつせよ！」

　右京は強い呪力で力任せに捩ねじ伏せるように、鬼を捕らえた空間に呪じゆ符ふを放った。




　オォォン……！




　牙きばを咬かみ鳴らし狂おしく咆ほう哮こうする鬼に、今にも引ひき千ち切ぎられそうに激はげしく震ふるえる数珠の隙すき間まから、瘴しよう気きが飛び散る。呪符の周囲と右京の肌が、じゅわり、白煙をあげて溶けた。




　あたたかい、幸せの魔ま法ほうをかけるような曲を作ることが、綱紀の夢―――。

　綱紀は朦もう朧ろうとしたまま、音の出ないギター（っぽい物）に触れた。

（あんたのことは、本当に大っ嫌いだけど……）

　右京に何かあっては、綱紀はまた宿なしになってしまい、路ろ頭とうに迷う。だから、右京には、あんな鬼なんかにやられてもらっては困る。

（負けんなよ、俺おれの、封ふう縛ばく師し―――）

　血みどろの死し闘とうを続けながらも損なわれることのない、美び麗れいなる術者。確かつ固こたる者。

　綱紀の指が覚えたコードを辿たどる。奏でたいのは、傷を癒いやし、力を湧わき起こす曲―――。




〈―――！　――――！　―！　――！　――――！〉




　ガァア……！




　音のない響ひびきに、空気が震え、瘴気が震え、鬼が震しん撼かんした。ふっと空気が軽くなる。顔を上げた鼓こ幸ゆきは、周囲に溢あふれ広がった予測もしない強大な浄じよう化かの力に息を呑のんだ。

「鳴めい弦げん……！」

　矢をつがえずに弓の弦を引き鳴らす、妖よう魔ま祓ばらいの儀式だ。

「北ほく斗とさん、綱つな紀きくんのあのギターの弦げん、弓の弦つるですね！」

　目を瞠みはる治はる陽ひに、北斗は頷うなずいた。思いもかけない効果に紫ゆかりは驚おどろき、北斗は薄うすく笑う。

「師匠……！」

「唐とう辛がら子し頭のあの小僧、まんざら役立たずってわけでもねぇじゃねぇか」

　誰だれもこれっぽっちも期待していなかったが、綱の子孫には秘めたる浄じよう化かの力があったようだ。

　ギターは見てくれだけでも、使われているリサイクル品の弓の弦は、術者が実際に退魔に使用した法ほう具ぐから貰もらったものだ。綱紀が爪つま弾びく弦からは、魔を滅する招福の波動が放たれている。

　望みもしない浄化の波動で脱力感に襲おそわれながら、右京は唇を舐なめた。鉄てつ錆さびの味のする舌でなぞられて、薄い唇が赤く染まる。

　魔性すら魅了する妖あやしい美び貌ぼうで、右京は静かに微笑ほほえむ。
















「―――封ふう縛ばく！」




　苦く悶もんする鬼の前で、眩まばゆい金色の光を発して呪じゆ符ふが弾はじけた。

　びしりと動きを止めた鬼の身体からだから、人間の形をした真っ黒なものが抜けた。ぼこ、ぼこ、べこりと、恐ろしい圧を受けて、鬼は空の箱を潰つぶすように変形し、瞬またたく間に収しゆう縮しゆくする。










　　　　符ノ十　終止符







　封ふう縛ばくされた鬼は、禍まが々まがしい真紅に輝かがやく拳こぶし大だいの宝玉になった。鬼から解放され、膝ひざを折った村むら上かみが、地面に倒れた。

　ぐいと宝玉に吸い寄せられて動いた外げ道どう丸まるを、白はく蛾がは強く柄つかを握って御する。

「鹿ろく鳴めい！　封印を！」

「はい……！」

　結界師が懐かい紙しと筆を取り出すより早く、数珠じゆずのラリエットを首にかけた右う京きようが、呪じゆ力りよくによる支えをなくして投げ出された宝玉を摑つかんだ。

　じゅっという音とともに、嫌いやな臭においが放たれる。

「馬ば鹿か者！」

　掌てのひらを瘴しよう気きで焼いた右京に、白蛾は目を剝むく。

　封縛されて形を変えても、清めないままの、穢けがれの塊かたまりである宝玉は、真まっ赤かに焼けた鉄の塊にも等しい毒だ。防御印もなく素手で握るなど、考えられない。

「鬼封じの呪じゆ符ふを使うより、このほうが早い」

　掌てのひらを瘴しよう気きで焼き続けながら、赤い唇で右う京きようは艶あでやかに微笑ほほえみ、宝玉を握にぎり潰つぶした。心しん臓ぞうを潰すように、ぐちゅりと右京の手を濡ぬらした赤が、白はく磁じの肌の奥に消失する。




「……報奨金……」

　美み琴ことは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。たとえ依頼がなくても、甚じん大だいな害を及ぼすことが予想される大きな魔ま物ものを発見して封じた場合、陰おん陽みよう寮りようは術者の功績を讃たたえ、その魔物の大きさに見合った報奨金が支払われる。だがそれには、封じた魔物を陰陽寮に献けん上じようして査定を受けなければならない。

「あーぁ。右京さんが、ぷっちり捻ひねり潰しちゃった」

　封じた魔物がなければ、報奨金もくそもない。

　笑った治はる陽ひに、般はん若にやのような顔をした美琴が振り向く。




（―――鬼おに喰ぐらいの術師……）

　穢けがれを取りこんでなお、闇やみに光を放つように存在を誇こ示じしてやまない、美び貌ぼうの銀の髪の封ふう縛ばく師しに、鹿ろく鳴めいはぞくりと背筋を震ふるわせた。

「悪あく食じきが……！」

　外げ道どう丸まるを鞘さやに収め呪符で封印した白はく蛾がは、吐き捨てるように言って右京に背を向けた。




「おねーちゃん、やめてー！」

　鼓こ幸ゆきの悲鳴とともに、物凄すごい勢いで飛来した数十個の火薬玉が、したり顔でいた右京を強きよう襲しゆうした。







「鳴らされない楽器ってのは、眠ってるガラクタのひとつよ。鳴らそうとする奴やつがいりゃあ、何でも楽器になるもんだ。誰だれより上う手まく弾ひきこなせりゃ、すげぇと思わねぇか？」

　鋸のこぎりでも鍋の蓋ふたでも竹ちく輪わでも、演奏者がいれば立派な楽器だと、煙管キセルをふかして北ほく斗とは説とく。

「俺おれは音の出るギターが欲しいんです……！」

「えー、あのままでいいじゃないですかぁ。音の出ないのが、格好いいんですよ。あれで大きな音を出そうとしたら、びろんびろんいっちゃいますよー？」

「俺の欲しいのは、『普通の』ギターだ！　邪じや魔まするなら二人とも帰ってください！」

　六弦全部に弓の弦つるを張った、わけのわからない法ほう具ぐではないと、セメント袋を積つんだ猫ねこ車ぐるまを押した綱つな紀きは、アルバイトをしている工事現場に三時の差し入れのお茶菓子を持ってきた北斗と紫ゆかりに怒ど鳴なった。

（鳴めい弦げん、鳴弦って、何なんだよ……！）

　意い識しきが朦もう朧ろうとしたままやったことが、好評を博はくしたらしい。しかし綱つな紀きにはその価値すらよくわからない。もう一度同じことをしてくれと頼まれたが、何をどうやったのか覚えていないので再現なんてできない。役立たずの部外者扱いから、いきなり掌てのひらを返して物を言われても、門もん外がい漢かんの綱紀は困るだけだ。法ほう具ぐ師しの北ほく斗とと紫ゆかりは、他人の弾ひけない物が弾けたのだからあれでいいじゃないかと、美み琴ことに頼まれて作った法具を、綱紀に押しつけて満足させようとしていた。せっかく作った物なのだから大事にしてほしいと望まれるのはわかるが、形だけ模もした偽物よりも、綱紀は一般的な本物のギターが欲しい。贅ぜい沢たくを言っているつもりはないのに、法具師の師弟は聞き入れてくれない。

「あ、そういえば、右う京きようの馬ば鹿か野郎はどうしてる？　まだ寝こんでやがるのか？」

　帰ろうかという頃ころになって、思い出したように尋たずねた北斗に、綱紀はがっくりと肩を落とす。

（ついでかよ……☆）




　鬼を取りこんだ右京は、鬼の毒気に当てられ、その夜高こう熱ねつを出して寝こんだ。（美琴のぶつけた火薬玉による火傷やけども、相当に重傷だったが、誰もそのことには触れなかった）夜中に霊れい能のう医師に往診してもらったところ、霊気の食い過ぎによる、一時的な体たい調ちよう不良と診断された。

「熱が下がりましたから、右京さんも一昨日おとといからここに来てます……！」

　鬼が具ぐ現げんするほどの瘴しよう気きを取りこんだのだから、性格や顔つきが変わるかもしれないと危き惧ぐされたが、これまでどおり、右京にまったく変化はない。




　鬼を呼び寄せてしまった綱紀については、今後このようなことが起こらないよう、所属する絶ぜつ佳か庵あんの責任者たる右京がどうにかするのが当然なのだが、ぶっ倒れているのではどうしようもない。工事現場を立ち去る前、また鬼を刺し激げきして騒そう動どうを起こされては大変と、田舎いなかから氏うじ神がみ様さまの御護まもりを送ってもらうまでの繋つなぎに、親切な鹿ろく鳴めいは無料で綱紀に護ご符ふを書いてくれた。打撲や何やらで、ぼろぼろだった全身は、絶佳庵に押しかけてきた霊れい能のう針しん灸きゆう師し・伽か琵び螺ら一いつ角かくの針治療と薬くす師し・宇う田だ川がわ治はる陽ひの薬膳によって（なかば強制的に？）一晩で復活した。




　爆ばく発はつ炎上したガソリンスタンドと、見みる影かげもなく崩ほう壊かいしたビルの建設現場は、工事現場で起きたガス爆発でガソリンスタンドが誘爆した『事故』として片づけられた。路上に放置されて倒れているところを通行人に発見された村むら上かみは、病院に搬送され、治療を受けて入院中である。少々おかしな方向だろうが、村上についている軽トラックの激げき突とつ痕こんは本物だ。轢ひき逃にげ事故の被害者として、十分通用するだろう。村上に憑ついて身体からだを操あやつろうとする餓が鬼きはいなくなり、夢遊病を起こす要因は取り除かれた。だが操られていたせいでも、抜け落ちた餓鬼の存在のように村上の罪は消えてなくならない。村上が支払ったのは、連続放火事件を隠いん蔽ぺいし、闇やみに葬ほうむり去ることができるほどの報ほう酬しゆうではない。何も封ふう縛ばくしなかったが、村上の夢遊病が消えたので、結果的に右う京きようの請け負った依頼は完了したと認められ、陰おん陽みよう寮りようより入金されたが―――。

　数珠じゆずが壊こわれ、鬼の封ふう縛ばくのために大量の呪じゆ符ふを使った絶ぜつ佳か庵あんは、大赤字である。膨ふくらんだ赤字を埋め合わせるため、絶佳庵の責任者と一番下っ端の義務として、日ひ銭ぜにを稼ぐことを命じられた右京と綱つな紀きは、赤字の因いん縁ねんの地であるビルとガソリンスタンドの再建設現場へと送りこまれた。現場監督や責任者たちが気にしないわけにはいかなくなった、ちょっとした事故がいくつも続いた後の爆発事故で崩ほう壊かいしたビルの工事現場は、今度はきちんと地じ鎮ちん祭さいが行われ、不ふ浄じようのモノにつけいられる隙すきはなさそうである。




　綱紀は身体からだを動かして働くことが嫌いではない。餓が鬼きを刺し激げきしてしまったのは、渡わた辺なべの綱つなの血を引く綱紀の起こした大事件だ。綱の子孫という自覚はなく、御護まもりひとつでそんなことが起こるとは思ってもいなかったが、故こ意いではなくても、自分が原因であることに対して責任をとるのは、人間として当たり前のことだと綱紀は思う。しかし、御護りを持たずに田舎いなかを出た綱紀のことを、誰だれよりも早く感知していたのに、餓鬼に好きなようにさせ、ガソリンスタンドを吹っ飛ばして鬼を出現させたのは右京だ。あの日駄だ目めになってしまった美み琴ことのスカーフは、右京が勝手に無断借用した物であり、はっきり言って仕事にはどうでもいい代物だった。綱紀はあのスカーフが美琴の物だとは知らなかったのだから、右京に注意できるはずもないのだが、美琴にその言い訳は通用しなかった。扱いに不当な点があると意見しようにも、美琴の機き嫌げんは最悪で、早さ乙女おとめ神社に近寄るのも怖い。財政難のおり、ついでだからと、右京が破壊したギターの弁償のお金も、綱紀本人が額ひたいに汗して稼いだ日当から捻ねん出しゆつされそうな勢いだ。




「こんにちはー。皆さん、お疲れさまです」

　法ほう具ぐ師し師弟と入れ替わりに、飲み物を運んできた壱いち葉ようが工事現場に入ってきて、三輪スクーターを止めた。




「わーい、お茶の時間だ～[image: ]」

　姿の見えなかった右京が、来訪した壱葉の声を聞きつけて、どこからか走り出てくる。

「まだ現場班長の声はかかってねぇ！　てめー、今までどこにいたんだっ!?」

　セメント袋を猫ねこ車ぐるまから下ろしていた綱紀は、横にあったスコップをとっさに摑つかんで振り回し、横を走り抜けようとした右京を止めた。

　顔面でスコップを受けた右京は、笑顔えがおを浮かべて、ずるりと倒れる。

「つ、なきくん……、ずいぶん逞たくましく、なったね……[image: ]」

「おかげさまで！」

　工事現場でバイト料を貰もらいながら、腕力までついた綱紀である。歪ゆがんだ性格もよーくわかったし、人並み以上にタフであることも知ったし、見慣れたので、美形の女顔にも容よう赦しやない。

　作業員皆とお揃そろいの黄色い安全ヘルメットにツナギ姿でも、存在自体が妙に浮いているせいなのか、右う京きようは悪目立ちする。作業していれば目につくはずなのに、どこで何の作業をしていたのかまったくわからず、誰だれもそれを気に留めないということは―――☆

「出しやがれ！　こら！」

「きゃー、痴ち漢かんーっ[image: ]」

「やかましいっ！」

　逃げようとする右京を捕まえた綱つな紀きは、赤くなりながらもツナギの胸元に手を突っこんで、右京が隠し持っていた呪じゆ符ふを奪い取る。新聞や雑誌のリサイクル品ではなく、新品の一枚五万円の呪符であるのを見て、綱紀は目を剝むいた。

「てンめぇ……！　こんなとこで無む駄だ遣づかいしてんじゃねぇよっ！」

　いくら働いても、一方でこんなだだ漏もれ状態では、浪費した分は埋め合わせられない。

　半泣きで怒ど鳴なった綱紀に、へらりと右京は笑う。

「ああっ、怒ってる？　綱紀くん、怒ってるっ？」

「怒ってるに決まってるだろうがっ！」




　嬉うれしそうな右京を、涙目でぎりぎりと締しめ上げる綱紀を眺ながめて、持ってきた飲み物を届けるために、いつものように事務所に向かいながら、壱いち葉ようはのほほんと微笑ほほえむ。

「新品の呪符は、隠しておくか、さっさと書かせて使い道決めておかなくちゃいけませんよ」

「俺おれですか!?　悪いのは俺ですかっ!?」

　備品の管理を任されたのは、たしかに綱紀だが。右京の手て癖ぐせがこれほど悪いとは、思っていなかった。涙目で問うた綱紀に、何をいまさらと、壱葉はにっこり微笑んだ。

「はい」

　雪だるま式に増えようとしている絶ぜつ佳か庵あんの赤字を黒字に転じない限りは、ギターを弁償してもらうことはできそうもない。行くも戻るも崖がけっ縁ぷちという言葉が、綱紀の脳のう裏りをよぎった。

「これも全部、てめーのせいだっ！」

「いやあ[image: ]」

　泣きながら、憎しみをこめて睨にらんだ綱紀に、右京は嬉うれしそうに笑った。

「俺は褒ほめてんじゃねぇよ！」

　右京の胸むな座ぐらを摑つかんでぎりぎりと締め上げていた綱紀に、事務所から出てきた壱葉が、にっこりと微笑む。

「息の根の止まる一歩手前で緩ゆるめてくださいねー」

　恍こう惚こつとした顔で失神していた右京に気づき、綱紀は危ういところで手を放す。

（あぶねーあぶねー……！）

　殺人寸前である。右京は喜ぶが、綱紀はたまったものではない。

「二人とも、残りの時間もしっかり働いてくださいね」

　穏おだやかに微笑ほほえんで手を振った壱いち葉ようは、三輪スクーターに乗って工事現場を出ていった。




「ほらよ、坊主」

　足元に右う京きようを捨てた綱つな紀きに、事務所から出てきた作業主任が、持ってきた缶コーヒーとセロハンに包まれた豆大福を、二人分渡した。おやつ休憩である。

「すみません」

　右京の分もいっしょに受け取り、自分で取りにいかなければならないのにと、恐きよう縮しゆくして頭を下げた綱紀の肩を、作業主任はぽんと叩たたく。

「若いのに、苦労してんだな」

　しみじみと労ねぎらわれて、綱紀は顔を引きつらせながらも微笑む。

「い、いえ、それほどでも、ないです……！」

　絶ぜつ佳か庵あんの人間となった綱紀は、初日からわけのわからない苦労を経けい験けんし続けているが、あまりに情けなさすぎて、それを認めることを憚はばかった。しゃがんだ綱紀は、事故現場にお供そなえするように、ひっくり返っている右京の横に缶コーヒーと豆大福を置く。

「あんまり力にゃなれねぇけどよ、辛つらいことがあったら、いつでも聞いてやるから」

「ありがとうございます」

　強こわ面もての筋肉質のヒゲ親おや父じだし、慣れないアルバイト初日には何度も大きな声で怒ど鳴なられて、おっかない印象しかなかったが、いい人だったんだなと綱紀は作業主任に対する認にん識しきを改める。作業員のなかで一人だけ坊主と呼ばれて子供扱いされるのは、綱紀の場合、高校を出たばかりでまだ未成年だし、顔の印象も幼いので仕方ない。

「どっかから流れてきた訳ありの宿なしが、うちみたいな現場に転がりこんで寮で寝起きしながら働くことも珍しかねぇが、坊主みてぇに日当をまるまる持ってかれるような奴やつは滅多めつたにいねぇ。見張られてて逃げられねぇとか、いろいろ事情はあるんだろうがよ、あんまりヤベェ橋渡んじゃねぇぞ？　自分を大切にしろよ？」

　同情の瞳ひとみで見つめ、背中に哀あい愁しゆうを漂わせて立ち去った作業主任を、腰を上げた綱紀は引きつった笑顔えがおのまま見送る。

「え……？」




　火事で焼け出されて、慣れない土地で頼る人も誰だれもいない綱紀は、渡りに船と絶佳庵の求人広告に飛びついてしまったけれども。

　それって、ひょっとすると―――。




　絶佳庵で世話にならなくても、よかったということ!?

「えええぇっ!?」

　思わず手から零こぼれ落ちた綱つな紀きの豆大福を、地べたに寝転がったまま右う京きようがキャッチし、素早すばやくお相しよう伴ばんに預かった。




　壱いち葉ようが日当を回収しに訪れる、工事現場でのバイトは、まだしばらく続く。

　今日きようも朝から工事現場に通って塀の上に座っていた潮しお路じは、立ち尽くす綱紀を見つめ、ゆるりと尻尾しつぽを持ち上げて、細い声で鳴いた。




　塔とう京きよう都と某所においては、ごく一部の田舎いなか者に対し、都会の風は生温かいようである。










　　　　休　符







　九月も後半に入り、塔京はもうすっかり秋めいていたが、逢おう阪さかはまだ夏を感じる残暑の中にあった。カフェオレで喉のどを潤うるおして一息ついてから、幸か徳で井い白はく蛾がは居い心地ごこち悪そうに店内を見回す。

「……本当にここなのだろうな？」

「ここだよー、はっくん[image: ]」

「その呼び方はやめろ☆」

　幼少からの付きあいとはいえ、もう大人おとなだ。斜ななめ向かいの席でへらへらと笑う武む庫こ川がわ右京に、白蛾はアイスコーヒーのグラスを押しつけるようにして渡し、飲み物で口封じをはかる。

「ちょっと周りの視線が気になるね～」

「『ちょっと』ではない……！」

　おおいに気になると、白蛾は訂正する。

　セルフサービススタイルの喫茶店、ゆったりとした広さの二階席の客の入りは、六分ほど。明るくてテーブルも広く、ソファーの座すわり心地ごこちも悪くない。悪くはないが、周りは女性客ばかりだった。ケーキやパフェの楽しめる女性向けの可か愛わいらしいインテリアの店内にいる男性二人連れは、悪目立ちする。ビジュアル系イケメン＆女顔の銀髪美形のカップル（←一部間違い☆）となれば、なおさらのこと。

「サオりん（担当さん）と逢おう阪さかで打ち合わせしたのって、二回ともこの店なんだよ～[image: ]」

　適度な静かさでそこそこ長なが居いもでき、本を読んだり書類やモバイルパソを持ちこんで作業するのに、ちょうどよさそうな店だ。モーニングやランチのサンドイッチセットもおしゃれで美お味いしく、お茶とケーキが楽しめる場所とあれば、行きつけとなるのも理解できる。のだが☆

「念のために聞いておくが、貴き様さま、星せい香か先生にアポイントメントはとったのだろうな？」

「…………えへ[image: ]」

　笑顔えがおのまま、ずずず～とストローでアイスコーヒーを吸い上げる右う京きようのグラスに、白はく蛾がは使わずに持ってきていたガムシロップを注そそぐ。

「ああっ、甘いっ」←甘いの苦手☆

　グラスの底に落ちたガムシロップ（混ざっていない沈ちん澱でん物ぶつ）を吸い上げた右京が嬉うれしそうに悲ひ鳴めいをあげる横で、白蛾は静かに肩を落とした。

（誰だれか、このバカをどうにかしてくれ……☆）

　バカは死んでも治らないと言う。まったく救いようがない。なんとかならないものだろうかと直訴したくて、わざわざ逢阪まで足を運んだ白蛾だが、同行者を間違えたようである。

「でもまぁ、今日きようあたり、来店しそうだよ[image: ]」

　まったくもって信用ならない男だが、勘だけはいいと認めるので、白蛾は話題を変える。

「……貴様のところでは、新人の扱いに問題があるぞ」

　日雇い就労までさせるとは目に余ると意見する白蛾に、右京はくすくすと笑う。

「んー、それはぁ、はっくんが迷惑料を免除してくれたらぁ……」

「御ご免めんこうむる！」

　右京が言い終わらないうちに、白蛾はきっぱりと断言した。経理を担当している蘆あし屋や美み琴ことには気の毒だが、甘い顔をすると右京はとことんつけあがる。どこまで迷惑するか知れない。

「けちんぼー」

「うるさい☆！」

「この本を出してくれたエンターブレインさんって、いい出版社だねー[image: ]　サオりんってば、星香先生にいっぱいお菓子くれたし～[image: ]」

「文字統一や呪じゆ言ごんのルビで手間を取らせた校閲の方たちの苦労にも、礼を忘れるな」

「睦む月つきムンク先生の絵には、愛を感じちゃったよ～[image: ]」

「恩を感じるのはいいが、貴様の愛は絶対に注ぎ返すな！」

「本を読んでくれた……」

「読者にも、誰だれにもだっ！」

　店の二階は歩道橋のすぐ横にあり、通行する者が少し腰を屈かがめたなら、店内の様よう子すを覗のぞくことができた。女性客ばかりという雰囲気に圧倒されたせいなのだが、顔を近づけるようにして、いちゃいちゃと楽しそうに（？）話している見み目めのいい若い男二人の姿は、見物心をくすぐり、妄想をかきたてる美お味いしい素材である。

　行きつけの店の空席状況を確たしかめようと、歩道橋に上がった流ながれ星せい香かは、チェックポイントに何やら女性の人だかりができているのを見た。

「……なんか嫌いやな予感がする☆」

　回れ右して、別のコーヒーショップに向かうことにする。





二○○六年九月　流　星香　今日きようは、スタバへＧｏ！







著者

流 星香

Seika Nagare




９月28日生まれ、天秤座、Ｂ型。大阪生まれ大阪育ちの、大阪在住大阪人。お祭り騒ぎ大好きな、明るく正しい子どもの味方である[image: ]

戦国時代ファンタジーでデビュー。ファンタジー作家として、これまでに多数の著作を発表していて、西洋風、現代モノ等、守備範囲はファミレスのように品揃えが豊富である。

お茶の時間をこよなく愛し、綺麗で美味しいお菓子からたくさんの元気をもらっている[image: ]







イラスト

睦月 ムンク

Munk Mutsuki




京都市在住。

フィールドワーク＋温泉の組み合わせ、梅粥とコーラが大好物。特技は自転車マッハこぎ。

現在は卒論制作に頭を抱える日々を送っています。その傍ら、暇を見つけてはゼミ生同士で麻雀打つのが日課。

（そりゃ卒論も進みませんよね…猛省）




ウェブサイト：他、お仕事情報などはこちらで。

http://munku.sunnyday.jp/
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